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152．


リゼルがアスタルニア生活で身に着けたものの一つに、釣りの腕がある。


腕が良いいか悪いかはともかく釣りというものを覚えた。種喰たねくいワームを落としたり振り回したり毒魚を釣ったりしただけだが、とにかく釣りという経験を得ることができた。


リゼルはその点について、某宿主に深く感謝している。なにせやってみたら非常に面白かった。のんびり釣り針を下ろしながら他愛ない会話をするのも良い。魚がかかった時の手に伝わる感触も楽しい。迷宮に潜って魔物を撃ち抜くのとは全く違う、自然相手に対話をしているような贅沢ぜいたくな時間を過ごせている気がするのだ。


「あれが良いです」


「（あれな）」


「（あれかァ）」


よって、ぜひにとリゼルが指差した依頼にジル達が訳知り顔で頷うなずいたのも納得だろう。


彼らはリゼルが楽しそうに竿さおを握っていた姿を知っている。実は酒場で席を共にする作業員らにせっせとコツを聞いていたのも、宿主が意気揚々いきようようと話す釣り知識に感心したように何度も頷いていたのも知っている。だからこそジル達は、実のところリゼルより先にその依頼を見つけていたし、選ぶんだろうなと見当をつけて眺めていた。






【幻の釣りスポット？】


ランク：Ｄ～


依頼人：釣り名人


報酬：銀貨20枚


依頼内容：迷宮〝無限の浮島〟内に、まさかの釣りスポットがあると聞いて。


可能な限りの詳細な地図、進み方、魔物の情報などが欲しい。よろしく頼む。






「依頼人が行くの確定してる感がすげぇ」


「準備を万端にするあたり本気だよな」


いつかこの依頼ボードで、釣りスポットまでの護衛依頼を目にする日が来るのだろう。


しげしげと眺めるジルとイレヴンの前で、リゼルが善は急げとばかりに依頼用紙を剝はがす。二人から反対意見が出なかったこともあり、そのまま機嫌が良さそうに受付窓口へと歩いて行った。


「リーダーも釣んのかな」


「さぁな」


ジル達もその後に続きながら、片や面白そうに笑い、片や呆れたようにそう零こぼした。






迷宮〝無限の浮島〟は、その名のとおり無数の浮島を渡って攻略しなければならない。


見渡す限りの湖。風はなく水面は凪なぎ、青い空が美しく映り込んでいる。そこに点々と存在する浮島は自然の緑に覆おおわれ、互いに梯子はしごのような足場で繋つながっていた。大小様々な浮島は三人が乗ろうと不思議と沈むことがなく、ただ少し揺れるので慣れない内は肝きもを冷やすだろう。そんな迷宮だった。


「釣りスポットって言や、全部そうな気もすっけど」


その浮島の一つで、端のほうにしゃがんで水面を覗のぞき込こむイレヴンが告げる。


澄んだ水は水底まで透きとおり、流木や色鮮やかな苔こけが沈んでいるのが見えた。ちゃぷちゃぷと指先で水を搔かき回まわしてみれば、水温は低く冷たい。落ちたら風邪を引きそうだ。


「そういえば普通の魚って見たことないですよね」


「魚いねぇなら釣りできねぇじゃん」


指先の水を払いながらイレヴンが立ち上がる。


リゼルも水を覗き込んだ。釣り針を下ろすにも、肝心の魚がいなければ意味がない。釣りスポット、というからには迷宮内のどこかに釣れる場所があるのだろうが。


「つっても噂うわさは聞いたことあっかも」


「まぁな」


ジルも同じく水面を覗き込めば、三人が片側に偏かたよったせいで浮島が微かすかに傾く。それでも迷宮仕様のおかげで転覆てんぷくは決してないので、特に危機感を覚えずリゼルは首を傾げた。


「噂？」


「すげぇ釣りできそうなとこ見た、ぐらいだぞ」


「何処の迷宮とかは知らねぇんスけど」


その噂を依頼人も聞いたのだろう。


冒険者内で出回っている噂、ならば複数人が目撃しているはずだ。実際釣れたという噂がないにもかかわらず、凄すごく釣れそうだと断言されているのだとすれば、見れば分かるタイプの釣りスポットなのかもしれない。そもそも普通は迷宮で釣りを始めない、という発想を持たないリゼルは納得したように頷いた。


「見つけるの自体はそんなに難しくなさそうですね」


「つっても当たりが出るまで進むんだろ」


「そうなんですけど」


雑談しながらも、リゼルたちは足を止めなかった。


今も梯子のような足場を一列になりながら渡っている。深層ならばこのタイミングで襲われることもあったが、まだ一階なのでそんな意地の悪い真似はされないだろう。三人は以前にも依頼でこの迷宮を訪れているので、勝手知ったるとばかりにどんどんと進んでいく。


「なんかヒントとかねぇかなー」


「ジルはどうですか？」


三人の内、迷宮を一から攻略しているのはジルだけだ。リゼルとイレヴンは遠慮なく魔法陣の恩恵を受けているので、唯一全ての階層を訪れたことのあるジルの意見を仰ぐ。


「釣りね」


足場を渡りきり、次の浮島に足をつきながらジルが零す。


三人の重さに微かに揺れた浮島が、凪いだ水面に小さく波を起こした。空を映す青い水面が揺らぎ、まるで青の色を纏まとう絵筆を沈めたように見える。


「魚」


「ん？」


「何？」


そんな水面を眺め、思い出したかのように呟つぶやくジルをリゼル達は見た。


遠く広がっていくだけに思えた波紋が、ふいに波目を交差するように帰ってくる。一方向から、二方向から、徐々に増えるそれらに剣へと手を触れながら、ジルは難しそうにガラの悪い顔を顰しかめた。


「ここで魚、見た気がすんな」


「は？　何処どこで？」


「覚えてねぇよ」


「そこを何とか」


リゼルが期待するように見つめれば、彼は眉間の皺しわを深くして記憶を漁あさる。


既に浮島から発生した波紋は遠く消えたというのに、此方こちらへと流れてくるものは徐々に間隔を縮めている。浮島が揺れるほどでもない細かな波。それらがやってくる方向を見れば、幾つもの影が近付いてきているのが分かった。


「……中層」


「曖あいッ昧まい！」


「思い出しただけマシだろ」


文句をつけるような声を鼻で笑い、ジルは大剣を抜いた。イレヴンもそれに続き、リゼルも浮かしっ放しの魔銃ライフルを近付きつつある影へと向ける。


「なら、戻って魔法陣を使いましょうか」


「りょーかい。その前にこいつらッスね」


水面を滑るように迫る巨大な水蜘蛛みずぐもが三匹。


体高はリゼルたちの腰ほど、硬質な六本の脚が艶つやめいている。何処を見ているのか分からない黒真珠のような目が鈍く輝き、ツィ、と脚を動かしてはまた浮島へと近付いてきた。その速度がゆっくりと落ちていき、浮島に寄りながら止まる直前。まだ剣の届かぬ距離から、突如一匹が触角を伸ばして振り上げた。


「またこの届かねぇ位置からっつうのがさァ」


鞭むちのように撓しなる触角が浮島へと叩きつけられる。土を削るそれを避け、イレヴンがポーチから取り出したナイフを放った。それは的確に水蜘蛛の目を抉えぐる。


「あ、ひっくり返りそうです」


「げ」


「あ、ヤバ」


「え？」


目を潰された側の長い脚をバタつかせ、水蜘蛛はぐらりと大きく体勢を崩した。それを見てジルとイレヴンが嫌そうに声を上げる。リゼルは唯一人その意味が分からず、どうしたのかと二人を見ていたが、その間にも魔物は裏返ってしまった。残る二匹も浮島に迫るなか、水面で裏返った水蜘蛛はというと──。


「ぎゃーッ、やっぱすっげぇ跳ねる！」


「おい責任取れ」


「俺の所為せいじゃねぇし！」


「水が……」


裏返ったまま猛烈な勢いで跳ね始めた。大混乱だ。近くの同族を吹き飛ばし、もう一匹を上から潰し、元の体勢に戻ろうとしているのか、盛大に水を撒まき散ちらしながら右に左に跳ね回る。


リゼルは飛沫しぶきに濡ぬれた頬ほおを拭ぬぐいながら感心したように眺めていたが、ふいにその腕をジルに引っ張られて後退した。水蜘蛛がついに浮島の上で跳ね回り始めたのだ。無差別すぎてもうどうしようもない。


「…………置いてこ」


「そうしましょうか」


「近寄れねぇしな」


隣の浮島に繋がる足場まで後退し、顔を引ひき攣つらせるイレヴンにリゼルは同意した。


そして三人は裏返ったままの水蜘蛛を置いて、来た道を戻り始める。狭い足場で突っ込んでこられては大変だ、と速やかに離れていくリゼルたちの後ろでは、ようやく天地を取り戻した魔物が何事もなかったかのように何処かへと消えていった。






中層の湖は、まるで夕日のような赤色をしている。岩に張り付いた水草の色だ。


揺らぐそれらのグラデーションは見惚みとれるほどに美しく、それらが途切れて時折覗く鮮やかな青との対比に目を奪われる。まるで水面を歩くかのように細く薄い足場を歩けば、すぐ足元を銀の鱗うろこを輝かせた魚の群れが通り過ぎていった。


「ようやく当たりッスね」


「魚、本当にこの階しかいないんですね」


水面を見下ろしながらウロウロと歩き回り、中層を探索し始めて四つ目の階。それが今、リゼルたちが歩く階層だった。今まで一度も目にしなかった魔物ではない魚の姿に、リゼル達も凝こり始めた首が軽くなる思いだ。


「どうする」


「取とり敢あえずひと通り歩きましょうか」


「見りゃ分かると良いけど」


茂った草を踏ふみながら、リゼルたちは浮島の一つへと下り立った。


見渡しても他の階層と変わらず、青い空を背景にぽつりぽつりと存在する浮島と、遠く見渡す限りの水平線。遠くでポチャンポチャンと水エレメントが跳ねているのが、重力に逆らって雫しずくが空へと滴したたり落ちているようだった。


浮き島から伸びる足場は三つ。一つは今渡ってきたものなので、次に歩むべき道筋は二択。


「あっちか」


「みたいですね」


浮島の下をサァ、と魚の群れが潜り抜ける。それらが向かう先は一方の足場が伸びる方角だ。


「湖の釣りねぇ」


「海と何か違いますか？」


「まぁ基本は同じじゃねッスか。俺やったことねぇけど」


ひょい、と足場の上に足をかけてイレヴンが歩き出す。


リゼルとジルもそれに続いた。中層では細い足場の上だろうと魔物に襲われるので気を付けなければならない。気を付けても落ちる時は落ちるが。物量で攻められてはどうしようもない。


「イレヴンは小さい頃、よく釣ってたんですっけ」


「腹減った時に良いんスよね」


森の中にある実家でのことだろう、ならばイレヴンの釣りは渓流釣りだ。父親が名うての狩人だというなら先生役には事欠くまい。罠わなオンリーでの狩りにもかかわらず、大型の魔物でも何でも仕留める父の手腕を、イレヴンはよく「気付いたら獲とれててよく分かんねぇ」とも言っているが。


「適当な枝折って、持ち歩いてる針と糸つけて、適当な虫とかエサにして、んで釣って、ナイフで捌さばいて適当に火ィ起こして焼いて食ってた」


「それ、今度教えてください」


「勘弁して」


リゼルのちょっとした憧れは即座に切り捨てられて終わった。


「ニィサンは？」


「あ？」


「湖」


少し離れた水面が激しい水音を立てている。


徐々に近付いてくるそれを尻目に、イレヴンは歩調を速めながら問いかけた。そして三人が駆け足で足場を渡りきった途端、足場のすぐ隣で波打っていた水面から一斉に何かが飛び出す。まるで石の塊かたまりのような姿をした魚の魔物の群れ。それらが足場の上を通過し、再び水の中へと姿を消していった。


「少し遠出すりゃあったな」


それらを気に掛けることなく歩を進めながら雑談を続ける。


「釣り、しました？」


「しねぇ。泳いで遊んでた」


ジルの子供時代の思い出では、湖といえば地面に上着を脱ぎ捨て、後は友人らと飛び込んで好き勝手に遊ぶのみ。濡れた体はそこら辺に寝っ転がっていれば乾いたし、水底に稀まれに沈んでいる魔石ませきを見つけては売って小遣いに換える。そんな、なかなかに健康的な子供時代だった。


そんな健全でありきたりな子供であったジルに、リゼルたちはやはり「違和感があるなぁ」と思わずにはいられない。特に、全く可愛げのないジル（思春期）につい先日直面したばかりのイレヴンは露骨に信じがたいという視線を向けている。ジルは流したが。


「釣りは近くの川ばっかだな」


「じゃあ全員、初めての湖の釣りですね」


水面を見下ろし、魚たちの向かう先を確認していたリゼルが楽しそうに告げる。やはり釣るのか、とジルたちは無言でその姿を眺めた。まさか迷宮で釣りをする日が来るとは。いや、まさにそれに臨もうという依頼人のために探しているのだが。世の中には変わった人間がたくさんいるな、と己のパーティリーダーを棚に上げることなく二人はそう結論づけた。


そんな視線を受けながらも、リゼルはあっちかなと呟きながら広い浮島を歩く。魚に導かれるまま、三人は目的地があるだろう浮島へと向かった。






三人の目の前には一本の釣り竿がある。


ついに辿たどり着ついた一つの浮島。その中央にある、真っすぐに岩に突き刺さった釣り竿。何故かそれを照らすように天から光が差し込み、心なしかキラキラと七色の煌きらめきが釣り竿の周りを漂っている。選ばれし者のみが手にできる、と言われれば納得できてしまうだろうシチュエーションだ。竿だが。


「任せてください」


特に誰も何も言っていないのに、力強く頷いたリゼルが一歩前に出た。


ジルとイレヴンは無言のままその背を見る。一体その自信は何処から来るのか。そして何に何処を選ばれたつもりでいるのか。三人の中で最も釣り竿の似合わない男にもかかわらず、何がそれほどまでにリゼルを駆り立てるのか。この光景を見つけた時も二人は「マジか」と思ったが、今はより一層「マジか」という気持ちでいっぱいだった。


「見た目は普通の竿ですよね」


たとえ煌びやかに演出されようと釣り竿は釣り竿。先端から巻きつけられた糸と、節目に引っかかっている針に注意しながら、リゼルはそれの中腹をしっかりと両手で握った。ぐいぐい手前に引っ張り、右に撓らせ左に撓らせ、そして最後に真上に思い切り引っ張ってみる。


「無理でした」


「だろうな」


「リーダー自信満々だったじゃん」


「いけると思ったんですけど」


自信の割にあっさりと諦め、リゼルは二人の元へ戻ってきた。


だから何故行けると思った、とジルたちは内心で突っ込むも口には出さない。


「つか何、力尽くじゃ無理ってこと？」


「ぴったり嵌はまってるんですよね」


三人は釣り竿の根元を覗き込んでみる。岩との境目は全くない。隙間すきまのないそこにイレヴンがナイフを突き立てるも流石さすがは迷宮仕様。岩には傷一つ付かなかった。


「仕方ありません」


リゼルはしゃがみながら一つ頷き、とんとんと釣り竿の根元を指さした。


「持ち手がちょっと短くなりますけど切っちゃいましょうか」


「お前はどうしてそうなんだよ」


「情緒じょうちょねぇー」


笑いながらイレヴンがナイフの刃先を釣り竿へと向け、根元を狙って真横に振るった。木の枝ならば軽く断ちきれる刃と技量。だがそれは、甲高い音を立てて釣り竿の表面に弾かれる。力を込めようがノコギリのように動かしてみようが傷一つ付かない。


「これ無理ッスね」


「やっぱりズルはいけませんね」


びょんびょんと釣り竿を揺らしながら残念そうに告げるリゼルを、それにしてもよく撓る釣り竿だなとジルが眺める。もはや色々諦めた。どの口が言うのか、などとは決して思っていない。


「何が基準なんでしょう」


「釣りの腕なんじゃねぇの」


「ならイレヴンでしょうか」


「いけっかなァ」


やはり選ばれし者にしか抜けないのだろう。


この中なら、とリゼルに促されたイレヴンが立ち上がる。土のついた髪を指先で弾き、釣り竿を握り、遠慮なく引っ張ったが微動だにしない。


「ムリー」


「じゃあジルも」


「無理そうだな」


ジルが試しても同じく。本来ならばとっくに砕けているほどの力を込められようが、釣り竿は軋きしんだ音を鳴らすのみ。流石の迷宮品だ。正直、ジルが引けば岩ごと持ち上がるのではと考えていたリゼルだが、そうはならない辺りに迷宮のこだわりが発揮されている。


「うーん」


さて、とリゼルが立ち上がる。


「まさか全員選ばれないとは思いませんでした」


「（正直予想はしてた）」


「（リーダー自信満々だったからなァ）」


ジルたちの視線を受けながら、リゼルは仕方がないとポーチを漁った。


これほどに存在を主張している釣り竿は気になるが、そもそも抜ける代物では元々ないのだという可能性もある。つまり飾り。あるいは釣りスポットの目印。迷宮だから仕方ない。


そう結論づけたリゼルが取り出したのは、ジルたちも見覚えのある釣り竿だった。いつか迷宮の宝箱から手に入れて、宿主との釣りでも使用した〝持つと凄くしっくりくる釣り竿〟だ。


「それでも行けんの？」


「どうでしょう」


リゼルは釣り竿を構え、餌えさの付いていない針をポトンと水面に落とす。


「餌は」


「こっちの竿にも付いてないので、なくても行けそうかなと思ったんですけど」


「やー、持参しろって意味じゃねッスか」


「釣りに力入れすぎだろ」


話しながら、三人は透明度の高い水中でゆったりと漂う針を見下ろした。


この階層の何処からかやってきた魚たちが音もなく通り過ぎていく。小魚が群れで、あるいは大きな魚がゆったりと。ヒレを震わせ、尾を揺らす魚たちは針に見向きもしない。


「やっぱさァ、あっちじゃねぇの？」


「やっぱりですか？」


リゼルたちは視線を上げ、正面に見える浮島を眺めた。


大きさは街中にある広場ほど。魚たちは何かに導かれるようにその浮島へと向かう。あそこに立てば、岩間や水草で休む魚が多く見られるだろう。更に浮島の外周には、流木が手軽な椅子いすのように幾つも横たわっていた。


だがしかし、その浮島に繋がる足場がない。泳いでいく、というのは少々無理矢理がすぎるだろう。何せここは迷宮だ、魔物との水中戦のリスクなど軽々しく背負えはしない。


「どうやって行くんでしょうね」


「これ抜くしかねぇんだろ」


選ばれし者しか立ち入れぬ聖域、そうだというなら選ばれなかったリゼルたちは足を踏み入れる資格を持たない。今回は依頼失敗かなと、そんなことを話していた時だ。


「実際誰が抜けんスかね」


「やっぱり、宿主さんくらい釣りへの愛がないと……」


ふいに、ぐらりと大きく浮島が揺れた。


まるで下から何かに持ち上げられたようだった。浮き上がり、沈み、余韻よいんで大きく揺れる。立っていられないほどの揺れだったが、リゼルは両側から腕を摑つかまれて転倒を回避した。辛うじて手放さなかった釣り竿の先で、糸の消える水面が盛り上がり、何かが通り過ぎて行くのが見えた。


「うわ、でっか」


「大きいですね」


「でけぇな」


それは巨体を静かに揺らしながら泳ぐ一匹の巨大魚。


巨大魚はリゼル達のいる浮島に沿うように、水の下で乳白色の体をゆったりと揺らしていた。体は平たい形をしており、頭から背にかけて珊瑚さんごに覆われている。まるで宝石のように色鮮やかな珊瑚が、時折水面から覗いては日の光を受けて煌いた。


「何これ、食われんの？」


「ちょっと怖いですよね」


静かに浮島の周りを回る巨大魚に、リゼルとイレヴンは思わずジルへと一歩寄る。鎧王鮫オリハルコンシャークのように、いかにも襲うぞ魔物だぞという相手ならば二人も平気なのだが、普通に巨大すぎる魚となると微妙な恐怖を抱いてしまう。敵認定されるか餌認定されるかの違いともいう。


「あんま近付くと剣が抜けね……おい、離せ」


「え？」


それに顔を顰めていたジルが、ふと正面を見据えたままリゼルへと告げた。


リゼルはほんの数秒だけ目を瞬またたかせ、自分が言われたのだろうかと釣り竿を握り締めたまま一歩離れる。だがジルの眉間の皺は更に深くなり、ついには鋭く舌打ちを零した。


「違ちげぇよ、それを……ッ」


言いかけたジルが咄嗟とっさに手を伸ばす。摑んだのはリゼルの握る釣り竿。リゼルも気付いて釣り竿の先を見れば、まさに水面の針を目掛けて巨大魚が食らいつこうとしている瞬間だった。釣り竿を握る手に力が籠こもる。


体躯に見合う大口が針を呑のみ込こんだ。魚は大きく頭を振り、浮島を離れようと尾を靡なびかせる。


「だから離せっつったんだよ」


「すみません」


釣れるかも、と一瞬思ったのがいけなかった。怒られた。


案の定、竿ごと持っていかれそうになったリゼルの後ろ襟えりを引っ摑んだジルが、代わりに釣り竿を握ってやる。そのままリゼルをイレヴンに預け、空いた片手でどう頑張っても抜けなかった伝説っぽい釣り竿を握り締めた。これだけの質量差があっては流石のジルでも身一つで対抗するのは難しい。


「ニィサンでも持ってかれるかァ」


「足場悪わりぃとな」


落ち着いた様子のジルが、ばっしゃばっしゃと尾で水面を搔き混ぜる巨大魚を眺める。その度にジルの摑む釣り竿も力いっぱい引かれ、釣られるように浮島が大きく揺れた。


「で、どうすんだ」


「どうしましょう」


「釣る？」


「釣っても置く場所がないです」


リゼル達の立つ浮島は小さい。


釣り上げたところで巨大魚は乗りきらないだろう。間違いなく逃げられる。


「あんまり美味しそうでもないですし」


「あの珊瑚っぽいトコ素材っぽくねぇ？」


「鱗もそうかもな」


折角針にかかってくれたのだから、リゼル達に黙って逃がすという選択肢はない。


身の危険を感じたのかどうなのか。心なしか巨大魚も必死で尾をバタつかせている。


「お」


「ん？」


その時、ひときわ大きく浮島が揺らいだ。


揺れるだけではない。なんと動いている。巨大魚が向かうまま、魚に囲まれた浮島へと。


「成程、こうやって行くんですね」


そうかなぁ、とイレヴンは必死すぎる巨大魚を眺めながら内心で呟いた。しかし先程、ズルはいけないと言っていたリゼルに対して、「ズルじゃねぇの」と水を差すようなことを言えはしない。何せリゼルはとても嬉うれしそうに微笑んでいるので。


じりじりと進んでいた浮島が、目的の浮島に接して動きを止める。そのまま横に逸それて泳ぎ去ろうとする巨大魚には、イレヴンが糸を切ってやった。微かに同情したからだ。


「大きい魚が泳ぐ姿は綺麗きれいですよね」


「結局あれ何？」


「魚だろ」


「それは分かるけどさ」


遠ざかる鮮やかな珊瑚を見送り、さて釣りだとリゼル達は水面を覗き込んだ。






その頃、群島のとある島。とある荒野の真ん中では。


「いけない。あなたは、戻れない」


一人の老婆が、己の足元で膝ひざをつく孫へと優しく告げていた。


彼女の腰からは幾つもの刃が重なり合って伸びている。それはまるで蜘蛛の脚のように幾本も、途中で折れ曲がって地面へと突き立てられていた。ように、というよりは本物に寄りすぎているが。老婆は自由自在に刃を操り、慣れたように大地を歩んでいる。


彼女の二本の足はそれらに支えられ、地面から数センチ離れて宙に浮いていた。


「行かせない。駄目、いけない」


悔しさに歯を食いしばる孫へと老婆は語りかける。


ある日忽然こつぜんと姿を消した彼が、つい最近帰ってきた時には家族一同喜びに沸いた。連れていった先で子を失った父など歓喜にむせび泣き、母も力いっぱい抱きしめながら歓声を上げていた。老婆にとっての他の孫、彼の弟や妹も、こちらは別離が幼すぎてあまり覚えてはいなかったが、それでも笑顔を浮かべて会えたことを喜んでいた。そんな息子夫婦の奇跡を、良かった良かったと号泣する夫の隣で眺めた彼女もまた、初孫の元気そうな姿に心から安堵あんどして目尻に涙を浮かべたものだ。


「戻る……っ」


そんな孫が、故郷で幾らか過ごしたらまた元の場所に戻るという。


何故姿を消したのか、何処で何をしていたのか。家族は全て聞いた。不可抗力ながら密航してしまった詫わびに、そこに乗船していた相手の下で働いていたのだという。特に嫌な思いもしなかったというので、親切な人に世話になったのだろうと安心した。


その後、付いていきたい人を見つけ、冒険者なるものになったらしい。その人は色々なことを教えてくれて、一度帰ったほうが良いと船まで都合してくれたという。可愛い孫が周りの人間に恵まれているのは非常に喜ばしい。


「いけない」


だからこそ、老婆は微笑みながら告げるのだ。


「あなたは、弱い」


戦い方を知る前に姿を消した孫は、砥とがれる前の未熟な刃を携えて帰ってきた。


戦奴隷ソードダンサーの一族はいつだって己の力に誇りと矜持きょうじを持っている。己の力量を顕示けんじするような真似もしない。何故ならば必要がないから。誇示などせずとも自負は微塵みじんも揺るがない。


「ついて行きたい人、いるなら駄目」


「何で！」


「守れない」


ザクリ、と老婆は刃の脚の一本を荒野に突き立てる。


「大切な人を、守る。戦奴隷にとって、一番大事」


そのために授かった力なのだから。


老婆もまた、己の力で大切なものを守ってきた。その始まりはきっと、一人の唯人ただびとに出会った若い頃。商隊の一員であった唯人が魔物に襲われていた際、たまたま通りがかって助けたのが始まりだった。長い髪を揺らしながら幾本もの刃の輝きを纏う姿が美しかったと、そう後に語ってくれた相手こそ今の夫なのだが。


「あなたは、唯人に負けた」


「………負けた、けど」


「爺様じいさまより、弱い」


「………………じじ様よりは、強い」


不貞腐ふてくされたように地面に座り込んだ孫に、老婆は笑う。


「爺様は、強い」


訝いぶかしげな視線に、ふふふ、ともう一度笑った。


何せ「一目惚れしたから結婚してくれ」と、若い頃の夫は一人で渓谷にある戦奴隷の里までやって来たのだ。真っ赤な顔をして少し萎しおれた花束を差し出す姿を、彼女は今でもはっきりと覚えている。


だが当時、老婆に恋慕していた一族の男がいた。老婆は特に気もなかったが、そうであっても易々やすやすと身を引くことなどできないと、一族の男は正々堂々と一人の唯人に決闘を申し入れた。実力差など考えるまでもなく、だが両者とも男の勝負だと真剣に。準備をさせてくれとその日は帰った夫は後日、荒事になど接したこともない癖に強い目をして、なんと足を震わせながら平凡な片手剣を構えて一族の男に向き合ったのだ。


その勇気こそ、戦奴隷が尊たっとぶもの。だからこそ強いのだと、ようはノロケであるのだが。


「負けた、けど」


「けど」


「あれ、唯人違う」


何やら言い訳じみたことを呟く孫に、老婆は仕方がないと微笑んでみせる。


「でも、弱いのは確か」


「……」


「あなた、負けた。わたしに、父、母、弟、妹に」


「…………うぅ」


唸うなる孫へ、立ち上がるように促す。


それであっさりと立つのだから、先程まで散々刃を打ち合わせ、ほどほどに食らっていたというのに頑丈なこと。刃を腕で受けて薄皮一枚傷つかない者など、老婆でも今の族長以外に見たことがない。


「絶対、強くなる」


だからこそ、彼女は身内贔屓びいきなしに断言する。


「あなたは、強くなる。だから、大丈夫」


「大丈夫？」


「戻れる」


跳ねるように顔を上げた孫へ、老婆は目尻の皺を深めてみせた。


「わたし、父、母、妹、弟。全部、勝ちなさい」


「？」


「勝ったら、戻って良い。父と、母、わたしが説得する」


鈍色にびいろの瞳を輝かせる孫に、同じ瞳の色を持つ彼女は微笑ましげに目元を緩めた。


しかし勝負に手心を加える気はない。錆さびついた刃やいばがようやく輝きを取り戻しつつある彼を、鈍なまくらに鍛きたえ上げるつもりなど更々なかった。それは戦などには関係がなく。自らの刃を磨き上げること、それこそが戦奴隷と呼ばれる彼らの本能なのだから。


「だから、決めなければいけない」


老婆は荒野の向こうを指さした。


渓谷から荒野へと転がるように出てきた、残る二人の孫が遠くでじゃれあっている。クァトとは少し年の離れた幼い兄妹だ。兄は分厚い刃を編みこんで亀の甲羅こうらのように背負い、妹は燕つばめの翼のように薄い刃を幾枚も広げている。そのまま遊ぶようにそれらを打ち合わせていた。


「敬意を表した獣の御力おちからを、借りる。わたし達、強くなるために」


どの獣の力を借りるか、どんな形で借りるか、それは本人が一人で考えなければならない。


よって同じ種を選ぼうと同じ形にはならず、戦い方もまた異なる。翼の刃を鈍色の甲羅で弾き、手の甲から伸びた爪を軽やかに躱かわし、駆け回る二人の姿をじっと見つめる孫の姿に老婆は穏やかに問いかけた。


「あなたは、何がいい？」


そして彼は、クァトは──……。






およそ一時間ほど釣りを楽しんだリゼルたちの戦果は上々だ。


「釣った魚って持ち帰れるんですよね」


「迷宮だしな」


「この島で釣ればオッケーみたいなのありそう」


餌は、近場の岩陰で休む魚をイレヴンが槍やりで突いて手に入れたもの。それを捌いて餌にして、一つの竿を三人で順番に使い、それぞれが釣り上げた魚は多種多様。美味いと噂される魚だったり、大きくて食べ甲斐がいのある魚だったり、食べれば舌が痺しびれる程度の毒を持つ魚だったりする。迷宮の空気の読み方が留まるところを知らない。


「何だか、前にもこの魚を釣った気が」


「気のせい気のせい」


「おい、あそこ」


魚の区別がつかないリゼルが自ら釣った魚を見下ろすのを、ジルがさりげなく遠くの魔物を指さすことで意識を逸らす。ふよふよと浮いている水エレメントが、通りがかりの魚の魔物の群れに怒濤どとうの勢いで貫かれていた。身に纏う魔力が飛び散っている。


「敵対行動でしょうか」


「たまたま通り道なだけじゃねぇの」


「ああ、成程」


その間にイレヴンが網籠あみかごから箱へ、水ごと釣った魚を移し替える。


箱はしっかり密閉できて、鍵がかけられるもの。でないと空間魔法から取り出した時に悲惨なことになる。魚が生きたままでいられるか、迷宮から出た途端に消えてしまうかは分からないが。


「はーい準備オッケー」


「あ、有難ありがとうございます」


「行くか」


そして三人は後ろを振り返り、はたと動きを止めた。どうやって戻れば良いのか分からない。珊瑚を背負った乳白色の巨大魚の姿も何処にもない。


「……泳ぐしかねぇな」


「げッ、ムリ」


「無理っつっても仕方ねぇだろ」


「水が冷たいです」


リゼルたちは暫しばらく待ってみたがどうにもならず、この島も動かないだろうかと試したが当然動かず、冷たい冷たいと言いながら対岸へと泳ぐ羽目になった。


ちなみに依頼を完遂した数日後、選ばれし者であった依頼人から偶然話を聞いたところ。


美しい釣り竿を抜いた途端、後ろから現れた神々しい巨大魚が優しく島を押してくれたという。しかも釣り場の浮島まで案内してくれただけでなく、帰りも不思議と良いタイミングで姿を現して元の場所まで送ってくれたそうだ。つまりリゼルたちは巨大魚にめちゃくちゃ恨まれたから迎えに来てもらえなかった。


リゼルたちは「それならば仕方ない」と、巨大魚を恨むことは終ついぞなかったという。






ある日の〝無限の浮島〟にて、アインたちの場合。


「お、水蜘蛛」


「スルーすっか」


「……俺さ、最近気付いたんだけど」


「何だよ」


「アイツらひっくり返すと沈むんじゃね？」


「天才か」


「おっし」


彼らは意気揚々と引っくり返してみたが。


「ギャッハハハハッ、すっげぇ跳ねてる！」


「跳ねすぎだろ！」


「水すっげぇ飛んでくんじゃんギャハハハッッハブ!?」


「ハッハハハ！　アイン吹っ飛ばされてやんの！」


「水没ぅーヘイ水没ぅー！　すッグフッ」


「お前も水没してんじゃねぇかギャハハハッ……あ、戻った」


「やっべやっべ、早くアインたち拾って先……ちょ待って、羽」


「は、あいつ飛ッ」


「ぎゃぁぁぁ！　飛んだ！　飛んだ!!」


「ちょ、こっち来、あーーーーッ」


全員水没した。







153．


早朝、ジルは一人で冒険者ギルドへと向かっていた。


受けたい時には一人で依頼を受けることに定評のあるリゼル達だが、今日もその例に漏れない。それぞれが三人揃わずとも受けたい時に受ける。今日はそれがジルだったというだけだ。リゼルは宿で熟睡中。イレヴンは不明。そんななか、何となく討伐とうばつ依頼を受ける気分だったジルは慣れたようにギルドの扉を潜った。


「お」


目が合った冒険者に、嫌な予感がしなかったといえば嘘になる。


穂先をカバーで覆った槍、それに凭もたれるように立っている男。連れのメンバーは三人、更に依頼人らしき人物が一人。ギルドの真ん中で何やら話し合っていたらしい。けれどジルは確かにかち合った視線を当たり前のように逸らし、ごく自然に依頼ボードへと歩んだ。


特に気に掛ける必要もないだろうと、いつものことだと流したはずだった。


「そう邪険じゃけんにするなよ」


けれど、相手はそうではなかったようで。


ジルは眉間の皺を深くしながらも、後ろから笑い声と共に近付いてくる靴音に気付かない振りを通す。整然と貼り出された依頼用紙を眺め、リゼルがいない時で良かったのか悪かったのかと内心で溜息をつく。そんなジルの明確な拒否を気にすることなく、その男は隣に並び立った。


「よう、ちょいと頼まれてほしいんだがな」


気安く声をかけられる。ジルは気安さ自体は特に気にならない。だが何かを企むような、人好きのする笑みで話しかけてきた相手の思惑は分からず、何も言わないまま一瞥いちべつを返す。


以前、リゼルに喧嘩けんかを売って快勝していた冒険者だった。いや、流れだけみれば接戦だったかもしれないが、リゼルが割と本気だったのに対して目の前の相手にはそれなりに余裕があったはずだ。そんな男が手を貸せなどと、受ける気もないが厄介事としか思えない。


ジルは不愉快を示すように眉を寄せ、窺うかがうように視線を寄こす男から視線を外す。


「他当たれ」


「なぁ、そう言うなって」


ちょっと、と男のパーティメンバーから窘たしなめるような声が上がる。男はそれに対してひらりと手を振り返し、珍しい光景に気付いた周囲の冒険者が成り行きを見守る前で、慣れた仕草で肩を竦すくめてみせた。


「俺らのお得意さんなんだが、まぁこれが変な商人でね。無償で子供らに菓子を配り歩いて、それが楽しくて仕方ないって言うような根っからの善人なんだ」


依頼人である商人が困ったように視線を泳がせるも、男は気にせず言葉を続ける。


「だが、痛恨のミスをやらかした！　良い子で留守番してる自分の娘の誕生日が、いつのまにか三日後に迫ってるらしいじゃないか。村までは最短で片道三日、ただしそれには〝亡霊の森〟を突っ切る必要がある」


あーあ、という視線が周囲の冒険者から商人へと注がれる。


〝亡霊の森〟は王都では誰しもが知る森だった。迷宮ではなく、ただの森。ただしゴースト系の魔物がわんさかと棲すみついている。


本来、迷宮にしか現れないはずのゴーストが何故その森に棲みついたのか。理由は分かっていないが、その森の真ん中には一つの迷宮がある。その迷宮がいかにもな洋館であり、中も当然のようにゴースト系の魔物の宝庫であることから、学者たちには過去の大侵攻の名残と言われたり、冒険者たちには寂しがりな迷宮のチラ見せなんじゃないかと噂されていた。


「俺たちの得意はガードでね。まぁ、お陰で護衛依頼にゃ困らないが、時間制限が付いちゃあ攻撃力に欠ける」


男は肩に立てかけた槍を指先でノックしながら、にやりと笑った。


「最愛の女を泣かせて、善人が極悪人に早変わりとなっちゃあ目覚めが悪ぃだろ？」


それが自分に何の関係がある、と普段のジルならば言うだろう。


だが、互いに王都で数年顔を合わせている相手。親しくはないが、必要ならば最低限の言葉も交わしてきた。その程度の交流しかないとはいえ、ここまで食い下がってくるのならば相手にも何かしらの勝算があるのだろうという予想もつく。


「他にもこなせる奴はいんだろ」


「まぁ、そう言うなって」


だが嫌なものは嫌なジルが、そう告げて話を終わろうとした時だ。


男の手が肩に伸ばされた。肩を組もうとしたのだろうそれをジルは避ける。スカした手をぶらぶらと振りながら肩を竦めた男の顔に浮かんでいるのは、それでも変わらぬ不敵な笑みだった。


「そういやぁ、貴族さんの機嫌は直ったか？」


潜められた囁ささやきに、ジルはぴくりと片眉を上げた。


思い浮かべるのは、とある迷宮で魔物の毒を吸った時のこと。ああいう時に限って迷宮は記憶を消してくれない。だから有り得ない感情を抱いて見下ろした先にある、あの時のリゼルの顔はよく覚えている。


微かに揺れる瞳が、すぐに平静を保とうとするのを見るのは初めてではないが。


「可哀想に、随分と落ち込んでてなぁ。たまたま会ったもんだから慰めたんだが」


「…………」


「なーに、落ち込むこたぁない。あんなもん初見で避けられるモンじゃねぇし、何なら俺も食らったことがある。そのお陰で、まぁ良い助言をしてやれたんじゃねぇかなぁ」


カラカラと笑う男が、槍に凭れるように体勢を崩した。


ジルは微かに顔を顰め、笑みに細められた男の目を見て一つ舌を打つ。


「借りは早めにチャラにしといたほうが良いと、おいちゃん思うけどね」


もしこれを言われたのがイレヴンだったなら。それは地雷となり、目の前の男は血だまりに沈んでいただろう。リゼルの名を安易に取引材料にしてくれるなと、激昂げっこうするイレヴンによってギルドは阿鼻叫喚あびきょうかんの光景へと変貌していたはずだ。


だがジルは違う。呑まざるを得ない。男の言う〝借り〟は、ともすればリゼルにもかかってくる。リゼルが自らのせいで借りを作ったなどという事実を好むはずもなく、それは相手の排除という手段では決して解決しない。唯一の解決策こそ、その〝借り〟をジル自身のものにすること。


つまり、男の要求を呑むことだ。


「でけぇ借りだな」


「貴族さんのご機嫌とあっちゃあ安くはできねぇな」


交渉成立を悟り、男が握った手を自らのパーティメンバーに何度か揺らしてみせる。


してやったり、と浮かべられた男の笑みにジルから二度目の舌打ちが零れる。肝心の交渉内容は聞こえなかった周囲がまさかの事態に騒ぎ立てるなか、ジルは取り出したギルドカードを指で弾いた。


「そう不貞腐れんなよ。ただの長めの遠足だ、仲良くしようぜ」


「そもそも余計な世話なんだよ」


弾かれたカードを摑んだ男を一瞥し、ジルは依頼ボードの前から離れる。


「てめぇらが何かしなくてもあいつは俺を許す」


「おっと、甘やかされてんのはこっちだったか」


とはいえ、恩は感じるものではなく押し付けられるもの。


その隙を与えてしまったのは自分だから仕方ない、とジルは内心で溜息をつきながらギルドの扉へと歩いていく。子供じゃないのだから二日三日姿を消そうと互いに気にしないが、およそ七日。ならば一声かけておくべきだろう。心配はしないだろうが、パーティ揃って依頼を受けようとした時に「あれっ」となってしまう。


「出発は」


「次の鐘、西門だ」


「早はえぇよ」


「クライアントはお急ぎだからな」


男もパーティメンバーには知らせておくべきだと気付いたのだろう。やや後ろから、送り出すように簡潔な声が投げられた。ジルは適当に手を上げて了解を示す。


次の鐘、つまり出発は前の鐘から考えて恐らく三十分後。空間魔法のお陰で荷物に不足はなく、準備に時間がとられることもないので間に合うだろう。迷宮内でいつでも野営ができるように最低限の用意はしている。軽い食料、毛布、火種、瓶びん入りの水も今日は幾つか。


リゼルがいればパッと出てくる火も水も、そうでなければ金を払って用意しなければならない。それを不便に思う程度には一緒にいるのだろうと、何となく考えながら早朝の人通りの少ない道を歩き始めた。






宿に辿り着いたジルは、無人の廊下を抜けて階段を上る。


女将おかみは亭主と共に朝食作りに勤いそしんでいるのだろう。リゼルを待たなくて良い時は、普段より早く出るために宿で朝食をとらない。馬車の待ち時間だったり迷宮内だったりと、その時の流れで食べることが多い。


辿り着いたリゼルの部屋の扉を、どうせ起きてやしないと無断で開いた。案の定、リゼルは毛布に包まってぐっすり寝ている。どうすれば早起きできるのか、早く寝ても早く起きられるとは限らないし、とそんなことを真剣に尋ねられたくらいにはリゼルは寝起きが悪かった。


「おい」


ベッドに近付いて毛布越しに肩を揺する。いつ見ても横向きに寝ているのは何故なのか。


顔は向こうを向いているが、瞼まぶたが閉じられたままなのは想像に難くない。あまり寝起きの良くないリゼルは、人を選んで更に寝起きが悪くなる。意外と年下には見栄を張りたがるのだ。


「何日か王都離れるぞ」


「んー……」


もぞりとリゼルの顔が毛布に埋まる。煩うるさいと言いたいのだろう。


これは余程寝るのが遅かったようだと、ジルは呆れたように溜息をついた。


「一週間はかかる」


「……はい」


「おい、もう出るからな」


「……はい」


毛布の中でこくりこくりと頷くリゼルの瞼は相変わらず閉じている。


「後で聞いてねぇって言うなよ」


「はい、……いってらっしゃい」


ふにゃふにゃと定まらない声ながら一応会話は成立した。


ならば良いかとジルはリゼルの肩から手を離し、毛布に潜り込んだ所為であらぬ方向に一房跳ねている髪をぺしりとはたく。そして部屋を出た。出発時刻まで後どれくらいかは知らないが、寄り道した訳でもないのだし遅れても文句は言われないだろうと、そんなことを考えながら。






馬車は商人が普段使用している幌ほろ馬車で、時別大きなものではなかった。


スピードを重視しているためか積み荷は少なく、空いている床のスペースに冒険者たちは各々腰を下ろしている。膝をつき合わせる狭さ、跳ねる車体の振動で腰に直撃する痛み、つまりは通例どおりの護衛依頼。極々ありきたりな馬車の護衛風景だった。


「（贅沢に慣れてんな）」


ジルは壁に凭れて座り、それらの煩わずらわしさを意識の外へ追い出そうと目を閉じる。


ジャッジのリゼルへの尽くし方は言うまでもなく、スタッドやイレヴンすら嫌がるお陰でこういった馬車の護衛依頼を受けないのは勿論。レイやシャドウに至っては所有する馬車を迎えに寄越し、唯一これに近いだろう冒険者ギルドの馬車ではリゼル自らクッションを持参する始末。常々ズレているなと思っていたが、どうやらジル自身も随分とそれに慣れてしまっていたのだろう。当たり前だったはずの馬車旅に、少なからずうんざりとしてしまう。


「どうだ、貴族さんは快く送り出してくれたか？」


ふと槍遣いの男から声がかかり、ジルは伏せていた目を開いた。


正面に座る男の持つ槍は、幌を破ってしまわないようにだろう。ジル側と反対側とを分けるように馬車の中央に寝かされている。


「寝てた」


「そりゃ依頼受けねぇ日は寝てるよなぁ」


納得顔で笑う男の言い分が、冒険者としては一般的なのだろう。早くギルドに行かないと良い依頼がなくなる、目的地によっては明るい内に帰ってこられなくなる、そんな理由で冒険者の朝は早い。その分、依頼を受けない日は昼まで惰眠だみんを貪っている。


だがジルには同意できなかった。よほど遅くに寝なければ、ほぼ変わらない時間に目が覚める。リゼルには何故だと不思議そうにされるが、習慣というのはそういうものだろう。


「にしても意外だよなぁ」


槍使いの隣、片手剣と盾を隣に放り出している一番若い男も口を開いた。彼は尻の痛みに耐えかねたのか、荷物を腰と壁の間に挟みながら言葉を続ける。


「その割に朝のギルドでは貴族さん、何つうか……ピシッとしてんのに。何つうの、恰好キメてる訳じゃねぇけどスッとしてる感じ」


「まぁ眠たそうには見えないね」


ジルの隣に座る弓使いの女も、勇ましく胡坐あぐらをかいて頷く。


彼女は向かいに座る片手剣使いから荷物を奪って自らの尻に敷いた。そこにレディファーストの意識など欠片かけらもない。〝権利は貢献こうけんしてから主張しろ〟という徹底した冒険者的上下関係のみだった。だがそれで素直に引き下がる者など冒険者にはいない。


「でっけぇ尻してんだからいらねぇだろ！」


「その貧相な尻を少しは鍛えな」


「ひ、貧相じゃねぇし……っ」


尻を隠して謎のショックを受けている片手剣使いを、弓使いが鼻で笑う。


最速で目的地まで向かう馬車は、それだけ振動も激しい。普段から護衛依頼に慣れている者でも辛いものがあるのだろう。尻が痛くていざという時に動けないのでは話にならない。


だからだろうか。残る一人の魔法使いの男など、最初から腰を落ち着けることを諦めて不良座りに徹している。


「にしても、一刀いっとうが同行してるなんて凄い光景だね」


その表情が和やかなものだから、傍から見ていると違和感が強い。


「ごめんね、うちのリーダーが卑怯ひきょうな手ぇ使ったみたいだ」


「人聞きが悪ぃなぁ」


一番奥、御者ぎょしゃの真後ろにしゃがんでいる魔法使いがにこにことジルを見ていた。


槍、片手剣、弓、魔法使いとなかなかにバランスのとれたパーティだ。それを狙って揃えたパーティなのか、気の合う者たちで偶然そうなったのか。ジルも大して興味はないので尋ねはしないが。


「おいちゃんの些細ささいな親切心だろ。なぁ一刀」


「言って良いよ。余計な世話だって」


「お前さんはそれだから」


どうやら魔法使いには歓迎されていないようだと、ジルはそちらを一瞥すらせず思う。


魔法を主力とするほどの実力者はパーティの主砲だ。パーティがガードを得意と言うのも、普段から彼を守りながらの戦闘に慣れているからだろう。一発が出れば決まる、それが冒険者の中での魔法使いの立ち位置だった。


「悪いね、アンタには煩いだろ」


槍使いと魔法使いの慣れたような言い合いを聞き流していれば、隣から声がかかる。仕方なさそうに眉を寄せた弓使いが、その瞳に気遣いを滲ませてこちらを見ていた。


ジルも相手に興味を抱くことがないだけで、他の冒険者との交流を敢えて拒絶している訳でもない。面倒事でない限り、話しかけられれば一言二言は普通に返していた。


「うちにも煩ぇのがいる」


「ああ、あの獣人じゅうじん」


納得したように視線を流した弓使いが、つっと視線をジルへと戻した。


「ありゃ、大丈夫なのかい」


「……」


「貴族さんに懐なついちゃいるようだけど」


潜められた声は意味をなさず、馬車中の視線が集まる。


ジルは表情を変えないまま、内心でため息をついた。表面上は愛想の良いイレヴンを見て、その深淵に気付く者は少ない。だが本人が然さして隠す気がないのもあって、実力のある冒険者の中には何かを感じ取っている者もいるようだ。盗賊云々うんぬんではなく、裏の世界に浸かりきった者特有の雰囲気とでも言えば良いか。思わず警戒心を抱かずにはいられない何か。


普段の行いから「こいつやべぇな」と思われることが多々あるイレヴンだが、彼女が気にしているのは正しく深淵のほうなのだろう。だからこその問いかけだ。


「さぁな。あいつに飼い慣らす気がねぇ」


ジルは素っ気なく答えた。


やろうと思えばできる癖に、リゼルは決してそうしない。イレヴンの本質を変える気など更々ない。善人にする気など欠片もなければ、別に悪を必要としている訳でもない。だからこそイレヴンも共にいるのだろうし、それに納得できるジルもまた同じ穴の貉むじななのだろう。


「ま、冒険者にとっちゃ珍しい人種でもないわな」


槍使いがあっさりと告げる。


ジルにしてみても自身やリゼルに実害がなければ、イレヴンが何をしようとどうでも良い。とはいえ目の前の槍使いらの反応を見る限り、それなりに上手くやっているのだろう。


「程度が違うって話じゃないかい」


「なんだ、いつからそんな心配性になった？」


「貴族さんを見てると、どうもね」


「あー、分からないでもねぇなぁ」


「むしろ珍しさじゃトップだよね、彼」


めっきり冒険者らしくなったと思い込んでいるリゼルには聞かせられないなと、ジルは努力が実を結ばない相手に微かな同情を抱く。あれで地味にショックを受けるのだ。


「お、めっずらし」


途端、片手剣使いが魔法使いに突っ込んだ。


「お前、貴族さんのこと嫌いじゃねぇの？　一刀嫌いだろ」


槍使いが隣から片手剣使いの脇腹を肘ひじで抉った。


追撃するように弓使いが正面から膝を引ひっ叩ぱたき、魔法使いはというと笑みを深くする。


ジルは不特定多数に好かれようなどと考えたこともない。気が合わない人間に好かれて得もない。自らの落ち度を開き直るような真似もしないが、そもそも落ち度を見せるまで他者に関わろうとしない。ある意味、究極の自己中であり、だからこそ全く気にしてはいなかった。


「ごめんね、君が嫌いなんじゃないんだ」


「別に」


気にならないからこそ、それが原因で相手の評価を変えることもない。よって護衛の連携に支障を出すつもりもなく、そんなジルを察して槍使いらは肩の力を抜いた。合同依頼での冒険者同士の不和というのは非常に厄介なものだ。


そんな仲間たちに、笑顔の魔法使いは申し訳なさそうに眉を下げた。ちなみに片手剣使いは脇腹を押さえて撃沈しているが、誰も気に掛けようとはしない。


「ただ、才能のある人間が全員嫌いなだけだから」


流石のジルもそれはそれでどうなのかと思った。


「アンタはいい加減それ治しな」


「治らないね。何年経っても治らなくて困るよ」


「それ、お前さんの基準なんだろ。いきなり嫌われる奴のこと考えてやれよ」


「僕も嫌いたくて嫌ってる訳じゃないんだよね」


魔法使いが、言葉どおり本心から困ったように告げる。


いくら人柄がよくても、いくら話が合っても、嫌いなものは嫌いなのだという。嫌いなだけで〝話したくない〟や〝近寄りたくない〟とは思わないらしい。奇妙なことに「仲良いよ、嫌いだけど」と矛盾したことを平気で言ってしまえるタイプ。言われた相手はショックにも程があるだろう。


「貴族さんはね、才能あるなと思ったことないから」


「へぇ」


意外そうな槍使いの声と共に、ジルも視線を向けた。


「魔力量も多分、僕のが多いからね。貴族さんも勿論多いけど。魔力の使い方も普通に理解はできる。理解できるだけで、すっごく手間かかるから真似しようとは思えないけど」


リゼルが度々魔法使いから抱かれる評価だ。


ジルには魔法についてのアレコレなど全く分からないが、恐らく自分が「こいつ頭おかしいな」と思うのと似たようなものだろうと結論づけている。悪口ではない。褒め言葉でもないが。


「魔法を、自分の得意分野に落とし込んでるって言えば伝わるかな」


「それは才能じゃないのかい」


「いいや。工夫って大事だよね」


これこそが本人にしか分からない基準。


ジルは早々に理解を放棄して聞き流しているし、他のメンバーもいつものことだとばかりに適当な相槌あいづちを返していた。結局のところ、好き嫌いが原因で依頼の遂行に支障が出なければそれで良い。むしろ魔法使いにはマイペースが多い分、彼の突拍子のない発言にも納得できるところがある。戦闘中だろうが集中を保つ必要のある魔法使いは、周囲がどうなろうが気にしない者ほど適性があるのだ。


「前方、遠くに魔物の影が見えたけど止まらんぞ！」


「おー、飛ばせ飛ばせ」


ふいに御者席から報告が上がるが、本人に止まる気はなく一応報告したというだけ。


商人として国を行き来し、護衛依頼にも慣れた依頼人だ。多少の無理は通しても、本当に厳しい状況は把握している。槍使いがコンコンと壁をノックしながら形だけの許可を出した。


「何がいたって？」


「あー……アレか？　人狼じんろうっぽいの」


「まだ昼だよ」


「じゃあ違うわ」


「適当言うなよなぁ」


最も後部側に座っている片手剣使いが、幌の隙間から外を覗き込んでいる。平和な道中で何よりだ。このままさっさと終われば良いがと、ジルはそんなことを思いながら再び目を閉じた。






限界まで飛ばしながらの馬車旅二日目は、やや早めの野営で落ち着いた。


遠くに見える鬱蒼うっそうとした森、〝亡霊の森〟への突入を明日に持ち越すためだ。迂回うかいしようにも時間がかかる。森を抜け切るまで休憩も挟めない。今から突入しても抜ける頃には深夜を過ぎるし、そもそも夜に〝亡霊の森〟に入るなど命知らずと言われても仕方がない。


大きなタイムロスでもないのだから、早めに休んで早朝に挑んだほうがリスクも小さい。


「尻痛いてぇー……」


「一刀は？」


「狩りだよ」


「あいつは本当に肉しか食わねぇなぁ」


商人である依頼人が馬車に載せたのは、最愛の娘へのプレゼントと必要な物資のみ。その中には冒険者たちの食料も含まれているが、肉といえば当然のごとく干し肉のみ。後は栄養だけは高い木の実一つで腹を膨ふくらませなければならない。


それが嫌なのか、昨晩もジルは一人で何処かに狩りに出て、獲物を引きずって帰ってきた。


「マイペースだよね」


「あそこのパーティどうやって成立してんだろ。全員マイペース」


「貴族さんに付き合える一刀も凄いけど、一刀に付き合える貴族さんも凄いね」


「獣人も大概だしなぁ。そこは貴族さんがちゃんとリーダーやれてんだろうよ」


四人は雑談を交わしながら、手を止めずに野営の準備を進めていく。


槍使いは肩と腰にダメージを食らってフラフラな依頼人に毛布を渡し、火を起こした焚たき木ぎの前へと座らせてやった。地面の上なので尻の痛みは継続するが、追い打ちが来ないだけマシだろう。依頼人は沸かしたコーヒーを手にほっと息を吐いている。


「つか俺、内心冷やッ冷やなんだけど」


そんな様子に笑いながら、片手剣使いが腰を伸ばしつつ告げる。


「分かるよ。私も、嫌とかじゃないけどね。どうしても気を張るね」


「あの一刀だしね」


「貴族さんと会ってねぇ頃の奴なら、誘えやしないだろうな」


冒険者最強と噂され、孤高であった存在と依頼を同じくする。少し前ならばあり得ない状況だ。もし他の冒険者にそう聞いたとしても、笑い飛ばして少しも信じやしなかっただろう。


実際、槍使いも要求を呑ませた直後には冷や汗交じりで肩の力を抜いている。その時の笑みが引き攣っていた自覚もある。依頼人のためとはいえ、無茶をするものだとパーティメンバー全員が唖然あぜんとしたものだ。


「まぁ、無茶苦茶する奴よか断然良いだろ」


「そりゃ勿論」


他所よそのパーティと合同依頼を受けると、それなりにトラブルが起きるというもので。他人に指図されることを嫌い、依頼料を多く得るために出し抜こうとする輩も多く、それが依頼を達成するにあたっての致命的なミスに繋がることも少なくない。


しかしジルは、その点において実にやりやすい相手だった。密かな緊張感は凄いが。


「その一刀の真価を拝めてないのが、ちと惜しいな」


旅程は順調だ。依頼人の気迫が伝わったかのように、今まで一度も魔物に遭遇していない。


「明日には嫌でも目にするよ。僕も少し楽しみだ」


「嫌いなのにかい？」


「嫌いだけど」


弓使いが焚き木に三脚を立て、その上に口が広くて底の浅い鍋を置く。魔法使いが水を注いで湯を沸かす間に、本日の料理当番である片手剣使いが雑に芋いもの皮を剥むいていく。護衛依頼での食事は状況によって様々だが、この依頼人とはいつもこうだった。


食材を依頼人が用意し、それを使って冒険者が作る。そして槍使いのパーティでは食事当番は持ち回り。今回は片手剣使いで、彼は夢想するように沈みつつある夕日を眺めた。


「一刀、何の肉とって来んだろ……」


「さて、今日もおこぼれが貰もらえると良いけどね」


「昨日の獲物はでかかったからなぁ」


昨晩、巨大猪いのししの魔物を見事狩ってきたジルにより、贅沢な夕食を得られた身としては期待せずにいられないのだろう。冷や冷やしっぱなしだと言う癖に、楽しみに待っているらしい片手剣使いは図太いのか何なのか。槍使いは馬に水を飲ませてやりながらも笑う。


「とはいえ、ここらじゃ大物はなかなか見ないしな。期待はしすぎるなよ」


「げっ」


しかし予想に反して、ジルの狩ってきた獲物はなかなかの大物で。必要なら持っていけと渡されたそれを、片手剣使いは大喜びで受け取っていた。なんとも現金なことだ。






その頃のリゼルは、ジルの部屋の扉をノックして返事がないのを確認していた。


明日は依頼を受けないかと誘いに来たのだが、不在ならば仕方がない。普段から寝ること以外であまり部屋に長居しないジルだ。リゼルは特に気にすることなく己の部屋へと戻る。


彼は、昨日の朝に交わした会話など一切覚えていなかった。






護衛依頼三日目、勝負の朝だ。


依頼人は今日中に村に辿り着かねばならない。今日を一秒でも過ぎてしまえば意味がない。そのために今まで馬車を飛ばし続けたのだ。最愛の娘のため、手綱を持つ手にも力が籠もる。


そんな彼を尻目に、冒険者たちは至って平静であった。自らの得物を握り、森に入ってからの工程を打ち合わせ、そして尻も腰も完全に回復していることを確認する。切実だ。


「よし、じゃあ行くか旦那」


「お、おう」


「何があっても止まんなよぉ」


幌馬車は幌を全て畳たたみ、荷台を剝き出しにしている。


今日中に到着するのだから物資などもはや必要ない。少なくなったそれらは荷台の隅に縛り付けられ、娘へのプレゼントだけは依頼人が自らのリュックに詰め込んだ。槍使いの声を合図に、馬車がゆっくりと走り出す。


「一刀は森には？」


「ねぇ」


「俺らは二回目だ」


全員、座りながらも前方を見据えている。朝日に照らされた森だが、近付くにつれ鬱蒼と暗いのに気付く。近付く者がいないのも道理だろう、いかにも死霊の蔓延はびこる不気味な森だった。


「どっからでも攻撃が来るってことだけ肝に銘じとけよ。ま、余計なアドバイスだろうが一応な」


「ああ」


ジルの短い返答に不快の色は滲んでいない。槍使いは片頬を吊り上げ、肩に立てかけた槍を握り締めた。馬車はどんどんと速度を上げている。車体の振動も徐々に激しくなり、ともすれば大立ち回りで振り落とされてしまいそうだった。


「これ落ちたら拾ってもらえんの？」


「追いかけておいで」


「マジ？」


片手剣使いが、小石を弾き飛ばす車輪を見下ろしながらポツリと零す。


その言葉も、笑顔の魔法使いによって無慈悲に切り捨てられた。


「よーし、気合入れろよ！」


槍使いの喝かつに、仲間たちは異口同音に了承を叫んだ。


暗い森は、まるで一行を呑み込まんとするかのようにぽかりと口を開けている。道があるのだ。誰かが切り開いたのか、自然とそうなったのか。分からないままに馬は飛び込んだ。


鬱蒼と茂る木々に目を奪われる暇もなく、目に見えない冷たい霧が頬を撫なでる感覚。それを一行が抱いた、次の瞬間だった。突如目の前に現れた鎌の一閃いっせんを、ジルは大剣を抜いた勢いのままに受け止めた。


「ひえっ」


「おら、止まんな止まんな！」


金属同士がぶつかる音に、思わず肩を竦めた依頼人の背を槍使いが強く叩く。


その時には既に、ジルの大剣は振り抜かれていた。何もないはずの空間を鎌ごと両断したかと思えば、甲高い悲鳴と共に姿を現した亡霊が溶けるように消えていく。


「すっげ、一撃」


「ゴーストが即死とか意味わからないよね」


片手剣遣いと魔法使いが、口笛を吹かんばかりに告げる。


その隣で弓使いは矢を番つがえた。木々は不気味に騒ざわめき、絡まり合うような枝の隙間から無数の視線を感じる異空間。凄まじい勢いで過ぎ去る光景に、何処からか響く笑い声も遠ざかっていく。彼女が警戒するのはその声が反響している後方だ。


馬車を飛ばさなければならない現状、前方の道を切り開くことこそ重要であるが、それが後ろを蔑ないがしろにして良い理由にはならない。それが、神出鬼没のゴーストが相手なら尚のこと。


「この矢、高いんだけどね……ッ」


馬車の真下から身を乗り出した亡霊を、彼女は縁に足をかけて超至近距離から射抜いた。


顔のど真ん中に風穴を開けられた亡霊はそれを意に介さず、臆さぬ弓使いへと半透明に透き通った手を伸ばす。しかし彼女に触れる寸前、その生気のない顔が弾けるように霧散した。


「ほら、ぼさっとしてんじゃないよ！」


「いや、つっても一刀がさ」


前方で馬を狙って振り下ろされる鎌を、短剣を投げつけて砕くジルの姿を片手剣使いが眺める。その視線は非常に物言いたげだった。人間業ではない、というのは後の彼の談。


「こりゃあ貴族さんも大変だ」


「あ？」


武器を砕かれ、木々の隙間を風が通り抜けるような笑い声と共に姿を現した亡霊を、すり抜け様に目で追いながらも槍使いが笑う。


「一人で充分って奴とパーティ組んでんだからな」


「気にしてねぇよ」


それは、互いに。ジルはそう確信している。


パーティを組んでから、戦闘でジルが手を抜いたことなど一度もない。リゼルの存在を不要だと思ったこともない。自然と今の形に落ち着いて、自然と好き勝手に振る舞えている。


勝つために必要な存在というよりは、いれば楽な存在というべきか。ジルやイレヴンの趣味嗜好を全て考慮したうえで、効率的に戦闘を済ませようとするのがリゼルだ。劇的な変化はないが、一人の時に手間だと感じていた部分がカバーされる。むしろリゼルのカバーによって手間を手間だと気付くこともある。


つまりは、非常にストレスフリーな冒険者生活を送れているということ。


「俺も、俺のパーティも、貴族さんより強いって自負はあんだがなぁ」


「俺には必要ねぇ」


「だろうよ」


槍使いは笑い、馬車を追うように伸びたトレントの枝を叩き斬ったジルに口笛を吹いた。


「順調だな……っ」


「ははっ、予想以上にな！」


舌を噛みそうな振動にも、依頼人は声に喜色を滲ませる。


その時だ。ふとジルは後方を見やり、何処からか射られた鉄の矢を摑んで止めた。矢尻も錆びついた、朽くち果はてる寸前の矢だった。それを目撃した片手剣使いが二度見してくるのも気にせず、グローブについた赤錆を一瞥して眉を寄せる。


「何か来る？」


魔法使いの問いかけに何も答えず、ジルは握り締めた矢を振り被った。


そのまま投擲とうてき。過ぎ去る風景、木々の生えぬ道。真まっ直すぐに放たれた鉄の矢は、後方から馬の嘶いななきと共に現れた首なし騎士の胸へと突き刺さる。槍使いのパーティから、危機感を孕はらんだ声が次々と上がった。


「デュラハン！」


「こりゃまいった、深層級出んのか」


「しかも二体だね」


矢に貫かれ、割れた鎧よろいから青い炎を漏らしながらも首なし騎士は馬を駆る。武装した馬の瞳は暗く、呼吸を知らぬかのように蹄ひづめの音しか聞こえない。馬上の騎士が剣を振り上げ、馬車を猛追する姿はまさしく脅威の具現であった。


「並ばれんなよぉ」


「分かってるよ！」


槍使いに弓使いが応え、矢を番える。魔法使いも無言の詠唱に入っている。片手剣使いは荷物から足止め用の魔石を取り出した。強敵を相手に足を竦ませることなく、士気を上げてみせることこそ冒険者の性さがなのだろう。


二体の首なし騎士が道の両端に分かれながらも肉薄する。


「一刀、ッ右の一体任せ」


直後に槍を構えた男が見たのは、首を刎はねとばされた二体の馬の姿。


トト、トト、と速度を緩めた蹄の音が離れていく。首なし騎士は剣を下ろし、存在しないはずの眼でじっと此方を見つめていた。その姿がどんどんと遠ざかっていく。


「……こりゃあ、依頼料の相談が必要だな」


「五割で良い」


「そりゃあ有難い」


槍使いは苦笑を零し、いまだ剣を離さずに視線を森の奥に向けているジルを眺めた。


「どうした、まだ何かいるか？」


「……殺気はねぇな」


だから、何故に神出鬼没なゴーストの気配が分かるのかと。


そう全員が、心の中で突っ込んだ時だった。ただでさえ激しく揺れている馬車に、真横から軽い衝撃があった。一瞬横に揺れた車体に、体勢を崩さないよう踏ん張りながら警戒していれば、ふいに馬車の隣に薄っすらと白い影が浮かび上がる。


「なッ」


最も近くに立っていた片手剣使いが剣を振るうも、剣先は何も捉えず空を斬った。


「は？　ちょ、げ」


バランスを崩した片手剣使いが、そのまま馬車の外に転がり落ちそうになる。ギリギリのところで懸命に耐えている彼の向こう、煙のように揺れていた白い影ははっきりとその姿を形取かたちどった。


それは四頭立てのチャリオット。けれど戦士が立つべき漆黒の車体には、美しいヴェールを纏った花嫁がレースを揺らしながらも立っている。つ、とジルたちを見た彼女は、まるでビスクドールのような可憐かれんで美しい相貌をしていた。その肌色に生気はない。


『　ご　め　ん　あ　そ　ば　せ　』


葉擦はずれにも似た、幾重にも重なったような囁き声。


くすくすと、笑みを零した彼女のチャリオットが馬車を追い越していく。そして道の先、道の真ん中へ滑るように移動したかと思えば、霧が薄れるように姿を消した。







    
  
  




「……成程なぁ」


呆然とそれを見送った槍使いが、うなじを搔きながら口を開く。


「案外、この道はあの美人さんの為にあるのかもな」


「ていうか魔物って話さないよね」


「じゃあ魔物じゃないんだろうさ」


なら何。知らないよ。良いじゃねぇか何でも。


そんな話で盛り上がる背後でジルは、信頼するパーティから存在を忘れられた片手剣使いを眺めていた。頑張って堪えているようだが、もはや踏ん張りきれずに片足が浮いている。


「おい、これ無理無理む……ぎゃーっ」


落ちた。


その後、彼は当初の予定どおりに走って馬車を追いかけ、根性で追いついていた。






一行は無事に森を抜けることができた。


昼でも薄暗い森にいた所為で日の光が眩しい。だが全員、馬車を止めてまで幌を付け直すのも面倒臭く、風通しが良いまま荷車で村へと向かった。日差しがあるお陰で体が冷えるということもなく、魔物を警戒しながらもゆったりと馬車に揺られて、彼らが村に辿り着いたのは太陽も頂点から傾き始める昼過ぎのこと。


父の帰還こそ、幼い少女には一番のプレゼントだったのだろう。忘れちゃったのかと思った、と不貞腐れる少女は、それでも喜びを隠しきれずに焦る父の脚へと抱き着いていた。


「俺らは村で一泊だ。で、明日王都に戻る」


槍使いは、馬車によりかかりながら剣の手入れをするジルにそう声をかけた。


ちなみに明日の復路に使う馬車も同じ依頼人のもの。慌ただしい、とは思うものの仕方がない。彼は娘の誕生日に間に合わせるため、荷物のほぼ全てを王都に置いてきていた。今まさに顔を出した妻に何やらお叱りを受けているのは、その件についてなのかもしれない。


「宿にはあいつが話を通してくれるらしい。好きに使ってくれ、だとよ」


「一番近い迷宮は分かるか」


「おいおい、今から潜る気か？」


目を見開いた槍使いだが、すぐに大笑いして一方向を指さしてみせる。


あの川沿いを下りながら歩いて十五分。橋のすぐ横にあるから酷く目立つ。それだけ聞いて去っていく黒衣の後ろ姿に、槍使いは大したもんだと感心せずにはいられなかった。


「ああでもないと、Ｓランクってのにはなれないのかね」


年若い片手剣使いはＳランクを目指そうなどと張り切っているが、はてさて。


彼は使い込んだ槍を肩にかけ、自らのパーティの元へと向かうのだった。






その頃のリゼルは、再びジルの部屋をノックしながら首を傾げていた。


「ニィサンまたいねぇの？」


「そうみたいですね」


「ふぅん」


女将も三日四日見ていないというので、入れ違いというより宿に帰っていないのだろう。


泊まり込みで迷宮攻略か、それとも遠くの迷宮に足を延ばしているのか。この辺りでジルが未攻略の、それほど時間のかかる迷宮はあっただろうか。そんなことを話しながら、二人は宿の階段を下りる。ジルの迷宮攻略数が多すぎて、どの迷宮をどれほど攻略しているのか、一緒に潜ったことのない迷宮については全く把握していなかった。


「じゃあ今日は二人で依頼を受けましょうか」


「うぃッス。つうかリーダーなんも聞いてねぇの？」


「聞いてないです」


あっさりと告げたリゼルに、珍しいことがあるものだとイレヴンもあっさり頷いた。
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とある善人を最愛の娘の元へと送り届けた帰り道。馬車旅は再び始まった。


順路は往路と同じ。本来は〝亡霊の森〟を通らず帰る予定だったが、一刀の存在によって「危ない賭けでもないだろう」との意見が、主に尻の痛みが限界を迎えつつある片手剣使いから出たのだ。厳密なる報酬交渉が行われた結果、早く帰れるならそれで良いとジルも頷いた。


「そういやさぁ」


馬車の中、前かがみになって尻を浮かせた片手剣使いがジルを見る。


「貴族さん、剣とか覚えんの？」


「何だそりゃ」


突拍子のない発言に、槍使いが木の実を噛かみ潰つぶしながら片眉を持ち上げた。


木の実は娘の誕生日を無事に祝い、ほくほくとした顔で御者席に座っている依頼主の妻から貰ったもの。曰いわく、夫が無茶を言ったお詫びにとのこと。大変酸っぱいので眠気覚ましに最適だと御者たちに重宝されている。


「あんだけ魔法で戦えりゃいらねぇだろうよ」


「まぁ、普通は魔法使いでも最低限使えるようにはなるはずだけどね？」


「寄られりゃどうしようもないからね」


全く心当たりのないジルが一瞥を返す間にも、槍使いたちの話は盛り上がる。


確かに、大多数の魔法使いが最低限の自衛手段は持つだろう。勿論、魔法以外の手段だ。少しの油断で魔物に迫られでもしたら詠唱などしてはいられない。一撃、二撃さえ凌しのげれば、後は仲間が何とかしてくれる。


「お前さんと獣人がいりゃ、心配はねぇだろうが」


木の実が酸っぱすぎたのか、眉間を揉もみながら槍使いがジルを向く。


「ナイフの一本でも持たせとけよ」


「持ってる」


「お、意外だな」


ジルとて、リゼルまで魔物を通す気は微塵もない。また、リゼルのことなので魔力防壁をいつでも発動できるよう準備しているだろう。そのうえで魔銃をパンパンしているはずだ。


「つっても意味はねぇな」


「なかなか、咄嗟にナイフに手は伸びないよねぇ」


「練習しようにも機会がねぇんじゃなぁ」


自分も苦労した、といわんばかりの魔法使いが腰に差した短剣を触る。柄を握る仕草に違和感はなく、何度も使い込んでいるのだと伝えてきた。


ジルはふと、リゼルにナイフを持たせた時のことを思い出す。持たせたと言うよりは、魔法使いは大抵持っていると伝えたら持ちたがったと言うべきか。どうやって握るのが正しいのか、腰につければ良いのだろうかと、鞘さやを握って手をうろつかせている姿に全てを諦めた。


「少しくらい教えてやったらどうだ？」


「向いてねぇよ」


「ハハッ、確かにな」


カラカラと笑う槍使いも、本気で言った訳ではないのだろう。


「ま、おたくの教育方針に口出す気はねぇさ」


「や、つっても本気で貴族さん剣の練習してんの見たんだって」


片手剣使いが、見間違いではなかったと力説する。


彼は片手を前に伸ばし、肘から先を上に曲げた。そのまま何度も繰り返し振り下ろす。


「マジでこうやってさぁ、依頼の列に並んでる時にやってたし」


「それ本当なの？」


「マジだってッ」


知るかとジルは言いたかった。だが知っている。物凄く心当たりがある。


リゼルは選ばれし者になりたいのだ。凡俗ぼんぞくに染まらず、他者から一線を画した、そんな特別な存在を夢見ている。そのための努力を惜しまず、日々邁進まいしんしているのは、全てとある迷宮の釣り竿を引き抜くためだった。見事それを成し遂げたという依頼人にコツまで聞いて、ふとした暇にエア釣り竿を振っては満足げな顔をしている。


何がそれほどリゼルを駆り立てるのか、ジルには全く理解できないが。


「だよなぁ、一刀！」


「……知るか」


それをわざわざ説明するぐらいなら、全くもって向いていない剣の練習だと勘違いされたままで良い。リゼルが釣りに嵌まっているなど外聞が、などという思いは一切ない。それは事実なのだから別に良い。ただジル自身が一から口に出して説明するのが嫌だった。


ジルは騒ぐ片手剣使いの声に眉を寄せ、長い馬車旅に備えるように目を閉じる。






その頃、リゼルは依頼を受けようとギルドを訪れていた。


「あ、そうなんですか？」


「はい」


スタッドに依頼の手続きを頼みながら、いつもどおり取り留めのない会話を交わしていた時だ。そういえば最近ジルの姿を見ないなと何となしに零したリゼルに、スタッドが他パーティと合同で依頼を受けていると教えてくれた。


珍しいこともあるものだと目を瞬かせたリゼルは、察した。ジルが同行していてイレギュラーが起こることなどあり得ない。ならば今日までの三日か四日、もしくはそれ以上かかるのは予定どおりであり、ならば自分はきっとジルから一言かけられているはずだと。


「スタッド君のお陰で助かりました」


「？」


ジルが帰ってくる前に気付けて良かった、と密かに安堵しながらスタッドの頭を撫でる。


礼の意味は分からなかったようだが、スタッドは大人しく撫でられてくれていた。貰えるものは遠慮なく貰っておく彼に、リゼルは素直なことだと微笑ましさを感じる。同時に、澱よどみなく依頼手続きを進めていく手元に流石だと思わずにはいられない。


「（多分、返事もしてるはず）」


後ろに並んだ冒険者が全力で甘える絶対零度から全力で目を逸らし、冷や汗を流しながらも現実逃避するように大声で雑談に興じるのを耳にしながら、リゼルは一人頷いた。


ジルが寝ている相手に聞かせる気もなく声をかけ、それだけで目的を果たしたと主張するような真似をするはずがない。それで良いなら最初から声をかけずに出発すれば良い。ならば何かしら返事はしたはずだが、寝惚ねぼけていたとはいえ全く記憶にないのが不思議で仕方ない。


「終わりました」


「有難うございます」


手続きの済んだギルドカードを受け取り、リゼルはスタッドへと礼を告げる。


見上げてくる瞳に頬を緩め、混む時間帯だからと長話は控えてその場を離れる。ギルドを出ていく数多あまたのパーティの波に乗り、ギルドの外へ。壁に凭れて待っていたイレヴンと合流する。


「リーダーあんがと」


「お待たせしました」


今日は二人で冒険者活動だ。


自由気ままに迷宮に潜りに行くジルなので、依頼を受けたいなと思った日に捕まらないことも度々ある。そういう時のリゼルは一人で依頼を受けたり、イレヴンを誘ったり誘われたりして依頼を受けていた。


「そういえば、ジルは合同依頼の真っ最中みたいです」


「は？　めっずらし」


「ですよね」


ジルを伴ったパーティがリゼルの予想どおりなら、その理由に心当たりがないこともないのだが。そんなことを考えながら、リゼルは本日の依頼である【楽団の打楽器担当が足りない】の集合場所へとイレヴンと並んで向かう。


どうやら依頼に音楽的な技術は必要ないそうで、募集内容にも〝適当で良いからとにかく叩け〟とあった。音の賑にぎやかしが欲しいのかもしれない。ちなみにこの依頼を見つけて「楽しそうですね」と微笑んだリゼルに、イレヴンは「ヴァイオリン弾ける癖に」と思っていた。


「それ、本当に聞いてねぇんスか」


「多分聞いてます」


ほのほの微笑むリゼルに、イレヴンは全てを察してけらけらと笑う。


リゼルの寝起きの悪さは彼も知るところ。相手がジルともなると余計に寝起きが悪くなるのだから、聞いた癖に覚えていないというのも十分に納得できたのだろう。


「ニィサン折角言ったのにー」


「内緒ですよ」


「はいはい、ナイショ」


二人は悪戯いたずらっぽく笑い合い、王都の街並みを歩んでいった。






片手剣使いの尻がついに死んだ。


狭いスペースで横たわる彼に爪先が当たり、ジルは閉じていた目を開いて邪魔そうに見下ろした。そして、恐らくリゼルも同じ状況ならこうなるのだろうなとぼんやりと思う。手製のクッションを持っているとはいえ、何日も乗っていれば尻も腰もやられるに違いない。


ジルが平気なのは、慣れとしか言いようがなかった。馬車に限らず迷宮で一夜を明かす時も固い地面に座って休む。気分が滅入らないかと言われれば別なので、好んでそうしようとは思わないが。


「貴族さん、こんな依頼受けたことないでしょ？」


偶然だろうが、狙いすましたようなタイミングで魔法使いから声がかかる。


「まぁな」


「おいおい、こんなって言ってやんなよ」


極々普通の護衛依頼。むしろ依頼人と気心が知れている分やりやすい依頼だ。


槍使いの言葉にジルも内心で同意し、知らぬ間にずれかけていた基準を修正する。そう、これが普通だ。何度か護衛依頼を経験している癖に、一度も安馬車の洗礼を受けたことがないリゼルがおかしい。


「嫌がるからな」


「貴族さんが？」


「周りが」


言葉少なに答えたジルに誰もが納得した。片手剣使いも「あー……」と声を零しながら身じろぐも、丸まっていた体を僅かに伸ばそうとした瞬間に魔法使いに阻止される。靴底でぐいぐいと伸ばしかけていた足を押し返され、再び小さく丸まっていた。


「本人はやりたがってるのかい？」


「そこそこ」


「珍しいこった」


自らを棚に上げて、物好きだなと槍使いが笑う。


「護衛が売りだろ」


「得意と好きは別だからなぁ。俺としちゃあ、魔物とガンガンにやり合いてぇもんだ」


得意と好きが一致しているジルにはいまいち理解しがたい。


とはいえ槍使いパーティも、そこらの魔物に後おくれを取ることはないはずだ。むしろ得手が戦闘特化であるアインたちでさえ、彼らには余裕で捌かれてしまうだろう。槍使いたちは全ての分野で優秀という、冒険者としては珍しいタイプのパーティだった。


「あんたと、あの獣人は分かるけど」


馬車内の紅一点、弓使いが気負いなくジルを窺った。


「貴族さんの好きな依頼はいまいち読めないね」


「ああ、色んなの満遍まんべんなく受けるよね」


「あのＥとかＦとか受けんの何で？」


「ありゃあ趣味だって結論になっただろ」


何故受けた依頼を知られているのか。そして一体どこの界隈かいわいで趣味という結論に達しているのか。時折何処からか聞こえてくるそんな噂に、ジルはいつもそう思わずにはいられない。


否応なしに目につく存在なので、噂になるのは仕方がないと思う。しかし噂の内容がおかしい。冒険者の噂によくある「生意気だ」や「目立ちやがって」がリゼルに関しては何故か大半の噂で伴わなかった。逆に冒険者らしい「強つえぇ」や「凄すげぇ」も伴わないのだが。もはや何が噂されているのかもよく分からない状態だ。


「受ける依頼偏るとランク上がらねぇって言ってある」


「へぇ、頑張ってるんだね」


赤い唇で弧を描き、弓使いは頷いた。


彼女たちはリゼルが冒険者になった時からずっと王都にいる。だからといって、この成長を見守るような目は大の大人に対してどうなのか。女将もしょっちゅう似たような目をしている。


「最初はお貴族サマの道楽かと思ったがなぁ」


「貴族だったらギルド入れねぇじゃん」


「そりゃそうなんだが」


今のリゼルを見て、道楽だと笑う者はほとんどいないだろう。


確かにどの依頼も楽しそうに受けているが、本人は一人の冒険者として誠意をもって取り組んでいる。依頼に手を抜くこともない。ランクアップを目指して日々努力している。そこに他の冒険者との大きな違いはない。


「まぁどう見ても貴族だけど」


ただ、それだけがリゼルの冒険者らしさを根こそぎ奪っていくのだ。


寝転びながら会話に参加する片手剣使いの一言に、槍使いらが同意するように頷いた。






依頼主である楽団と合流した二人は、早速とばかりに楽器の元へと案内されていた。


「これが今日使ってもらいたい楽器だ」


「何コレ」


「不思議な楽器ですね」


現れたのは、二本の木の板に金属の板が幾本も打ち付けられたもの。


金属板は一つずつ長さが違って、形もやや歪で不揃いだった。それがテーブルの上に二つ、その間には四本の細くて真っ直ぐな金属の棒が転がされていた。棒の先端には同じく金属の丸い球がくっついている。レトロで不思議な雰囲気の楽器だった。


「これをこうして」


案内してくれたのは、楽団の指揮者だという中年の男。


彼は細い金属の棒を手に取って、先端の丸い球をタンッと金属の板に打ち合わせた。コーン、と見た目からは想像もできない澄んだ音が広場に響く。キン、カーン、と彼は何度か板を叩き、最後に端から順番に叩いていく。原石の姿を残している形の不揃いな金属の板は、球を当てる場所によって様々な音を立てた。音階を意識しない造りがランダムな音色を奏でる。


「私たちが演奏するのは〝鉱員たちの唄うた〟。これでキンコン鳴らして、採掘っぽくしたくてね」


「成程」


「おー」


リゼルは棒を手に取り、一度だけ板と打ち合わせてみせる。イレヴンは早速両手に持って、めちゃめちゃに打ち鳴らして遊んでいた。澄んだ美しい音質のお陰で、それだけでもそれなりの曲に聞こえてきそうだ。


「初めての試みだし、急遽きゅうきょ作ったものだが」


「それ楽器って言えんの？」


「一つでも音が出れば、それはもう楽器だろう」


指揮者の男が、得意げに片頬を歪ゆがめる。


そのとおりだとリゼルも微笑んだ。音階もめちゃくちゃの、鉱石を辛うじて鍵盤けんばんのように見せかけただけのもの。だがそれでも、楽団員らは自らの楽器とこれとの間に優劣もつけず、同じ楽器だと当たり前のように笑ってくれるのだろう。


「これ、適当に鳴らすっていっても本当に好き放題じゃダメですよね」


「ああ、この後リハーサルもある。その時に、おおまかな流れだけは説明しておこう」


「あんまムズいと俺ムリなんだけど」


リゼルたちはリハーサルが始まるまで、キンコンと担当の楽器を鳴らして遊んでいた。






馬車旅は順調だ。半日ほど走り続けているが、魔物には一度も出会わない。


行きはスピード重視で色々と突っ切ったが、帰りはそれなりの配慮をしているからだろう。魔物の生息地などは緩やかに避け、昼食以外で馬車を止めずに進むことができている。


御者席では依頼人がいまだに愛娘の笑顔を思い出しては顔を蕩とろけさせているし、荷台の中では時折思い出したかのように誰かが話を振っていた。一言二言話しては、暇を持て余しながらも好きなように過ごす。


「お前さんの砥石といし、そりゃ何処のだ？」


「知らねぇ、爺に買わせた」


「俺にはダマスカスに見えんだが」


「じゃねぇの」


「本物かよ」


ふと速度を緩めた馬車が、カタンと小さく揺れて止まる。


ジルと槍使いは武器の手入れを止め、目を閉じていた魔法使いと弓使いは顔を上げた。そして楽な体勢を求め、ついには馬車の後部に手をかけながら地面を激走していた片手剣使いが、軽く肩で息をしながらも軽い仕草で荷台へと飛び乗る。


背筋を撫でるような小さな悪寒。見ずとも分かる、〝亡霊の森〟に辿り着いたのだ。


「おっ、着いたか」


槍使いが狭い車内で立ち上がり、馬車の幌から下がるロープに手をかけた。


引けば幌が畳まれていく。弓使いもそれを手伝い、馬車は荷車と変わらない形へ。ただでさえ神出鬼没なゴーストが相手、視界など三百六十度あっても足りないのだからこれがベストだ。


遮るもののなくなった御者席へ、槍使いは足をかけながら身を乗り出した。


「よう、行きと同じように突っ走れよ」


「……行きは無我夢中だったが、まじまじと見ると怖いな」


「なーに、俺らがついてりゃただの森だ」


依頼人へと槍使いが気楽に返す。楽観視しているのではなく、依頼人を安心させるために。


ジルも頭上に広がる青空を見上げ、少しばかり気だるげに立ち上がった。森を突っ切っている最中は座る暇などない。手入れをしていた剣を握り、気負いなく体の横に下ろす。前方を見れば、昼間にもかかわらず暗い森が広がっていた。


「ま、行きにデュラハン二体やってるし」


片手剣使いが剣を抜きながら言えば、弓使いが呆れたように口を開く。


「アンタ知らないのかい。ありゃすぐ復活するよ」


「はぁ!?」


「本体を斬った訳じゃないからね」


デュラハンは馬に乗る首なし騎士に致命傷を与えなければ倒せない。


馬に決定打を与え、機動力を落とし、それから本体を相手取るのが安定した倒し方だ。先日は逃げきり重視ということもあり、ジルも馬を仕留めただけで終わらせたが。


「じゃあ首がねぇ馬が襲い掛かってくんのか」


「ありゃ五分もすりゃ生えるよ」


「ゴースト半端ねぇー……」


行儀悪くしゃがみ込み、嫌そうな顔で零す片手剣使いを一瞥する。


リゼルに慣れてしまうと、いかにも〝興味深い〟と楽しそうな反応が出ないことに物珍しさを感じてしまう。ジルは「やっぱあいつおかしいな」と内心で呟き、動き始めた馬車に微かに足裏へと力を籠めた。






このへん控えめ、このへん激しめ。そんなざっくりとした説明を受けながら、リゼルとイレヴンは無事にリハーサルを終えた。今はそろそろ本番を迎えようというタイミングだ。


中心街前の広場、その端に楽器は並べられている。特別ステージも用意されていない、ラフで楽しそうな演奏会だった。楽団自体、趣味で楽器に触れる者たちの集まりだという。ならばこれで充分なのだろう。


「客増えてきたなァ」


「リハーサルの甲斐がありましたね」


聞こえてきた音色に釣られ、そんな人々に通りがかりの者たちも釣られ、楽団の周りには軽い人だかりができていた。近くにある露店や喫茶店も、折角だからと腰を落ち着けた客で席が埋まる。広場は徐々に賑わいを増していた。


リゼルは最終調整に入っている楽団員たちを眺め、ふと口元を綻ほころばせる。


「〝鉱員たちの唄〟らしいです」


ステージはないが、広場の片端は今や曲の世界観に彩られていた。


使用感のある木箱が幾つも重ねられ、並べられている。鍛冶屋かじやから借りてきたのだろうか、ツルハシやハンマーもそこに立てかけられており、岩から突き出している鉱石の原石などもそこかしこに置かれていた。また、明かりの灯された幾つかのランプも。


まさにここは採掘場。鉱員たちの働く、彼らの庭。リゼルたちの周りも水晶のような鉱石で飾られ、目の前に置かれた楽器すらもそれらを削り出して作られたような空気を纏い出す。


「ファンタズムではできなそうですね」


「あー、地元の奴だとそこら辺から借りれんスね」


国から国へと移動するには嵩張かさばる木箱、重量のある鉱石、それらが「ちょっと何時間か貸して」で済むのが地元民の強みだろう。もしかしたら、楽団員の中にもそういった業種の者がいるのかもしれない。


「あ、貴族さまーっ」


ふと、幼い声に呼びかけられてリゼルは周りを見渡した。


何故いる、と心底不思議そうな視線を流しながら声の方向を見れば、母親に連れられた少女が軽やかに駆け寄ってくる。慌てて止めようとしていた母親に大丈夫だと微笑んで、傍そばで立ち止まった少女を見下ろした。


「こんにちは。お母様とお出掛けですか？」


「こんにちは！」


満面の笑みを浮かべ、少女は嬉しそうに頷いた。


そして不思議そうにリゼルの前に置かれている金属の板を見上げる。


「これなぁに？」


「楽器ですよ。今日はこれで、楽団のお手伝いです」


「ふぅん」


コーンッと一つ鳴らしてみせれば、予想外に澄んだ音に驚いたのだろう。少女はぱちぱちと目を瞬かせて、そして凄い凄いと興奮したように頬を染めた。


「これ、何ていう石？」


「何でしょうね」


「貴族さまも知らないことあるの？」


「たくさんありますよ」


リゼルは可笑おかしそうに告げ、ならばとイレヴンを振り返った。彼は暇そうに棒の先端をごりごりとリゼルの背に押しつけていたが、目が合うと小さく肩を竦めてみせる。魔物由来ならともかく、普通の鉱石となるとリゼルもイレヴンも、そしてここにはいないジルも詳しくはない。


「じゃあ、あっちのは？」


「あれは多分、魔石だと思います」


少女が木箱の隣に置かれた大きな結晶を指さした。


薄っすらと魔力を感じたので、リゼルは魔石だろうと当たりをつける。大きさの割に魔力の濃度は高くない、それほど良い値はつかないだろう。なんて、ジャッジの真似事を内心で呟いてみた。


「あれも？」


「そうですね」


「あれは？」


「あれは……何でしょう？」


そんな会話をしていると、「あまり邪魔しないのよ」と少女の母親から声がかかる。それに元気よく返事をして、少女はぱっとリゼルへと向き直った。


「あたし、楽しみにしてるね！」


「有難うございます」


可憐な笑みを浮かべ、スカートを翻ひるがえして駆けていく小さな淑女を見送る。


そしてリゼルはふむ、と考え込んだ。視線で点々と飾られている鉱石をなぞる。気付いたイレヴンがどうしたのかと覗き込んでくるのを見て、自らに宛がわれた楽器も見て、最後に一つだけ頷いてにこりと微笑んだ。


「うん、提案するだけしてみようと思います」


「行ってらー」


リゼルはそのまま、入念に指揮棒を磨き上げている指揮者の元へと足を向けた。






木々の隙間から聞こえる風の音は悲鳴のようだった。


不思議と肌寒く、けれど頬を撫でる風は生温なまぬるい。今にも車輪が外れてしまいそうな速度で走る馬車に、幾つもの蹄の音が重なる。それは馬車を牽ひく馬のものより多く、力強く地面を踏み鳴らす音が森の中を駆け巡った。


「おいおい増えてんじゃん！」


「前にだけは行かせんなよ！」


馬車を追い立てる騎乗の騎士の姿が三つ、その後ろに更に二つ。力強く剣を振り上げ、または槍を構えながら肉薄する存在に片手剣使いが叫んだ。


「これだけでもヤベェのによぉ……っ」


後方で弓を引き絞った首なし騎士が矢を放つ。キンッと鋭い風切り音と共に襲いかかるそれを、片手剣使いはバックラーで弾いた。折れ曲がった矢が荷台の上で跳ねる。


「危ねっ」


片足を上げてそれを避けた槍使いだが、文句を言う暇などない。彼の目の前では、雄々しい角を持つ獣の骸骨が現れて馬車と並走している。瞬間、骸骨が笑って現れたのは魔法陣。馬車ごと全て燃やし尽くそうというのだろう。


「遅いんだよねぇ」


だが魔法が発動する直前、炎の塊が骸骨を吹き飛ばした。


炎は魔物が纏うローブを燃やし、獣の骸骨は酷ひどい断末魔を上げながら姿をかき消す。


「そいつを連発してくれりゃあ楽なんだがなぁ」


「貴族さんに言ってよ」


「つか立てよお前、何座ってんだよ！」


「こんなに揺れる馬車、僕じゃ立った途端に転がり落ちるよ」


槍使いの希望も、片手剣使いの文句も聞き流し、魔法使いは座りこんだまま再び魔力を練り上げる。なにせ魔法は、発動のタイミングでちょうど完成しなければならないのだ。戦況を見極め、どの魔法をどこに向ければ良いのかを予想。なかなかに神経を使う作業だった。


ちなみに彼は魔力防壁が得意ではない。というより効果時間の長い魔法が得意ではない。短期集中はお手の物だが、長々と発動し続けることを苦手とする冒険者は多かった。


「流石に、昨日の今日じゃ警戒度が高いね」


「そう言うなって」


弓使いが後方を走るデュラハンへ矢を射ながらぼやく。魔物に警戒心などという機微きびがあるのかは不明だが、全くの無関係ではないはずだ。昨日と比べて明らかに攻撃が激しい。


それに対し、槍使いは馬車に迫った騎士を相手取る。獲物は同じ槍、機動は馬上であるあちらが上。けれど彼は好戦的に笑い、突き出された穂先に己の槍で応えた。その切っ先をなぞるように刃を滑らせ、軌道を変えながら相手の胸を貫く。


「一番厄介なのを一刀が相手してるだけマシってな」


動きを止めて落馬する騎士を見送り、そして槍使いは馬車の進行方向を振り返った。






馬車を牽く馬より、更に前方。そこで蠢うごめくのは幾千幾万もの蛇へびの塊だった。


蛇の塊からは、人骨をめちゃくちゃに組み合わせた脚が伸びている。脚は地面を這はいずる蟲むしのそれにも似ており、走る度に顔を歪めたくなるような不快な音を立てていた。地面を捉える部分は指の本数がでたらめな人間の手にも似ている。


そして何本もの脚と対になるように、関節もでたらめな骨の腕が上部から生えていた。歪いびつに折れ曲がったそれが、血で錆びついた鉈なたや剣をむちゃくちゃに振り回す。それらが隙間なく襲いかかるのを防いでいるのがジルだった。


「こ、怖……これ怖……死、死ぬ……死ぬ……っ」


足元で何やらぶつぶつと煩い依頼人は、そんな恐怖の具現を前に果敢に前進を続ける馬たちを見習うべきだろう。そうジルは内心で呟きながら、今向かってきた斧おのを弾き飛ばした。


とはいえ、馬たちにも森に入る前に滋養強壮の木の実を与えているのだが。効果はテンションが上がる。体に害はないが、逆にないのが不思議なくらいテンションが上がる。何故か人が食べても普通に滋養強壮になるだけで、特に興奮状態になったりはしないらしい。


「ひえぇぇぇぇ……ッ」


蛇の塊、その向こう側から何かがせり出した。依頼人の悲鳴が響く。


それは頭蓋骨だった。牛のものとよく似ている。まるで脊椎せきついごと引き摺り出したかのように蛇の塊から伸びて、体とは独立したようにジルたちを見ていた。外れかけた顎あごがカタカタと笑い声を上げる。


突如、一斉に襲いかかる腕。ジルが斬り捨てる度に古めかしい武器が砕け散っていく。


「おーい一刀、早く片付けてこっち手伝ってくれや」


「少しは減らしとけ」


この進路をとることも、その分だけ報酬の分配が変わることも互いに了承済みのこと。両者ともに承知しているからこその軽口かるくちに、わざわざ突っかかるほどジルも若くはない。


「あれ怖ぇー……俺ぜったい振り返れねぇ」


「私はもう見なかったことにしたよ」


「夢に出そうだよね」


好き勝手言っている背後を気にせず、ジルは忙しなく前後に動く骨の脚を見下ろした。


幸いなことにこちらの馬を潰そうという様子はない。そうであろうと対処は可能だが。そんなことを考えながら、痺れを切らしたかのように襲いかかる無数の蛇の首を全て斬り飛ばす。


「（やっぱ生えるか）」


身を縮めるように引っ込む蛇の体、数秒もすればその切り口から新たな頭が生える。ならば蛇部分を攻撃しても無駄なのだろう。恐らく脚を断っても生えてくる。この機動力だ、多少の足止めでは意味がない。


ふいに真横に現れたゴーストからの攻撃を逸らし、斬り捨てる。途端、牡牛おうしの頭蓋がのたうつように頸くびを伸ばしてきた。上下の顎に生える歯は鋭い。牛の癖にと、少しばかり眉を寄せる。


「うおッ、マジか」


「いかれてんなぁ」


ジルは、そのがらんどうの眼窩がんかへと親指を突っ込みながら頭蓋を握りしめた。


頭蓋骨は強制されて動きを止める。威嚇いかくして激しく顎を鳴らしている。そのまま思いきり引けば、無数の蛇を纏う巨体が仰のけ反ぞるように持ち上がった。落ちてきた影にそれを見上げた槍使いらが、唖然とするあまり半分笑いながらも何かを言っている。


下敷きになろうかという馬はそれでも足を止めなかった。飼い主に似ずに度胸のある馬だ。依頼人はジルの足元でついに失神している。そこにすかさず動くのは魔法使い。彼は依頼人の口に、彼の愛する妻から預かったベリーの実をこれでもかと詰め込んでいた。


そんな足元でのやり取りを歯牙にもかけず、ジルは浮いた巨体へと真っすぐに剣を振り上げた。無数の骨を砕く音が響く。両断された蛇の体液が飛び散る。真っ二つにされた異形が、馬車を避けるように道の左右へと落ちていった。


「お、ラッキーッ」


「狙ったようにも見えるけど」


地面に落ちた巨体から、グチャリと何かが潰れたような音がする。


それに足を取られたのは二体のデュラハンだった。それらは嘶きを上げながら棒立ちになる馬の手綱を強く引く。武器を構える余裕はなく追撃を諦めたようだった。だがその間から、弓を持つ残りの二体が猛追を止めずに躍り出る。


「あれが厄介っつうか、もうちょい寄ってくれりゃ良いのに」


「私の矢は弾かれちまうしね」


「魔法も避けられるしねぇ」


妻の愛、という名の味覚攻撃に飛び起きた依頼人が手綱を握り直した。


走りが安定し、片手剣使いがバックラーを構え、それを盾に弓使いが矢を番える。


「まぁ、あれだけなら逃げきんのもアリだろ」


槍使いがトンッと槍を肩で跳ねさせ、直後頭上に現れたゴーストを刺し貫いた。


その時だ。彼の横を鋭い音を立てて何かが横切る。弓を引き絞るデュラハンへと真っすぐに飛び、その胸を刺し貫いた。続けてもう一体。魔力に光る短剣を胸に、デュラハンが馬上から落下する。


「手助けご苦労さん」


「そっちの矢代と帳消しだ」


「そりゃ有難いね」


槍使いが振り返れば、すでに興味がなさそうに余った短剣を仕舞うジルの姿。


怒濤の襲撃は落ち着きを見せつつある。〝亡霊の森〟は後少し。全く油断はできないが、あれほどの大物はもう出ないだろう。一行は警戒を解かないままに肩の力を抜く。


そうして馬車は走り去る。その後ろで、斬り捨てられた蛇の塊がふいに蠢いた。それはやがて泥のように溶け、一塊ひとかたまりに融合し、不規則に脈打ちながら地面へと吸い込まれていった。






各々の楽器が奏でる旋律が美しく広場に響いている。


鉱員の朝は爽やかで軽やかな、ゆっくりとした立ち上がり。目覚めの鐘を鳴らすように、時折聞こえてくる軽やかな音色。


昼は鉱員らが声を揃えてツルハシを振り下ろすような。そこかしこで響き渡る金属音。反響し、重なり合い、大きく小さく重厚に。


夕暮れ時は酒場で賑やかに、いかにも笑い声を聞かせるように。グラスをぶつけ合う音がそこかしこから聞こえてきそうな、心浮き立つような楽しいリズムで。


そして夜。鉱山での疲れを酒と気の良い仲間で溶かし、すっきりとした眠りへ誘う。夢の中でも余韻が残る、鉱員たちだけが持つ日常音。眠る彼らに、細く優しげな残響を。


リゼルとイレヴンは楽しげに音を叩く。時に戯れ、互いの楽器へ手を伸ばし、棒を振り下ろす度に金属から光が散る。雨粒が地面を跳ねるような、そんな光の粒子に応えるように、広場のそこかしこに置かれている鉱石や水晶からも柔らかな光が弾けた。光に合わせて音色も反響する。決して、楽団の音色を邪魔しないように。







    
  
  




今度はあちらの鉱石が、次はこっちの水晶が。淡く光を宿しては音と共に弾ける光景に、目の当たりにした子供たちから歓声が上がる。大人たちもまた、感嘆の息を吐いていた。


心が沸き立つ交響曲。飾られぬ木箱に立つ指揮者の指揮棒に合わせ、波のようにひいては寄せる音楽。その指揮棒が鋭く天を指し、結ばれた瞬間。


広場は拍手に包まれた。






演奏終了後。


「いや、素晴らしい！」


楽団員がのんびりと片付けを進めるなか、リゼルたちは指揮者の男から絶賛を受けていた。


「あれは私たちにもできるだろうか」


「魔力の扱いに長けた方がいれば、あるいは」


「ああ、魔力か…………魔力か」


指揮者が数度頷き、そして消沈しょうちんするように諦める。


それにリゼルは眉尻を下げて苦笑した。冒険者、または魔力に係わる仕事にでも就いていなければ、人々は自らが持つその力を意識することもない。こればかりはある程度の慣れがなければ難しいだろうと、安易に希望を持たせることなく慰めを口にする。


なにせ応用したのは美しいエルフの言葉。声に魔力を乗せ、どこまでもどんな形でも届けられる彼女たちの、リゼルでさえ極々一端しか扱えない技術だ。エルフが使っているものに比べればお遊び程度ではあるが、意外と難易度は高い。


「今日は助かった。また何かあれば声をかけさせてもらおう」


「俺たちが受けるかは分かりませんよ」


「ああ、そういえばそうか……」


こんな依頼を受ける冒険者など滅多にいない、とイレヴンは内心で零すに留めた。


それに冒険者が捕まらなければ、知り合いを適当に捕まえれば良いだけだ。リゼルとイレヴンでもほぼぶっつけ本番でできたのだから大丈夫だろう。とはいえ、それなりの力で金属を打ち続ける作業は地味に辛く、力も体力もある冒険者に目を付けた気持ちも分からないでもないが。


そしてリゼルたちは無事に依頼料を受け取り、その場を後にした。鉱石を積んだ台車をふらつきながら押している楽団員を追い抜きながら、宿に向かって歩いていく。


「流石に腕が疲れましたね」


「痛い？」


「ちょっと痛いです」


指揮者から受け取った依頼完了の証明書を丁寧にポーチへ仕舞い、ひらひらと手を振ったリゼルを眺めてイレヴンが笑う。


「明日、リーダーと迷宮行こうと思ってたのに」


「あ、行きましょうか。ジルもいつ帰ってくるか分からないし」


「二人で迷宮っていつぶりだろ」


さて最後に行ったのはいつだったか。そんなに久しぶりでもないはず。


そんなことを話しながら、二人は茜あかねに染まりかけた空の下を帰路につく。






その三日後。


「あ、ジルお帰りなさい」


「ああ」


そこには、あっさりと告げられあっさりと返すジルの姿があった。


ジルは〝きちんと起きていて話を聞いていたのか〟と考えかけたものの、〝いやスタッドにでも聞いたのかもしれない〟と思い直す。リゼルが本気で誤魔化ごまかしにかかった場合、見抜ける可能性は低いので、わざわざ問いかけるような真似はしなかったが。


もしそうなら、そんなところで本気を出すなとジルは言いたい。
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朝の冒険者ギルド、混みあう依頼ボードの前で。


「音楽といい演劇といい釣りといい、冒険者は色々試せて良いですね」


「お前元から弾けんだろ、ヴァイオリン」


「楽団に参加っていうのが初めてだったので」


嬉しそうにそう告げたリゼルに、ジルは納得したように頷いた。挙げられたのが、冒険者も避けがちな依頼であるあたり突っ込みどころではあるが、存分に休暇を満喫しているようで何よりだろう。


とある地元の楽団に参加したという話はジルも既に聞いている。どうせ同行していてもパスしていた依頼に、ちょうど良いタイミングだったと思ったものだ。


「リーダー向こうじゃ参加したことねぇの？」


「まさか、口にもできませんよ」


当然のように告げるリゼルは、いつもどおり端から順に依頼に目を通している。


「美しい旋律に雑音を混ぜる訳にもいかないでしょう？」


それが卑下ひげでも謙遜けんそんでもないと、ジルとイレヴンは考えるまでもなく分かった。


二人の耳にはリゼルのヴァイオリンの音色も美しく聞こえる。けれどリゼルにとっては手習いの域を出ない。彼が元の世界で耳にしていたのは一流の楽団による一流の演奏。才ある者たちの中でも更に選よりすぐられた天才たちによる至上の演奏なのだから。


最上級の音響設備が整えられたホール、その前に馬車を乗りつけ、貴賓きひん席で優雅に鑑賞しているリゼルの姿が二人には容易に想像できた。似合いすぎる。


「けど、この前の楽団は皆で楽しめて良かったですね」


「リーダーすっげぇ楽しそうだった」


「楽しかったです」


リゼルは、他の冒険者が押し合いへし合い覗き込んでいるボードを抜かし、空いている低ランクの依頼の前へ向かった。そこから覗き込んでＣランクあたりを確認し、改めてＥ、Ｆといった低ランクの依頼へと向き合う。


「あっちじゃ路上演奏は見ねぇのか」


「いえ、見るだけなら一度だけ。陛下が飛び込みで参加したので」


「何て？」


真っ先にミュージックホールで王族席を宛がわれるはずの国王が、まさかの路上演奏デビューをしていた。しかも飛び込みというのだから、相変わらずジルたちが話に聞く例の国王は行動力が半端ない。


「ピアノをかき鳴らして、大盛り上がりでしたよ」


「あー、あの……オルガンの親戚しんせき？」


「あれでどうやって盛り上がんだよ」


「陛下のピアノは激しいので」


普通のクラシックも弾けるが、ノリの良い曲が好きなのだとか。


ジルの想像する激しいピアノ曲は重厚で嵐のような超絶技巧なので、明るくテンポの速い曲というのがいまいち想像できなかった。時折、酒場で流れのヴァイオリン弾きが演奏しているような、陽気な曲に近いのだろうか。


「ん」


ふと、リゼルが依頼ボードの下方で視線を止めた。


少しかがみ、剝がさないように用紙を持ち上げられたそれをジルたちも見下ろせば、Ｆランクにしても風変わりな依頼が目に飛び込んでくる。






【一輪の花を咲かせたい】


ランク：Ｆ～


依頼人：緑の井戸の花屋


報酬　：銀貨５枚


依頼　：魔力溜まりに咲くという花を、咲かせるための情報をご提供ください。


魔力溜まりに詳しい方、使えそうな素材をご存じの方、宜よろしくお願いいたします。






ジルは思った。音楽、釣り、演劇、それらを全力で楽しめるリゼルが心惹ひかれないはずがないと。むしろ彼が楽しめないことがあるのかと。無論、あちらの日常である国政だったり外交であったりは除く。


「これ、受けたいです」


「だろうな」


「けど、園芸に関しての知識があまり……」


依頼用紙を眺めては考え込むリゼルの後ろ。珍しく即決しない姿に、まさかリゼルたちでも達成困難な依頼がＦランクにあったのかと、他の冒険者が依頼を盗み見しては二度見している。


「イレヴンはどうですか？」


「俺？」


「ほら、元は森に住んでましたし」


「つっても狩人は土いじりに手ぇ出さねぇし。ぜんぜん別物」


獲物を追って数日帰らないこともあるし、と付け加えたイレヴンにリゼルも納得したように頷く。とはいえイレヴンの父は罠が主力であったので、移動しっぱなしという訳でもなかったらしいが。


「母さんならちょい詳しいかもしんねぇけど」


「調香師でしたっけ」


「そ。何か、薬草かハーブっぽいの育ててたんスよね」


イレヴンの実家の隣には小さな花壇がある。


ジルはうろ覚えだが、リゼルははっきりと覚えていたのだろう。確かに色々な植物があったな、と感心するように一度目を瞬かせたその視線が、窺うようにジルを見た。


「俺も知らねぇぞ」


「ニィサンそこらの村出身じゃん」


「手ぇ出したことねぇよ」


ジルのいた村は木材豊かな山寄りではあったが、農耕に全く縁がなかったという訳でもない。とはいえジルはもっぱら薪まき割りばかりで、収穫の際に少し手伝うだけで何がどうやって育つのかなど全く覚えがなかった。


「別に良いんじゃねぇの」


ジルは身をかがめ、ピッと依頼用紙を剝がす。


「そこらへんは花屋なんだからあっちが知ってんだろ」


「それもそうですね」


花のプロである花屋が依頼人なのだから、必要とされている知識は園芸とは別の部分なのだろう。魔力溜まりの知識もリゼルならば十分だし、素材というのも数だけはある。何がどう利用できるのかは分からないが、それっぽい候補を挙げていけば花のプロが色々と見出みいだしてくれるはずだ。


「リーダー珍しくちょい迷ったじゃん」


「一輪ってあったので」


「あー」


つまり、失敗できないタイプの依頼だったので万全を期したいということ。


冒険者に依頼を出すくらいなのだから諦め半分、解決への期待など依頼人もほとんどしていないだろうに、変に真面目なところがあるなとジルは溜息をついた。






今はもう使われていない、緑の蔓つるに覆われた古井戸の隣にその店はある。


店先には色とりどりの花を抱く鉢が並び、大きなガラス窓からは店内もはっきりと見える。飾られた華やかなリース、銀の水差し、ガラスのボウルには幾つもの花弁が浮かび、作業台の上には切り揃えている最中の花が横たわっていた。


落ち着いた内装に、植物の鮮やかな色が映える。草花に溢あふれているが、決して乙女チックではない。男三人が入っても浮かないでいられるのはそのお陰だろう。


「依頼を受けてくださり、ありがとうございます」


そんな店の中で淑しとやかに礼を口にしたのは、花屋の店主だと告げた女性だった。


仄ほのかに切なさを感じさせる微笑み、不思議と目を惹く口元のほくろ、ふんわりとウェーブする柔らかな色の髪。華奢きゃしゃな指先を体の前で重ね、細い首を控えめに飾るのは小さな花のネックレス。


「亡くなった夫が、最後まで咲かせられなかった花なんです。どうしても、咲かせたくて」


身も蓋ふたもない言い方をするならば、ザ・未亡人。そして実際に未亡人。


そっとネックレスチャームに触れる姿に、流石のリゼルたちも思わず謎なぞの説得力を感じてしまう。だがリゼルはそれを表に出すことなく、安心させるように微笑んだ。


「どこまでお力になれるかは分かりませんが、可能な限り協力することを約束します」


「ありがとうございます」


ほっとしたように吐息を零し、彼女は作業台の後ろへ歩んでいった。


ちなみに三人が訪れた際、彼女はリゼルの姿を確認して目を見張り、そのままゆっくりとジルとイレヴンに視線をやって、「どのような花をお探しですか」と嫋たおやかに笑みを浮かべてみせた。冒険者に依頼を出すだけあって肝が据わっている。


「これ他の奴が受けてたらやばかったんじゃねぇの？」


「まぁがっつくだろうな」


ジルとイレヴンが呟き合い、店主に続いて作業台の傍に立つリゼルに続いた。


何か言ったかと不思議そうに振り返ったリゼルに、二人は何でもないと首を振った。その前で、店主が一つの鉢を取り出して作業台の上に置く。鉢に盛られた土の上に、小指の先ほどの小さな種がちょこんと載っていた。


「これなんですが……」


「当然ですけど、見ただけじゃ何も分かりませんね」


リゼルも本からの知識で、花の種類は少なからず把握している。だが流石に種だけでは見当もつかず、既存のものなのか新種なのかも区別がつかない。色は橙だいだい、形は真球。少し珍しい気はするものの、特別特徴的なものでもなかった。


「君たちはどうですか？」


「見たことねぇな」


「不味そう」


それは、ジルやイレヴンも同様に。彼らも依頼によく登場する薬草、または食べられる野草については知識を持つが、花についてはさっぱりだった。


「これ、確かにスポットのものなんですよね？」


「スポット、とは」


「あ、失礼しました。魔力溜まりのもの、です」


リゼルも最近知ったが、スポットというのはあまり主流の呼び方ではないらしい。


ジルにも最初は伝わらなかった。ただ魔法使いやそのパーティと話した時には通じることが多いので、元の世界にしかない名称という訳でもないようだ。専門用語に近い。普通に暮らしていれば、魔力溜まりに縁なんてないのだから当然か。


「それは、間違いないと思います」


「何で？　魔力溜まりとか入れねぇじゃん」


そこに突っ込んでエルフと出会った己を完全に棚に上げ、イレヴンが問いかける。とはいえ完全ないちゃもんでもない。リゼルが用いた方法以外で、魔力溜まりに突入できる方法が彼には思いつかなかっただけだ。


「その、夫は見たことのない花を探しに行くのが好きで」


「そういえば、珍しい花もたくさんありますね」


「ええ。持って帰ってきたものを、私が繁殖させて」


リゼルが店内を見回せば、希少な花も、全く見覚えのない花も見つけられる。


定番以外の花も豊富に取り揃えられているのは彼女と亡き夫の成果だろう。


「夫は、花に関しては非常に情熱的でした。この種も、魔力溜まりの外から、こう、とても長い網を使って採ったとか」


指を揃えた両手を彼女は肩幅に広げてみせたが、まさかその程度ではないだろう。数メートル、下手をすれば十数メートルの網を使ったはずだ。それを必死で魔力溜まりに突っ込む光景を想像してみると非常にシュールだった。


だが、確かにそれならば魔力溜まりの植物採取もできる。何が採れるかは完全にランダムなうえ、下手をすれば魔力に満ちた魔物に襲われる危険もあるなか、種を採れたのは非常に運が良い。採れるまで試しただけかもしれないが。


「冒険者の方々は、魔力溜まりの魔物を相手取るのに、比較的近くまで行くと伺いました」


「それで依頼を出したんですね」


「ええ、何かお話が聞ければと」


窺うような瞳に、ふむ、とリゼルは頷いた。


花屋も見たことがない種。恐らく新種だろう。そして今まで、初見の植物であっても繁殖を成功させてきた彼女が手も出ないという。ならば、魔力溜まり特有の環境が関係しているのかもしれない。


「とはいえ、魔力溜まりでも特別変わった植生は見ませんでしたよね」


「え？」


「すっげぇ生き生きしてたぐらい？」


「あの」


「新種に気付けるほど知識もねぇしな」


「……え、と」


戸惑ったような声を上げる店主に、リゼルは少し可笑しそうに目元を緩めてみせた。


「魔力溜まり、探索したことがあるんです」


「…………え？」






しきりに目を瞬かせながら固まっていた店主、そんな彼女が復活したのを見計らってリゼルは鉢を見下ろした。相変わらず、橙の種はちょこんと土の上にある。


彼女の話を聞くに、種を手に入れてからおよそ五年。だが種は萎しなびた様子もなく、みずみずしく艶やかな表面を保っている。まるで今にも芽吹きそうで、種自体が悪いということはなさそうだった。


「俺たちはあまり園芸に詳しくないので、色々教えてもらうことになるんですが……」


「ええ、勿論です」


最初からそのつもりだったのか、店主は少し笑みを零しながら頷いた。


「通常、種が芽吹くのに必要なものを挙げていただいても？」


「そうですね……大まかに、土、水、光でしょうか」


イレヴンがつん、と種をつつく。外皮は硬く、へこみもしない。


「咲かない原因というと、俺では魔力不足しか思いつかなくて」


「あそこ凄かったもんなァ」


「私もそう思い、色々と試したのですが」


ふっと眉尻を落とし、微かに息を吐いて何も芽吹かぬ鉢を眺める店主を、リゼルはじっと見つめた。そして微かに首を傾げるも、すぐに依頼達成のために思考を巡らせる。


魔力溜まりの世界は鮮やかに色づいていた。全てが全盛で時を止めたかのように、草木は萌え、土は煌めき、水は蒼く光り輝いて透き通る。だが、魔力以外の何かが影響しているようにも決して見えなかった。


「うん、原因を魔力に絞って考えてみましょう」


「分かりました」


頷いた店主に微笑み、リゼルは鉢へと手を伸ばす。ちょん、と指先で土を触った。


土いじりどころか、砂遊びとも無縁なリゼルの手つきは覚束おぼつかない。こちらに来てから、薬草採取などで指先が少し汚れたのすら新鮮だったのだ。触り方が下手くそだなぁ、と眺めるジルたちの前で、やや楽しそうに土を摘つまんだりする。


「まず土から、ええと」


何も分からない。


リゼルはジルを見た。知るかと眉を寄せられる。


リゼルは次にイレヴンを見た。笑顔で首を振られる。


その光景に察したのだろう。店主は気遣うように、優しく落ち着いた声で説明してくれた。


「基礎の土づくりは、他の花たちと同じように。種を採取した魔鉱国まこうこくの森の土に似せています」


「あそこか」


「ちょうど良いじゃん」


まさにリゼルたちが訪れたことのある魔力溜まりだ。


それほど変わった花があったかと記憶を探る三人に、彼女は説明を続ける。


「肥料となる魔石は大体、土が四、水が二、火が一、風が一、強めのものを使いました」


人の中にも植物の中にも、当たり前に魔力が巡っている。戦奴隷以外。


魔法として使用するための魔力と違い、生きるために必要不可欠なそれを意識して生活する者など滅多にいない。けれど農家などは生きる糧として知っていた。地域に合わせ、天候に合わせ、土に砕いた魔石を混ぜ込むのは完全に感覚での作業だ。熟練の勘ともいう。


「その比率は貴女あなたが？」


「ええ。とはいえ、他の花たちも育ちやすい配合ですが……」


「まぁ、どうやっても咲かねぇんじゃなァ」


その技術を持つ店主が手掛けたのだから、土づくりについては問題ないはずだ。恐らく。リゼルたちは門外漢すぎて店主を全肯定するのみ。善良で博識な依頼人で何よりだった。


店主曰く、強めの配合というのも魔力の多い魔石を使用しているだけとのこと。どれほどの品質かは分からないが、魔石といってもピンキリなので、彼女が用意できるものならば〝特別な花を育てる時用のちょっと良い魔石〟か。


「あ、緑の石リーフストーンとかは試しましたか？」


「はい、一度。けれど、根づかなくて」


これは手強い、と店内の花々にヒントを探すリゼルの後ろ。緑の石で色々思い出したらしいジルとイレヴンが、無言で視線を逸らしたり、血の気の引いた顔を覆ったりしていた。


どうしたのかと不思議そうな店主の隣で、リゼルは思い至ったようにポーチを漁る。


「取り敢えず、有効そうなものを並べましょうか。緑の石と」


鉢の隣に、ころころと転がされた苔色をしたガラス玉。何故冒険者がこれを持っているのかと、店主は目を丸くした。珍しいものではないとはいえ、市場に出回るものでもないので手に入れるには冒険者に依頼するしかない。依頼を受けたなら、依頼主に納品されているはずだ。


そう疑問を浮かべる彼女の目に、追い打ちをかけるように驚愕きょうがくの品が飛び込む。


「魔石も強く、炎と」


「……？」


店主は、緑の石にコツリとぶつかる魔石をまじまじと見下ろした。


魔石の繊細せんさいな配合を可能とする彼女は、大体どの程度の魔力が籠もっているかを経験則で把握できる。そんな彼女でも、途轍とてつもないとしか言いようのない強大な魔力が込められていた。


こんなもの見たことがない、余程の大商人しか扱えないのではないだろうか。そんなことを考えていた彼女に、そういえばとリゼルが顔を上げる。


「あ、でも火だけ強くしても駄目ですね」


「え、ええ」


「じゃあ土と水、風が足りねぇ？」


「おら」


すんなりとジルから出てきた。


リゼルは特に驚きもせず、差し出された三つの魔石を受け取る。イレヴンも一緒に覗き込み、手の中でくるくると回してみれば、確かにリゼルの持つ火の魔石と同程度の品質だった。


「これ、どうしたんですか？」


「それと同じだよ、エレメントマスター」


「は？　あれ燃えてんじゃん」


「ランダムで変わる」


マジか見たい、と興味津々しんしんなイレヴンを尻目にリゼルは礼を告げ、それらを炎の魔石の隣に並べた。火の上位が炎と呼ばれているように、それぞれ岩、氷、嵐と称されるに相応ふさわしい魔石だ。ちなみに上位の名称は俗称で、正式にはどれほど強くとも火土水風の魔力なのだが、分かりやすいので呼び分けられている。


「後は、これを粉に……ジル」


「何で呼んだ」


「え？」


「あ？」


「あの、機材がありますので……」


イレヴンが笑いを堪えて震える隣で、店主は作業台の端に置かれた機材を指さした。


見た目は金属製の箱のようなもの。それにハンドルがついている。とある薬士くすりしの元で見たものより小さく、持ち運びもできるタイプだ。その代わり一つずつしか魔石を砕けない。


箱の下には口の広い小さな瓶が一つ。そこに粉になった魔石が溜まるようになっている。


「俺やりたーい」


「じゃあイレヴン、お願いします」


以前はジルがひたすら砕いたので、今度はと思ったのだろう。


イレヴンは意気揚々と上部の穴に魔石をセットして、やや楽しそうにハンドルを回し始めた。少しずつしか砕けないが、ハンドルは薬士のものとは比べようもないほど軽い。これならば、店主の華奢な腕でも何とか魔石を砕けるだろう。


その彼女はというと、少しずつ瓶に落ちる粉を見て、ようやくまともな思考を取り戻す。


「緑の石はこのまま鉢に入れれば良いですか？」


「何で知らねぇんだよ」


「そこまで書いてなかったんです」


数々の研究書で石の存在を知っていたリゼルだが、そもそも研究書というのはその分野に詳しい者しか読まない。知っていて当然だと、基礎の基礎までいちいち書かれてはいなかった。


「いえ、これは簡単に砕いて使います。完全に土の代わりにするものもあれば、土の上に敷き詰めて……あっ、いえ、そんな……っ」


店主が己の片手を胸元で握りこみ、慌てて口を開く。


「いけません、そんな、貴重なものなんでしょう？」


「良いんですよ、本もとを正せばタダですし」


まぁ間違っちゃいない、というのはイレヴンの談。物は言いようだよな、というのはジルの談。両者とも特に気にせず同意したが、店主にとっては容易に受け入れられるものではなかったのだろう。更に言葉を続けようと、薄紅の唇を開いている。


けれど、いけないと眉尻を下げるその姿は庇護ひご欲よくを煽あおり。ここで「なら止めておこう」と言える男がいるのだろうかと、リゼルは少しばかり俗っぽい己の思考に可笑しそうに笑った。そうでなくとも、発言を撤回する気はないが。


「本当に良いんですよ」


「ですが、依頼は」


「俺たちはその依頼に、したいように取り組んでいるだけなので」


こういうのも縁だろうと考えるリゼルは、必要ならば誰かに何かを譲ることを惜しまない。今も依頼達成のためにできることをしているに過ぎず、極論ではあるが鉢植えに水をやっているのと変わらないのだ。


「それとも、したいことを我慢したほうが良いですか？」


揶揄からかうような問いかけに、店主はもう何も言わなかった。


ふっと肩の力を抜き、微笑んで礼を告げる姿にリゼルも目元を緩めた。良かった良かったと作業台に転がる緑の石を幾つか手に取り、そのままジルへと手渡す。


「はい、ジル」


「……」


ジルは砕ける前提で渡すなと思いつつも石を握りこんだ。手袋越しに力を込めれば、メキ、と軋んだ音がした直後。握りが小さくなるごとに砕けていく音がする。


「ニィサンぱねぇー」


「有難うございます」


砕けた石を平然と受け取るリゼルに物申したいが、ぽかんとこちらを見る店主の存在もあって止めておいたジルだった。流石にリゼルの〝やりたいことをやる〟発言の後で文句は言いづらい。


「リーダーできた」


「全部ですか？」


「全部」


イレヴンが粉の魔石が溜まった瓶を持ち上げる。瓶の中では、魔石がそれぞれの色の層を作っていた。強く日の光を反射し、煌めくそれらは魔力溜まりの土とよく似ている。


それを店主に渡し、土に混ぜ込んでもらう。彼女は三人に覗き込まれながら、鉢の中の土をいったん浅いトレーに開けた。そこに魔石を振り入れながら、スコップで土をかき混ぜていく。


「粉にした魔石って、すぐに魔力が散っちゃいませんか？」


「ええ、専用の鉢は使っていますが、ひと月が限度でしょうか」


「それまでに咲かねぇとやり直し？」


「それは大丈夫だと思います。ほら、イレヴンの実家もそうですし」


「あー」


アスタルニアの森にある移動型の魔力溜まり。それが移動したからといって、移動元の草木が枯れたなど聞いたことがない。ならば、芽さえ出てしまえば膨大な魔力は必要ないはずだ。


店主が鉢に土を戻し、その上に砕いた緑の石を敷き詰める。更に花の種を載せれば、土の煌めきが不思議と種に向かって流れているように見えた。


「お、良いんじゃねッスか」


「良さそうだな」


「良さそうですね」


どんな仕組みかは分からないが。非常に良さげな雰囲気だ。三人は満足げにそれを眺める。


店主も視線を釘づけにして種を見下ろした。見開かれたその瞳は微かに揺れている。


「じゃあ次は水ですが」


「は、はい」


その瞳も、リゼルの声にすぐに元へと戻る。


「これは単純に行きましょう」


「え？」


そんな彼女の視線の先、リゼルは一つの瓶をポーチから取り出した。


密封された瓶の中では、非常に青みの強い美しい水が揺れている。透きとおり、まるで水自体が光を宿しているかのように明るい。


「魔力溜まりの川の水です」


「そういや汲んでたな」


「あー、あん時の？」


店主はもう何も驚かなかった。いや、確かに驚いた。驚いたが、素直に受け入れることができた。その瞳に浮かぶのは感嘆。ほうっと息を吐き、見惚れるように瓶を眺める。


「使いどころがなかったので役に立って良かったです」


「ジャッジに見てもらったんじゃねぇの？」


「貴重なものだけど、用途は不明らしくて」


「何でそんなもん取っとくんだよ」


割と身も蓋もないことを言いながらリゼルは瓶の蓋を開けた。


果たして使えるだろうかと覗き込む。ジャッジの鑑定を受けたタイミングできちんとした瓶に入れ替えたのだが、やはり汲んだ時よりは魔力が散ってしまっていた。だが劣化らしい劣化もなく、魔力もまだ十分に多い範疇はんちゅうだろう。正直、今まで忘れてほったらかしていた。


「これ、使えそうですか？」


「お借りしますね」


瓶を受け取った店主が細い指先を水につける。そして、くるりと一回かき混ぜた。


「はい、大丈夫そうです。……あの、頂いても？」


「どうぞ」


しかし、とジルやイレヴンは思う。今までに提供した素材だけを見れば、ＡランクやＳランクでもおかしくない依頼だった。違和感あるなと、それで片付けられる彼らも大概だが。


店主は鉢の上で瓶を傾けて、鉢の中心に置かれた種を避けるように水を注いでいく。すると、土に混ぜられた魔石の煌めきが目に見えて強くなった。敷かれた緑の石をすり抜け、立ち上る煌めきがいかにも正解を叩き出したと伝えてくる。


「なんか楽しくなってきた」


「俺もです」


リゼルとイレヴンが期待を込めて鉢を覗き込む。


まるで迷宮の謎を解いたかのような謎の演出とドキドキ感が素晴らしい。


「じゃあ、あとは光ですね」


「つってもどうしようもねぇだろ」


「そうなんですけど」


魔力溜まりでも太陽光が降り注いでいたのは変わらない。


他の植物と同じように、日当たりの良い場所に置くぐらいしかできないか。困ったように頬に手をあてる店主も、既にそれに思い至っていたのだろう。リゼルが最初に鉢を見た時も、日の当たる窓際にあったのだ。森の中にあったという点を考慮したのか、グリーンカーテン越しの光が注がれていた。


「森ん中キラッキラしてたじゃん、あれは？」


「あれは魔力の霧なので……ああ、でも魔力を通した光っていうのもあるかもしれません」


「関係あんのか」


「ないかもしれないですけど」


だが未知に立ち向かう時、いつだって人は失敗を繰り返しながら成功を摑みとる。


魔力溜まりにあったのだから、魔力が原因で種が駄目になることはないだろう。やってみるしかないとリゼルは一つ頷き、三人の話し合いを見守っていた店主へと向き直った。


「魔力を閉じ込められるような、鉢を覆えるケースはありますか？」


「ケース、ですか？」


「できれば大きすぎないほうが助かります」


「分かりました。あったかと思いますので探してみます」


ケースが大きすぎると魔力濃度を上げづらい。


そう告げたリゼルに、店主は店の奥へと姿を消した。暫くして彼女が運んできたのは、透明なガラスケース。大きさもちょうど鉢一つを覆うほどだ。


「こちら、使えますでしょうか」


「はい、有難うございます。あ、前も開きますね」


ガラスケースの正面は両開きになっており、その真ん中に小さな金具が一つある。魔力を注ぐのにちょうど良さそうだ。ケースの中に鉢を置いてみると、なかなかに見栄えが良い。


「あとは魔力を」


「足りんのか」


「どうでしょう。この大きさなら、ギリギリ行ける気もします」


魔力溜まりの魔力濃度を再現するには、相当の魔力を注がなければならない。どれほど必要なのかは想像もつかないが、近いところまで行ければ良いなぁと、リゼルは少しの隙間だけガラスケースを開いた。


そして周りが見守るなか、その隙間に手を当てて、魔力を。


「……やり方が分かりません」


「はァ!?」


「いつもどおりだろ」


「だって、いつもは向ける先があるじゃないですか」


魔石であったり、魔道具であったり、魔法発動のためだったり。魔力を向ける先も描くべき線もあるので、漠然と空気中に放出したことなどリゼルには一度もなかった。


「イレヴン、できますか？」


「は？　えー……、こうか……ふんっ」


「出ました？」


「ぜんっぜん出ねぇ」


「何だ今の」


はらはらと店主が見守るなか、リゼルとイレヴンは暫くエア魔力と戦った。


途中、彼女の視線がそれらを眺めるジルをそっと窺う。何故蚊帳かやの外なのかと、ごく自然に疑問に思ったのだろう。彼女自身、魔力の扱いについては詳しくないので、そういうこともあるかと直ぐに納得したようだったが。


「あ、出たかも」


「どうやりました？」


「こう、手にジワジワ、ジワワワワみてぇに」


冒険者は〝魔法は感覚派〟が圧倒的多数を占める。


その例に違わないイレヴンの説明に、完全理論派のリゼルは負けた。何も分からない。これでイレヴンの魔力量が多ければ頑張ってもらうのだが、彼の魔力量はいたって平均的。それでも獣人の中では多いほうだが、魔力溜まりを再現するには足りない。


よってリゼルは頑張ってイレヴンから情報を引き出し、奮闘すること五分後。見事に魔力を放出する方法を身につけた。身に着けても使う機会は二度と訪れないだろうが。


「ジル、お待たせしました」


「うるせぇ」


「ニィサンお待たせ」


「うるせぇ」


わざわざ一声かけるところに含みがある、とジルは二人の笑顔に顔を顰める。


「よし、じゃあ行きますね」


「はい、お願いいたします」


「リーダー頑張れー」


「魔力不足になんなよ」


リゼルは隙間を覆うように掌てのひらをあて、ケースに魔力を注ぎ込んでいく。


じわじわとしか放出できないので暫くかかりそうだ。そう告げれば、店主がそれならばとハーブティーを用意してくれた。椅子がないので立ち飲みだが、三人は気にせず少し変わった風味の紅茶に舌鼓したつづみを打った。


そして五分後。


「掌がぞわぞわします」


「魔力中毒じゃねぇか」


順調に魔力が溜まっている証拠なのだろうが、なかなか辛い。掌だけ。


「あの布とか巻いてみる？」


「いえ、上手く魔力が出せなくなりそうなので」


「あの、ご無理は……」


「大丈夫ですよ、何か支障がある訳じゃないので」


その更に五分後、ようやくケースの中に薄っすらと霧が立ち込める。


よく見れば、程度だが十分だろう。これ以上は無理かとリゼルは魔力の放出を止めて、素早く扉を閉めた。金具を留めようとすれば、横から伸びたジルの手が代わってくれる。手が非常にピリピリしているので有難い。


「有難うございます」


「ああ」


「これが、魔力溜まりの……」


平然とした様子のリゼルにほっとして、店主はガラスケースを眺めた。


時折、薄っすらと現れては静かに揺れる虹色の霧。土中の魔石に反応しているのか、鉢の中から立ち上るように煌めき始める。


「これで咲くと良いんですけど」


「何日か経たねぇと分かんねぇの？」


「種の中には、条件が揃えばすぐに芽吹くものもありますが」


そう、彼女が言いかけた時だった。


「おっ」


ふいに間近で種を眺めていたイレヴンが声を上げる。


全員がそちらを見れば、パリ、と種の表皮に細い亀裂が走っていた。種が息絶えようとしているようには見えない。中から何かが押し上げたような破れ方に、これはもしやと誰もが思う。


「…………っ」


店主は息を呑んだ。


亡き夫が手に入れ、咲かせられなかった花。彼が唯一残した夢を、叶えられるのだろうか。もし、そうなのだとしたら。祈るように組んだ両手が震える。瞬きを忘れて見つめた種は、徐々に割れ目が広がっていく。ついに、橙の双葉がゆっくりと顔を出し、そして。


「うん、ここまで育てば枯れないでしょう」


「リーダー!?」


リゼルの手がガラスケースを開いた。


「え？」


店主が吐息を零す。それは安堵の溜息ためいきにも似ていた。


「あ、ぼんやりする。すっげぇ頭ぼんやりする！」


「何か斬りてぇ」


「俺も全身ぞわぞわします」


ガラスケースから溢れた魔力に、リゼルたちはわいわいと騒ぎ立てた。笑い話にできる程度には、散ってしまえば大したことのない魔力濃度だ。魔力中毒もすぐに収まるだろう。


けれど店主は、握りしめた手を静かに解いて呆然としていた。何故か、亡き夫のことが鮮明に思い起こされる。次々と浮かび上がる面影が、少し悲しく、寂しく、酷く愛おしい。


「これで、咲かせるための方法は分かりましたね」


「あ、の」


「咲かせたい時は、誰かに魔力を注いでもらってください」


微笑むリゼルに、いまだ尾を引く夫との思い出に沈んでいた彼女は、ほぼ無意識のように頷いた。何故だ何故だと騒ぐ赤色と、呆れきった様子の黒色を伴い、去っていく清廉せいれんな後ろ姿を見送る。


ぽつり、と唇から零れたのは感謝だった。彼女は三人へと深く腰を折る。


「（そんなに、未練があるように見えたのかしら）」


リゼルたちの姿がなくなるまで頭を下げていた彼女は、心の中でそう零しながら体を起こした。気の抜けた心地で、ガラスケースをそっと撫でる。見下ろせば、生き生きと双葉を広げる種が一つ。


夫がこの種を見つけてきてから五年。先立たれてから三年。そして、一人の男性にお付き合いを申し込まれてから一年。気持ちの整理がつくまで待つよと、彼は笑いながら言ってくれた。今でも、週に一回は必ず店に寄って花を一輪買ってくれる、心の優しい男性。


そろそろ良いかもしれないと依頼を出した。この花を咲かせることができれば、区切りをつけられるだろうと。花を咲かせられる望みなど薄い冒険者に頼んでおいてと、今になって気付いた自らの本音に可笑しくなる。


「まだ、想っていたいみたい」


彼女は泣きそうな瞳で、愛おしそうに唇を綻ばせて、美しく微笑んだ。






「何となく、迷っていたようなので」


ギルドへの道を歩きながらリゼルはそう語る。咲かない原因が分からないと告げた時の安堵の吐息に、咲きそうになった時に揺れた瞳に、きっと迷っているのだろうと。


だからこそ、最後は彼女に委ねた。


「は、依頼出しといて？　いい迷惑じゃん」


亡き夫の形見だという。色々と思い入れがあるのだろう。


だがそんなもの知るかとばかりに告げたイレヴンに、リゼルは思案するように口を開く。


「咲かせることで区切りをつけたいのか、想い続ける覚悟をしたいのかは分かりませんが」


ううん、とリゼルは花屋の女性を思い出した。


顔を合わせた際に酷く魅力的な女性だと感じたのは、俗にいう未亡人オーラだけではない。憂うれいの中に、どんな結果でも受け入れようという覚悟を秘めた瞳があったからなのだろう。


「咲いたら本当に、その決断をしたと思いますよ」


「ダイジなトコ人任せとかさァ」


「天気占いみたいなものですよ。分かれ道での枝任せ、でも良いですけど」


「あー、分かりやすい」


リゼルが気付いたから複雑化したが、依頼人は最初からリゼルたちに何も特別なことを求めていない。ただ切っ掛けの一つであり、過ぎ行く事象に心を預けただけのこと。


それに、とリゼルは可笑しそうに笑う。


「一人では難しいなら助けを求めるべきでしょう。それが、自分の心のことでも」


宥なだめるようにイレヴンの頬の鱗に触れ、離せば、不貞腐れたような顔はすでに笑みに代わっていた。最初から本気で不貞腐れていた訳ではなかったようだ。


「それをお前は突き放した訳だ」


鼻で笑うジルに、人聞きが悪いと苦笑を零す。


だが、確かにそのとおりだ。区切りをつけたいのだろう。つけたくないのだろう。それに気付いた時に、普段ならば気にせず依頼を完了させただろうリゼルがそれを避けた。


「彼女の覚悟につり合うものを俺が持たないので」


「向こうはそういうのいらねぇんだろ」


「そうですけど」


気付いてしまったからには仕方ない。


恋焦がれたことなどないが、誰かに焦がれる気持ちはよく分かる。けれどリゼルはそれを失ったことがないのだ。その時に自分がどうするのか、どんな区切りをつけるのか。依頼人の彼女のように、どの区切りであっても受け止められるような覚悟ができるのか。


それすら分からない身に、彼女の決断は眩しすぎたのだ。


「つっても俺ら依頼失敗なんスけど」


「失敗してませんよ」


「ん？」


「ほら、よく思い出してください」


イレヴンはその言葉に、依頼内容を思い出してみる。


花を咲かせたいのだろう。そう書かれていたはずだ。ならば咲かせなければ失敗なのでは。そのための知恵を貸せと、そういう依頼だったはずで。


「……あ」


「でしょう？」


リゼルが揶揄うように目を細め、気付いていたジルも呆れたように溜息をつく。


咲かせろなどと、依頼用紙には書かれていなかった。知恵を求められただけ。それが実際に有効なものに限るとも書かれていなかったし、そうでなければ報酬が出ないとも書かれていなかった。誰が受けて、何をしようと、誰でも依頼は成功できた。


「えー……そこまで狙ってんの？」


「魅力的な女性は皆、何処かにしたたかさを持つものですよ」


だからこそ魅力的なのだろうが。


何とも恐ろしいことだと三人は話しながら、ギルドまでの道のりを歩いていった。






今はもう使われていない、緑の蔓に覆われた古井戸の隣。草花に溢れた店内で、今日も彼女は少し儚げな笑みを浮かべ、訪れた者へと美しい花を差し出している。そんな君だから恋をしたのだと、いつまでも待っているからと、そう優しく告げた男性へと。


窓際には橙の双葉が覗く鉢が一つ、朝露に濡れてきらきらと輝いていた。
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外での昼食を終えた後。


宿に向かって歩いていたリゼルは、見知った背を見つけて歩調を速めた。リゼルと同じく装備は身に着けていないが、いつもと同じ真っ黒の、そして少しラフな後ろ姿。


それに気付いたのだろう。歩調を緩めて振り返る姿に、小さく笑みを浮かべて呼びかけた。


「ジル」


「おう」


二人で並んで歩き出す。


「お昼、終わりました？」


「ああ」


「これからの予定は？」


問いかけるリゼルをジルが横目で窺う。何処か行きたい所でもあるのか、それともやりたいことでもあるのか。支障がなければ一人でふらつくリゼルが確認をとった、ジルにとってはそれだけである程度の予想はついた。


装備でないなら冒険者関係ではない。それ以外で、ジルが必要とされる場所は限られる。


「裏商店、行きたくて」


「欲しいもんでもあんのか」


正解、と内心で零したジルの前で、リゼルは少しばかり嬉しそうに口を開いた。


「ほら、君の行きつけの」


「そういや何か言ってたな」


「はい、そろそろどうかなと」


豪華絢爛けんらんな娼館で出会った、とある双子の佳人かじんの骨董品こっとうひん店。


まだアスタルニアへ向かう前に、リゼルは彼女たちの営む店へと訪れたことがある。娼館で可憐な唇から賜たまわった命のとおり、きちんとジルにねだって許しを得てからだ。おねだり大成功。


アンティークに溢れた小さな店内で、リゼルが見つけたのは一冊の色褪あせた古書だった。よく見れば、それは二冊組の片割れのようで。もう一冊は何処にあるのかと問いかけた。


『これの対となるもう一冊、取り扱いはありますか？』


『いいえ、ないわ』


『知らなかったわ』


『そう、二つで一つなのね』


『離ればなれでは可哀想ね』


そうして彼女たちに、暫くしたらまた来るように告げられた。


探してくれるとも売ってくれるとも言われなかったが、揃えてくれるのだろう。リゼルのためではなく、ただ二つが一緒に居られるようにと。きっと、それだけのために。


だからこそリゼルも、手に入らずとも揃ったところを見られれば良いなと願っていた。


「こっちに戻ってから、何回か行こうと思ったんですけど」


「開いてなかったか」


「開いてなかったです」


その店が開くのは、店主である美しい双子の気分次第。


これまでは全くタイミングが合わず、どうにも行く機会を逃していた。ちなみに店が営業中かどうかは精鋭に頼んで調べてもらっている。どうやって調べているかは分からないが、まともに店内に足を踏み入れられたことは一度もないようだ。


「精鋭さん全員、彼女たちに嫌われるみたいですよ」


「そりゃそうだろ」


「前に、店に入った途端に休業宣言されたとか」


「今日本当に行けんだろうな」


二人は進路を宿から路地裏に変更し、少し冷えた空気の中へと姿を消した。






幾つもの細い路地を抜け、時に先を遮るような布を潜り、涸かれた噴水のある小さな広場へ。


夜になれば異様な賑わいを見せる場所も、昼間は錆びついて動かない螺子ねじのように侘わびしい空気に満ちている。ぽつりぽつりと絨毯じゅうたん敷きの露店も見えるが、店主は生きているのか死んでいるのか、座り、横たわり、動かない。


だが通り過ぎる度、何を要求しようというのか。陰鬱な顔が持ち上げられるも、ジルの一瞥に諦めの空気を纏って再び動かなくなる。力量の差を測れず、裏で長生きはできない。


「捜索依頼を受けた時以来ですね」


「あー……女が殺されてた時か」


「俺は見てないですけど」


とある貴族のご令嬢、それを探せという依頼。


路地裏の奥地を散策したかったこともあり受けた依頼は、捜索対象が惨殺されていたという衝撃の結末を迎えた。とはいえリゼルたちは特別騒ぎ立てることもなかったが。イレヴンが血の匂いに気付いて先行し、部屋を覗き込んで「あーあ」と首を振っただけだった。


「あれ、結局犯人って捕まったんでしょうか」


「無理だろ」


「そうでしょうね」


リゼルたちはギルドにありのままを報告し、ギルドから憲兵へと事態が報告されて、どういった状況だったかの簡単な聴取が行われた。だが、憲兵もそれ以上は動かないだろう。


裏では然して珍しくもない出来事。更に殺された令嬢の親も事態を隠蔽いんぺいしたいというのだから、きっと真相が解明される日は来ない。憲兵は忸怩じくじたる思いを抱くだろうが。


「あれが日常茶飯事とか物騒ですよね」


「日常でもねぇだろ。騒ぐ奴がいねぇだけで」


「ああ、そういう」


成程と頷き、リゼルは人がすれ違うのも困難な路地へと足を踏み入れた。


「そういえばあの時、情報屋が集まる酒場があるってイレヴンが言ってたじゃないですか」


「情報屋っつってもピンキリだぞ」


「一度利用してみたいです」


「必要ねぇだろ」


「そうですけど」


取り留めのない雑談を交わしながら暫く歩けば、目的地が見えてくる。


一見して店と見抜くことは難しい、路地裏にはありきたりな木の扉。近くにある明かりの灯らない街灯の下に、小さなプレートが引っ掛けられている。そこに刻まれた店名だけが、その扉が店への入り口であると告げていた。基本的に、紹介もなく初見で入れるような店ではないのだ。


「開いてんな」


「良かったです」


ジルがドアノブを押し込む。


扉は微かに軋んだ音を立てて開かれた。想像よりも分厚い扉の向こう側から、徐々に幾つものランプに照らされた薄暗い店内が現れる。所狭しと並べられたアンティークが、ランプの色を映してチラチラと煌めいていた。


「あら、久しぶりね」


「随分と久しぶりね」


その奥に、彼女たちは肩を寄せ合うように腰かけていた。


全く同じ顔に浮かぶのは、全く同じ艶やかな笑み。鮮やかな色の唇が弧を描き、くすりくすりと頬を寄せ合いながら笑う。その頭には猫の耳。一人は折れ耳、一人は立ち耳、それだけが彼女たちを区別していた。


しなやかな体の後ろで、ビロードのような黒の毛並みの尾がゆらりと揺れる。


「お久しぶりです、双子さん」


「アスタルニアに行っていたって聞いたわ」


「帰ってきているというのも聞いていたわ」


鈴の音のような軽やかな声の双子は、あらゆる情報に敏さとかった。


どこで情報を得ているのかと思うも、裏商店で最も格調高い娼館の、更に最上にその身を置いている彼女たちだ。表だろうが裏だろうが、情報源には事欠かないのだろう。とはいえリゼルたちの動向など、調べずとも耳にする程度には出回っているのだが。


「教会の依頼を受けたんでしょう？」


「しっかり者の子がいたでしょう？」


リゼルとジルは、狭い店内で商品を避けながら歩み寄る。


それを目で追っていた双子が、ふと瞳を持ち上げてそう切り出した。机を挟み、リゼルたちを見つめる瞳は瞬きもなく、獲物を視界に捉えた獣のようだ。気に障ることをしてしまっただろうかと、リゼルは二対のオッドアイから視線を逸らさないまま微笑んだ。


気まぐれな彼女たちの機嫌は、それこそ気分で簡単に変化してしまう。


「折り目正しいお姉さんでしたら、大変お世話になりました」


教会からの依頼、その依頼主である姉弟。しっかり者というイメージから姉のほうだろうと当たりをつければ、二つの艶やかな赤い唇がつっと笑みを深めた。


「そう、あの子は昔からそうなの」


「私たちにもあれこれ口煩いのよ」


「しっかりしてるでしょう？」


「とっても良い子でしょう？」


二人を見据える瞳の中で、大きな丸い瞳孔が絞られていく。


「「だから、酷いことしちゃ嫌よ」」


蠱惑的こわくてきな笑みと寄越された忠告に、リゼルは可笑しそうに相好を崩した。


手を出すなと、そう釘を刺されるほどに女遊びが激しいと思われているのだろうか。同じくその言葉を向けられたジルも、余計な忠告だとばかりに顔を顰めている。もしくはイレヴンのことかもしれない。彼女たちの毛嫌いする精鋭らの頭なのだから。


「酷い真似、もうしてしまいました」


「あら、悪い子だわ」


「酷いことするのね」


思い出すのはリゼル自身も深く反省した、酔っぱらっての依頼放棄のこと。


だが、それを彼女たちが不快に思うことはないだろう。言ってしまえば、冒険者と依頼人の間で起きた問題だ。彼女たちが後から文句をつけるようなことでもない。その証拠に、リゼルたちと双子にあるのは戯れるような空気だけだった。


「大丈夫よ、あの子は全然気にしてなかったわ」


「むしろ、依頼料を返されたって気にしてたわ」


リゼルは依頼の後、菓子折りを持って依頼の放棄を謝罪しに行った。


その際、受け取った依頼料をそのまま返却している。ジルが依頼料は不要だと伝えたにもかかわらず、しっかりと当初の予定どおりにギルドを通して渡されたからだ。勿論、パーティメンバー二人からの同意もしっかり貰った後で。


あの姉弟なら逆に気負ってしまうだろうとは思ったが、リゼルとしても譲れなかった。


「そう言っていただけると少し楽になります」


「まだ気にしてんのか」


「不平不満を持たせてたら申し訳ないじゃないですか」


謝罪の際にも全く気にしていないと言われたが、やはり第三者から聞くと安心感が違う。


「そういえば、貴方たちの依頼で何かできたかもって言っていたわ」


「あの子のあれだけ嬉しそうな顔は久しぶりだわ、何だったかしら」


ふと、何かを思い出すように双子が互いに向き合った。思案するように二対の耳が伏せられ、ゆっくりと元に戻る。細く長い尾の先端が、二度三度と左右に曲がった。


「ああ、確か」


「カミオロシ」


ふ、と彼女たちのオッドアイがリゼルを向く。


だがリゼルはというと、あまりにも予想外な単語に少しばかり驚いていた。思案するように口元に触れ、感心したように目を瞬かせる。その隣ではジルが、全く聞き覚えがないと眉を寄せていた。


「カミオロシ？」


「凄くマイナーな言葉が出ましたね」


リゼルもちらりとジルを見る。


マイナーすぎて書籍でも全く目にしない単語だ。元の世界とこちらの世界とで、定義に違いがあるかの確認すらできていない。教会関係者から出たのを思えば、大きな違いはないのかもしれないが。


「俺が知る限りでは」


そう前置きすれば、ジルは察したのだろう。頷いて先を促した。


「まず〝神〟っていうのが……何て言えば良いのかな、〝超自然的な力〟のことで」


「あ？」


「何も分からないわ」


「何も分からないわね」


全員にもっと分かりやすく言えという顔をされた。


そう言われても、とリゼルは苦笑する。実態のあるものについての説明でもなければ、はっきりとこれを指すという定義ができるものでもない。言葉で伝えようとすると難しかった。


「まず、教会は自然信仰ですよね」


「そうね」


「この国では大地信仰ね」


「その自然の理ことわりから外れた、超常的な力や現象のことを教会では〝神〟と呼ぶんです」


ざっくりと纏めてみせれば、双子はことりと首を傾げ、ジルは眉間の皺を深める。完璧に理解はできないが、話を進めるのに支障がない程度には何となく分かった、といったところか。


「基本的には、教会関係者しか使わない概念ですね」


「それも信仰すんのか」


「いえ、ある意味自然とは真逆なので……それに、信仰を向けるべき対象もないですし」


こればかりはどうにも、とリゼルも考え込む。


そもそも自然の理、というのも曖昧なのだ。例えば人知を超えた嵐を目の当たりにした時、それを自然とするか神とするかは地域差によるだろう。恐らく王都では前者の扱いになるが、それでも後者を否定はしない。信仰の対象に意思がある訳でもなし、誰に忖度そんたくする必要もないからだ。


超自然を自然の上位に定義づけている所ならばあるいは、といったところか。


「ややこしいな」


「概念的すぎて説明しづらいんですよね」


「奇跡そのものっていうことかしら」


「ときどき不思議な力が働くものね」


「あ、そんな感じです」


リゼルが褒めるように目元を緩めれば、彼女たちも機嫌が良さそうに目を細める。


本職は教師か、と思わせる教会での依頼人を思い出したのかもしれない。気まぐれな双子が今も交流を重ねているのだから、よほど彼女のことを気に入っているのだろう。


「だから神降ろしは、その超自然的な力をその身に降ろすっていう意味で」


「凄ぇこと言われてんな、お前」


「何ででしょうね？」


酔っている間のことを覚えていないリゼルは不思議そうだが、呆れているジルには納得できなくもなかった。貴族モードに入ったリゼル、その瞬間を教会の姉弟は目の当たりにしたのだ。絶好のタイミング、しかも初見だというのだから勘違いしたとしても仕方ない。


まさか酔っぱらいが暴走しているなどとは思ってもいないはずだ。


「難しいのは嫌ね」


「お勉強は嫌いよ」


「じゃあ、ここまでにしましょう」


美しい彼女たちは、拗ねたように唇を尖らせる。


本来、大切な相手が口にしたのでなければ、二人にとって然して興味のあることではないのだろう。まだ本題に入っていない内に機嫌を損ねられては大変だ、とリゼルはすぐさま説明を切り上げて店内を見回した。以前に古書が置かれていたのは、小さなテーブルの上だったか。


「あ」


重厚な表紙が特徴の古書が、二冊。重なり合うように置かれているのを見つけて、リゼルはそちらへ足を向けた。群青と真紅の革表紙、そこに銀の箔はく押おしで本の名前が刻まれている。


「揃ってたか」


「はい」


リゼルは嬉しそうに、触れるか触れないかの加減で表紙に指を滑らせた。


その後ろからジルもそれを覗き込む。以前は群青色の一冊しかなかったものだ。


「そう、それを欲しがっていたものね」


「私達は一緒にしてあげられたかしら」


「中を見ても？」


「「どうぞ」」


そう告げたきり、何かを囁き合う双子からリゼルは本へと視線を落とした。


真紅の表紙をそっと持ち上げ、一ページ、二ページ。慈いつくしむように紙面をなぞっていたリゼルの目が、本を閉じると同時に再度彼女たちへと向けられる。


「確かに」


それを聞いて、幸せそうな笑みを浮かべる二人にリゼルも柔らかく微笑んだ。


リゼルはさて、とそんな彼女らに向き直る。この店では、何を買うにも店主である彼女たちの許しがいるのだ。その点、いつでも煙草を売ってもらえるジルは非常に気に入られていると言えるだろう。意外と猫に懐かれるタイプなのか。


そんなことを戯れで考えながら、リゼルはいざ交渉を開始した。


「二冊、売っていただけませんか？」


「あら、どうしようかしら」


「決して離れ離れにはさせません」


「そうね、それは大切だわ」


手応えは薄い。しかし、全く駄目そうかというとそうでもない。


焦らされているだけのようにも思えるが、二対の瞳は瞬きもなくじっとこちらを見つめている。出方を窺っているのか。ならば、やり方次第では交渉が成立する可能性もある。金を積むのは簡単だが、彼女たちは金蔓かねづるの客など幾らでも持っているのだ。価値は薄い。


ならば、とリゼルは隣で成り行きを眺めているジルを見た。


「ジル、巻き込んで良いですか？」


「どうぞ？」


何を畏かしこまって、と言わんばかりに鼻で笑われた。


リゼルの視線の先で双子の唇が薄っすらと開く。艶やかなそこから、まるで獲物を目の当たりにしたかのように小さな舌が覗いた。ちろりと唇をなぞったそれに、リゼルは交渉成立を悟って微笑む。


「最近、何かお困りごとは？」


ようは、不足分は体で支払おうという提案だった。






彼女たちは、リゼルとジルの利用価値をしっかり理解していたのだろう。


夜に再度店を訪れるよう言われて、訪ねたら訪ねたですぐに連れ出された。彼女たちの望むままに服飾店で服を整えられ、髪を整えられ、あれこれと飾られて今に至る。目の前に聳そびえ立つはどこぞの貴族邸、豪華絢爛な舞踏会の会場であった。


「まさかこう来るとは」


「お前の所為だからな」


リゼルとジル、それぞれの腕に美しい猫の獣人は己の手を添えている。


しなやかな肢体を細身のドレスに包み、着飾った姿はまさに傾国けいこくと呼ぶに相応しい。すれ違う男たちは無意識の内に視線を囚われ、花に誘われた蝶ちょうのように声をかけようとしては、彼女たちの隣に立つパートナーを目にして我に返った。


片や誰より高貴である男、片や誰より強者である男。確かに虫よけには最適だろう。


「嫌だったかしら」


「いいえ。一夜であっても、貴女たちのパートナーという栄誉を頂けるんですから」


光栄だ、と微笑むリゼルに折れ耳の彼女はくすくすと笑った。


「俺は嬉しくねぇ」


「あら、悲しいわ」


「思ってねぇだろ」


微かに顔を顰めたジルに、立て耳の彼女も同じく笑みを零す。


この舞踏会は、彼女たちが夜の職場で誘われたものだという。誰が相手でも嫌なら断わる双子が了承したのは、久しぶりに全力で着飾りたい気分だったからに外ならなかった。


身に着けるのは光沢のある薄い布地のドレス。シンプルなそれを飾り立てる煌びやかなアクセサリー。それらに合わせた化粧は普段のクラシカルなものに比べて華やかで、彼女たちが女性であることを全身で楽しんでいるのだと伝えてくる。


「まるで闇夜に浮かぶ弓張ゆみはり月づきのようですよ」


「満ちるまでは届かなかったかしら」


「それでも、目を奪われるほどに美しい」


誠実に言葉を尽くすリゼルに、その腕に手を添えた彼女の折れ耳が機嫌よく上を向く。


その耳を飾るイヤリングが、屋敷の扉から漏れるシャンデリアの明かりに煌めいた。


「貴女たちが並べば、周りの星も霞ませるほどの美しさで煌々こうこうと輝くのでしょうね」


「お上手ね。褒められるのは好きよ」


シャラン、と黒い尾を飾るアクセサリーが涼やかな音を立てる。


リゼルはそれには視線を向けずに微笑んだ。パーティーを前に、気分屋な彼女の機嫌を盛り上げることができたようだ。慣れたようにエスコートしながら、人々の話し声に満ちた空間へと足を踏み入れる。夜闇を忘れさせるような煌びやかな空間だ。


カツン、と靴が磨かれた床を叩く音に、会場中の視線が集まった。


「よくやる……」


紳士ならば当然だ、とばかりのリゼルのエスコートにジルは辟易へきえきと呟いた。


「一刀は褒めてくれないのかしら」


「俺にそういうのを求めんなよ」


「ひと言で良いのよ」


立て耳の彼女の尾が楽しげに揺れる。


シャラリ、シャラリと耳をくすぐるその音色と、リゼルたちペアの揶揄うような視線に、ジルは顔を顰めながらも腕に寄り添う美しい彼女を見下ろした。


「俺の弓張り月はうるせぇな」


「貴方の言葉じゃないじゃない。ずるいわ」


ようはリゼルと同意見だということ。面倒になって丸投げしたともいう。


だがジルにしてみれば十分な褒め言葉だろう。それを分かっているのか、立て耳の彼女が機嫌を損ねた様子はない。満足そうに一度だけ首を傾げてみせ、正面へと向き直っていた。


燕尾やドレスに身を包んだ貴種きしゅらの話題を、二組のパートナーが意図せず席巻していく。


「あの双子は確か……」


「おお、今夜の舞踏会は華やかになりそうだな」


「ぜひとも懇意こんいになりたいものだ」


上流階級ご用達ようたしの娼館、その最も美しい花である彼女たちを知る者は多い。


訪れたことのあるものは親しげに、そうでないものは下心をもって彼女たちを眺める。


「彼らは？」


「何と、何故ここに……」


「踊りに誘ってははしたないかしら」


そして、リゼルとジルを知る者も少なくなかった。


冒険者が何故ここに、と知っている者は思うものの、全く場違いでない二人を忌避きひする者はいない。猫の双子を知る者は、奔放な彼女たちにつれて来られたのだろうと苦笑すら浮かべていた。リゼルたちが冒険者だと知らない者の中には、貴族ですら容易にお近づきになれない双子と共にいることに対して良い顔をしない者もいるが。


「視線が鬱陶うっとうしい」


「我慢ですよ」


良いも悪いも一緒くたに、集まる視線全てにジルは呟いた。


それをリゼルが慣れたように宥め、双子は他人事のように可笑しそうに笑う。


「オープニングまでどうしましょうか」


「招待状を頂いたの」


「ご挨拶あいさつしたいわ」


「待っていましょうか？」


今回の舞踏会は娯楽目的の開催だ。


当然ながら縁つなぎであったり接待であったり、それ以外の目的で来ている者もいるがそれは個人の自由。基本は踊りを楽しむ場なので、正式なパートナーも必須ではない。友人同士で参加して、気が合った相手を見つけて踊る。そういった参加者も多いので、リゼルやジルが付き添わずとも何ら問題はないだろう。


「いえ、一緒に来てほしいわ」


「好きじゃない方がいるの」


「絡まれるとしつこいのよ」


「じゃあジルがいたほうが良いですね」


「おい」


着飾って酷く見栄えしているとはいえ、ジルの持つガラの悪さは変わらない。冒険者らしいガラの悪さから、それなりの立場のガラの悪さには変わっているが、それでも強者の佇まいは全く変わらずにガラが悪い。そんなジルを前に変な真似ができる者などいないだろう。


リゼルたちは双子に導かれるまま、落ち着きのある初老の男性の元へと向かう。招待客と談笑していた彼は、すぐにリゼルたちに気付いたようだった。


「では、今日は楽しんでくれ」


「有難う」


友人らしい同年代の夫婦と挨拶を交わし、初老の男性はこちらへと向き直る。


国の中心にいるような人だな、とのんびり考えていたリゼルだが、折れ耳の彼女にそっと腕を引かれたのを感じて穏やかに応える。少し身をかがめれば、赤い唇がそっと寄せられた。


「公爵こうしゃく様よ」


成程、とリゼルは内心で頷いて彼女の手をとった。優しく前へ。


ジルも同じく腕を前にやって立ち耳の彼女を送り出し、斜め後ろに控える。


「やぁ、来てくれたのか」


「お招き嬉しいわ、公爵閣下」


「素敵な舞踏会になりそうね」


「ふふ、そうだと良いのだが」


親しげな雰囲気に、娼館を感じさせる色はない。


娼館を利用する目的はさまざまだ。一流の接待を求め、交渉の場として利用する者。気の許せる相手と気負わず話し、肩の力を抜いて休める場所を求める者。一流の店は、時にどんな城や屋敷よりも機密が守られる。


「君たちのお目にかかる相手がいればと思っていたが、さて。その必要はなかったかな」


目元に笑い皺を滲ませた公爵が、順番にリゼルとジルを見る。


「自前の、素晴らしいパートナーがいるようだ」


「けど、踊ってくれないっていうのよ」


「貴方からも言ってあげてちょうだい」


戯れるように言いつけられ、公爵は鷹揚おうように笑っていた。そして苦笑するリゼルと、当然だろうと顔を顰めたジルを眺め、仕方がなさそうに首を振ってみせる。彼女たちの気まぐれに翻弄ほんろうされる者同士、通じ合うものがあった。


それが互いに嫌ではないのなら尚のこと。奔放であるのが魅力である彼女たちから、それを奪おうとは思わない。


「君たちもぜひ楽しんでほしい」


「冒険者には勿体ないお言葉、心より感謝いたします」


リゼルの言葉に、公爵はゆっくりと頷いた。


冒険者が参加していることへの驚きはないようだ。彼はリゼルたちがそうであると知っていたのだろう。しかしリゼルは、建国祭でのパーティーにおいて彼の姿を見ていない。


「先の大侵攻での功労者だ。後でぜひ、活躍を聞かせてもらいたいものだが」


大侵攻の後、何処かの公爵から宿へ、騎士による迎えが寄越されたことがある。


それが誰かは分からない。精鋭らに頼めば調べてもらえたのだろうが、然して必要でもないと気にしないでいた。よって、目の前の初老の男性がそうなのかは分からない。


「彼女たちのお許しが出れば、畏れ多いことではありますが喜んで」


とはいえ今のリゼルたちは美しい双子のためにいる。彼女たちより優先すべきことなどなく、それはどんな事情が絡もうが変わらない。これで双子が了承すれば、言葉どおり拒否することなく申し出を受けるのだが。


「あら、駄目よ」


「折角つかまえたのに」


「それは残念だ」


未練なく笑う男は、その返答を予想していたようだった。


彼女たちの人となりを知っていれば当然か。自ら飾り立てた今宵こよい限りのパートナーを、易々と他人に貸し出すような献身的な使い方はしまい。


「では御機嫌よう、公爵閣下」


「楽しい曲が多いと嬉しいわ」


「ああ、また」


双子の獣人がしなやかな仕草で礼を示し、そしてそれぞれのパートナーを振り返る。そんな彼女らに手を伸ばし、その手をとってリゼルも公爵へと軽い礼を送った。相手が頷いたのを確認してその場を去る。


ちなみに彼女たちが絡まれたくない相手だと称していたのは、先の公爵の息子らしい。ジルを見て父親の後ろで小さくなっていた彼に、双子は一瞥たりとも向けなかったようだ。






やがて入場の時間が終わり、オープニングが始まる。


代表の男女がフロアで優雅に踊る姿を眺め、次に主催である公爵の挨拶を挟み、そうして舞踏会は始まった。オーケストラが奏でるワルツに、周りは次々とパートナーの手を取ってフロアに集まる。


猫の獣人である彼女たちもまた、艶やかに笑い合いながらパートナーを探しにいった。探すといえど、一歩フロアへ足を踏み入れれば声など幾らでもかかるのだが。


「これを朝までやんのか」


「体力ありますよね」


リゼルたちは楽しそうな二人を見送り、壁際でフロアの流れを眺めていた。


数度、リゼルたちを冒険者と知ってか知らずか声をかけてくる女性がいるも、全て断っている。そんな時もジルはリゼルに対応を任せきって一言も喋しゃべらない。そうしている内に、次第に誘われることはなくなった。


「何か食べて待ってましょうか」


「ああ」


広間には疲れた招待客が休めるよう、軽食の完備されたテーブルが幾つかある。


その一つに、楽しそうにステップを踏む人々とすれ違いながらリゼルたちは向かった。テーブルの後ろに大きなバルコニーが並び、人に溢れたこの空間で唯一開放感を抱くことができる場所だった。


ダンスはまだ始まったばかり。腰を休めようという者は少なく、二人が席に着くとすぐに給仕がやってくる。その腕に載せられたトレーに並ぶ、幾つものグラスからジルはシャンパンを、リゼルはアルコールのないものを頼んだ。


「知ってる方、いますか？」


「あ？」


テーブルはダンスフロアに近く、踊っている人々がよく見える。


その中でひときわ輝く猫の獣人二人、そんな彼女たちを目で追いながらリゼルは問いかけた。リゼルのグラスから一口飲んだジルが、それに怪訝けげんそうに眉を寄せる。


「有名な方々もいるみたいですし」


「知らねぇよ」


舞踏会に参加しているのは圧巻の有力者たち。


国中に名を馳はせる商人に、貴族ご用達の有名店舗の主人。もちろんリゼルたちのパートナーのように、主催者が個人的に懇意にしている者もいるだろう。参加者も、すでに互いに知り合いだという面々が多い。


「舞踏会で、誰も分からないって不思議ですね」


新鮮な体験に嬉しそうなリゼルへと、ジルが呆れたように溜息をついた。


「職業病」


「楽しんでるのに」


「だから余計だろうが」


三段トレーから適当なサンドイッチを摑み、齧かぶりつきながら告げるジルに、リゼルは可笑しそうに笑ってグラスに手を伸ばす。だが、ふいに気付いた違和感にその手を止めた。


リゼルのグラスがジル側に寄せて置かれている。確かに先程に一口飲んでいたが、そうであっても普段のジルならリゼルの手元に戻す。ならばと手元でグラスを揺らしてみれば、つまらなそうにフロアを眺めたままのジルの唇が小さく動いた。


「フリだけしとけ」


オーケストラの演奏が響く空間で、辛うじてリゼルにのみ届く小声。


リゼルは一切の反応を返さず、グラスに唇を触れさせた。傾け、匂いを嗅いでみるも微かにフルーティな香りがするのみ。特に違和感はない。


「ジルのは？」


「入ってる」


「どんな？」


「知らねぇ」


リゼルは一口も飲まずにグラスを置いた。


わざわざ声を潜めたのだから、まさかアルコールが入っている注意喚起ではないだろう。飲んだのがジルなので断言はできないが、混ぜられたものに即効性はないようだ。


「イレヴンなら何が入ってるか分かるんですけど」


「ついでに他所よそのグラスもな」


もしイレヴンがいれば。コレが入ってる、アレが入ってる、ついでにあっちのグラスとこっちのグラスもそう。なんて言いながら、給仕の運ぶグラスの中身まで看破してしまうだろう。


本人曰く「匂いで分かる」らしいが、会場にいる他の獣人らが気付いた様子はない。流石は生まれた時から毒と付き合っている蛇の獣人、というべきか。ちなみにジルは勘で何となく気付いた。


「犯人らしい人、いますか？」


「給仕は」


「白です」


「へぇ」


リゼルの言葉に、ジルは疑問を抱くことなく頷いた。


「他には……」


リゼルは二対の黒耳を視界に入れつつ、フロアを見渡した。


挙動不審な者を探すとなると、今日に限ってはやや難しい。二人の傾国の登場に、ただでさえフロアの面々は浮足立っているのだ。フロアではじきに一曲目が終わるというタイミング。パートナー交代で彼女たちの相手を務めようとタイミングを見計らう者もいれば、リゼルたちにも声をかけられないかとそわそわと視線を寄越す者もいる。


そのなかで、リゼルは目についた相手を手当たり次第にジルへ囁いた。


「右、グリーンのドレス、涙形のイヤリング」


「違ぇ」


「フロア、赤茶の一つ結び男性、黒のリボン」


「違ぇな」


リゼルが怪しんだ時点で、何かしら後ろ暗いものを持っているのだろうとジルは理解している。だが、そんなものをいちいち暴くほどに正義感に溢れてはいない。今夜の目的は猫の獣人の双子を十分に楽しませ、二冊の本を手に入れることだけなのだから。


よってジルに求められるのは、パーティーをぶち壊しかねない相手を見極めることだ。どれほど上手く隠そうが殺気には鼻が利く。リゼルでは気付けないそれを感じ取ってみせるのがジルの役目だった。


「フロア、ブルーの淑女と踊る高身長」


混ぜ物が薬か毒かは分からないが、もしリゼルたち二人にのみ仕込んだのなら、リゼルもジルもすぐに犯人に行き着いただろう。だがそういった相手は見当たらない。ならば、この仕込みも無差別に行われているはずだ。


それを、この舞踏会で行う意味とは。ただの気狂いでなければ、主催者である公爵の失脚でも望んでいるのか。清濁併せ呑むことに慣れた貴族たち、あるいは著名人たちの演じ慣れた笑みを見て、不審な相手を見つけることは酷く難度の高いものだが。


「本命か」


「共犯者がいなければ」


「左胸内側になんか仕込んでる」


それを容易に見つけ出し、リゼルたちは視線を交わさないまま唇を動かす。


「どうする」


「できるだけ、何事もなく退場いただきたいんですけど」


リゼルは頬をくすぐる髪を耳にかけながら考える。


その耳に届くのは終了間際のワルツ。件くだんの男と折れ耳と立ち耳を見比べて、落ち着いた仕草で立ち上がった。微かに眉を顰めたジルに大丈夫だと手を振り、数歩だけ歩けばそこはもうフロアの上。折れ耳の彼女が人の流れに乗ってやってくるのに合わせ、リゼルは掬すくい上げるようにその華奢な手を捕まえた。


同時に、演奏が途切れる。彼女のパートナーに滑り込もうとしていた男たちが、視線を交わし合うリゼルと彼女を唖然と見つめていた。


「喉、渇きませんか？」


きゅうと瞳孔を細めた彼女が、じっとリゼルを見つめる。


ぴくりと立った片耳を飾るイヤリングが煌き、艶やかな黒の毛並みをより美しく見せた。


「渇かないわ」


「そうですか」


二人は親しげに笑みを交わし合う。周りは全くついていけていない。


リゼルが優しく手を離せば、彼女は笑みを浮かべたまま後ろを振り返る。パートナーにと望む男たちへと滑るように視線を流し、迷わず目を止めた相手の前に立った。


「貴方のリード、とても魅力的ね」


「光栄です、レディ」


手を伸ばし、腰を支えられ、フロアに戻る彼女をリゼルは微笑んで見送った。再開された演奏に慌ててパートナーを探す男たちから離れようとして、ふと近くで足を止めていた相手を見る。燕尾服の似合う長身の男が、何が起こったのか分からないとばかりにリゼルを見ていた。


「失礼、進路を塞いでしまいました」


「いや……」


男はすぐに他の女性から声をかけられて、フロアの流れへと戻っていく。


リゼルは贈られるダンスの誘いを柔らかく断りながら席に戻った。訝しげなジルの視線を受け、そして何故かリゼル自身も不思議そうな顔をして首を傾げる。


「何がしたかったんだよ」


「いえ、俺としてはこう、イレヴンを真似したはずなんですけど」


「あ？」


「彼なら、今の流れで全部終わらせるでしょう？」


上手くパートナーに甘えてみせながら、目標に近付き、仕込んだものを誰にも気付かれず拝借する。そして、いざ男が何らかの行動に移ろうとした時、仕込みが消えていることに気付いて動揺するのをケラケラと笑って見ているはずだ。


「何でできると思った」


「流れで行けるかなと。けど全然無理でした」


「だろうな」


そう、流れは完璧だった。


ただ標的を前にして、何をどうすれば左胸の内ポケットに手を突っ込むことができるのかが全く分からなかった。危険人物がパートナーに近付くのを阻止した、と思えば全くの無駄骨でもなかったが。


やはりプロに任せるに限る、と斜め上の結論を出したリゼルにジルは呆れるしかない。


「ジルはいけませんか？」


「んな手癖悪い真似したことねぇよ」


「ですよね」


これが一番平和的な解決策だったのに、とリゼルは最終手段に出ることにした。


視線を向けたのは、主催者らしく次々に招待客と挨拶を交わしている姿。後で話せればと彼が告げた時、美しい双子が戯れるように嫌だと告げたのはしっかりと覚えているが。


「仕方ないです。然るべき人に然るべき対処を頼みましょう」


「あの双子は気に入らねぇんじゃねぇの」


「そうなんですよね」


だからこそ最終手段にしたのだ。


最初から話の通じる責任者に告げ口すれば楽だっただろう。事が起きてから対処もできるが、大捕り物など繰り広げてパーティーが中断してしまうのは以もっての外。双子がすっかりと機嫌を損ねてしまう。


それならば、まだ希望のある方法をとりたい。彼女たちの機嫌をとるのはＳランクの依頼よりも難しいかもしれないけれど、とリゼルは苦笑しながらジルと共に公爵の元へと向かった。






その後、リゼルたちが公爵に事態を説明すればとても感謝された。


二人は対応を丸投げし、変わらず三段トレーの飾られたテーブルについて、のんびりとパートナーの軽やかなダンスを眺めている。流石は公爵というもので、特に騒ぎを起こすことなく長身の男は広間から連れ出されていた。パーティーが中断されず何よりだ。


その後、すぐに公爵が「自領で作られたリモンチェッロの試飲を」と、参加者全員にそれを振る舞ったのは混ぜ物への対抗策だろう。どうやら無事にグラスに仕込んだ共犯者も捕まえられたようだ。


「ジル、どうですか？」


「悪くねぇな」


「そうじゃなくて」


恐らく、毒でいうところの解毒剤が入っているはずだ。ジルもひと口は混ぜ物を口にしているしと、そういう意味で問いかけたリゼルへの返答は戯れだった。鼻で笑われる。


「何かは混ざってんじゃねぇの」


その言葉に、ならばこれで一件落着かとリゼルは立ち上がる。


ついで仕方なさそうにジルも立ち、互いに空いた椅子を引いてみせた。


「酷いわ、いけないって言ったのに」


「悲しいわ、私たちのパートナーよ」


細身のドレスでしなやかな体を包み、尻尾に飾られた装飾を揺らしながら、双子の猫の獣人はつんと唇を尖らせる。彼女たちはリゼルたちが引いた椅子に腰かけ、片手に持ったリモンチェッロのグラスをくるりと回してみせた。


リゼルは苦笑し、ジルも面倒くさそうに溜息をつきながら腰を下ろす。







    
  
  




「ええ、勿論。貴女たちのパートナーです」


「そうでしょう？」


「今夜はずっと、貴女たちのことばかり考えていますよ」


「そうかしら」


眉尻を下げて微笑むリゼルに、双子は意味ありげに微笑みながら組んだ腕をテーブルに載せた。微かに反った背筋を艶のある黒髪が滑る。彼女たちによく似合う、酷く魅力的な仕草だった。


「いちいち拗ねてんじゃねぇよ面倒くせぇ」


「拗ねさせたのは貴方たちよ」


「ちゃんと機嫌をとって頂戴ちょうだい」


彼女たちのことだ、もしかしたら全て気付いているのかもしれない。


そうでなくとも、理由もなくリゼルが自分たちの機嫌を損ねる真似はしないと確信しているだろう。リゼルの言葉にも、瞳にも、いつだって嘘はない。証拠に、二人が浮かべる笑みには存分に戯れが混ざっている。


とはいえここで機嫌をとるのに失敗すれば、今後リゼルが彼女たちの店を利用できるかは怪しい。何より、折角の楽しい気分を損ねてしまった責任をとらなければならない。


「ぜひ、お二人とダンスを共にする栄誉を頂いても？」


爵位持ちの失脚を企む相手をどうにかするより、彼女たちの機嫌をとるほうがよほど難しい。そう思いながらもリゼルは微笑み、口をつけていないリモンチェッロをジルへと差し出した。


「一刀は踊ってはくれないのかしら」


「踊れないようには見えないけれど」


「踊らねぇ」


そういうところよね、そういうところね、と再び拗ねた二人は楽しそうで。


さて彼女たちに満足してもらえるリードができるだろうかと、リゼルはずっと眺めていたフロアの二人を思い浮かべながら、彼女たちの片割れへと手を差し伸べるのだった。






楽しかった、と酷く満足した双子を店まで送り、朝焼けを眺めながら宿に帰った二人はそれから黙々と寝た。勿論、無事に目当ての本を手に入れて。


その翌日、さて依頼を受けようかとギルドの受付に並んでいたリゼルが、何となくイレヴンにパーティーでの出来事を話した時のことだ。


「すぐ効果出なかった？　あー、仕込みあり。じゃあ最近出回ってるアレじゃねッスかね、体内の魔力を乱すーとかいうの。よく分かんねぇけど。それ飲まして、動き回らせて薬まわして、魔力放出系の魔道具で一発かますと面白いくらいバッタバッタ失神するっつうの聞いたことある」


「話が早すぎんな」


「そんなのがあるんですね」


「何、リーダー飲まされた？　誰に？　出回ってんの潰そっか？」


めちゃくちゃ話が早かったうえ、その日の夜には件の男の入手ルートまで洗い出して潰し終わっていた。
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スタッドの休日は、平素と特に変わらず始まる。


いつもと同じ時間に目を覚まして、身支度。ギルドに泊まり込んでいるのはギルド長とスタッドのみだが、両者とも食事の支度はしない。もといできないので、買い置きのパンを食べる。


なにせ何処の店もまともに開いていないような時間だ。ギルド長もまだまだ起きてこないので、スタッドは一人、居住スペースにある窓辺のテーブルでパンを齧かじる。パンのお供はコーヒー。コーヒーの淹いれ方にこだわりはないが、豆を駄目にするような淹れ方はしなかった。






食事を終えたら階下のギルドへ。


まだ誰も来ていないギルドの扉や窓を開け放ち、空気を入れ替える。スタッド自身はその行為に対して思い入れがある訳でもなく、幼い頃に教えられたとおりのことを今でも淡々とこなしているだけだった。


机の上を布で拭ふき、床も掃はく。不足品がないか在庫置き場を確認し、あれば補充。前日に受けた依頼用紙をランク順に並び替え、依頼ボードへと貼りつける。何年も続けている動作は手早く、それらもあっという間に終わってしまった。


後は、いつ来るのか分からない冒険者第一号を待ち続けるのみ。


「あらぁ、今日もありがとうね、スタッド君」


眠たげな目元をして現れたのは、スタッドがギルド長に拾われた時からギルドにいる職員だった。目尻の皺を深める彼女に、スタッドは視線だけで応えて自身の席へと座る。


これから徐々に他の職員も現れ始める。大抵、六時の鐘までには各々顔を出すのだが、特に決められている訳でもない。ただ、そのくらいに顔を出すと冒険者の朝の依頼ラッシュにちょうど良いというだけだ。


「今日、お休みだったでしょう？」


「はい」


「何か予定があるかしら？」


そう問いかけられるようになったのは最近だ。


スタッドは休日もギルドの椅子に座る。それは他にやることがないからだ。一日何をするでもなく、淡々と時間が過ぎるのを待つよりは有意義であるので、他の職員も無理に休めとは言わなかった。


ただ最近は、スタッドが自ら一緒に過ごしたいと願う存在があるので。


「昨日、一緒に過ごせるかと」


「誘ってみたのね」


見守るような笑みを、スタッドはただ無感情に見返した。


「貴族さま、お暇ひまですって？」


「はい」


「じゃあ、遊びに行ってくるのね」


「はい」


「買い出しは他の人に頼むわね」


「お願いします」


休日のスタッドに息抜きさせようと、職員たちが度々買い出しを頼むことがあった。とはいえスタッドはそれを特に恩にも面倒にも感じていない。必要なことを頼まれたのだから行うのみ。


何故か向けられる微笑ましげな眼差しを見て、ふと腕を見下ろす。手首に巻きつく時計を眺めていると、少しだけ心音が早まる気がした。だが不快感はない。


それが待ち遠しいということなのだと、彼はようやく理解し始めていた。






とはいえリゼルと会うまでは何もすることがない。


スタッドはいつもどおり朝の冒険者ラッシュを捌き、約束の時間までギルドで業務に励んでいた。朝の冒険者ラッシュの中にはジルもいて、一人で依頼を受けていったのを見た。


スタッドとしては、イレヴンの姿も確認したかったところだ。折角リゼルと一緒に出掛けられるというのに変な邪魔が入っては敵わない。


「お、スタッド出かけんの？」


「それが何か」


「え、いや別に」


そろそろかと席を立ち、襟元のバッジを外せば声がかかる。


椅子から仰け反るように背筋を伸ばしていた隣の職員が、珍しいと言いたげにスタッドを眺めていた。そういや休みだったか、と納得したように頷く姿を一瞥し、他の職員に「お疲れ」と声をかけられ、それらに酷く事務的に挨拶を返しながら自室へと向かう。


制服を脱ぎ、私服へ。制服以外にまともに服を持っていなかったスタッドへ、それを選んでくれたのはリゼルだ。スタッドにはその服が自分に似合っているのか、良いものなのかそうでないのか、あまりにも興味がなくて全く分からない。


だがリゼルが似合うと言ってくれたのだからそうなのだろう。そう思っている。服を選ぶ際、偶然居合わせたジルが「何で人の服はまともに選べんのに……」と呟いた意味はよく分からないが。






着替えを終えると、裏口から外に出る。


リゼルとの待ち合わせは、スタッド行きつけの喫茶店だ。特に時間の指定はない。「お昼まではそこで読書してるので、スタッド君の良い時に来てください」と言われていた。前に同じことを言われた際、早朝から店を訪れ、黙々と待ち続けていたら待たせてしまったと謝られたので、以降は気をつけている。


何度かリゼルの宿に泊まっているので、依頼を受けない時のリゼルがどれくらいに起きているのかは把握していた。それにプラス一時間ほどがベストだと、とあるギルド職員が言っていたのでそうしている。割とちょうど良いようだ。


さほど歩かない内に目的の店へと辿り着いた。


見れば、ガラス越しにリゼルの姿がある。窓際に腰かけながら本に目を伏せる姿は、時折通行人に絵画のようだと称されているらしい。リゼルの姿を見つけたことへの喜びが先立つスタッドにはよく分からないが。


店内に足を踏み入れれば、扉のベルが一度二度、落ち着いた音を零した。スタッドに気付いた店主が、ああと慣れたように頷いてリゼルのテーブルへと促す。


「いつもので？」


「はい」


店内の空気に馴染むような、落ち着いた声色に頷いてリゼルの元へ。足音も立てず、椅子を引く音も立てず、読書を続けるリゼルの向かいへと腰かけた。


「…………」


ここでリゼルが気付くかどうかは半々だ。


コーヒーの味に舌鼓を打つ時間ならば、すぐに気付いて微笑んでくれる。だが、今は本に集中しきっているらしい。紙面から視線が上がることはなかった。スタッドにはどちらも嬉しい。気付いてくれた瞬間は勿論、こうして伏せた瞳を眺める機会など滅多にないのだから。


「どうぞ」


「有難うございます」


そのまま暫く眺めていれば、店主がスタッドの分のコーヒーを運んでくる。


すると、ふとリゼルの瞳が持ち上がる。視界に入る明かりが増したのか一つ瞬いた。そのアメジスト色の瞳がまっすぐに向けられるのを、スタッドは瞬きもせずにじっと眺めていた。


「スタッド君、お疲れ様です」


「いえ」


高貴な瞳が柔らかく蕩けるのを見て、スタッドは花が一輪ぽんっと飛んでいきそうなほど上機嫌になる。表情は無表情なままなので、その変化もリゼルにしか分からないのだが。


「今日も忙しかったですか？」


「いつもどおりです」


「なら、スタッド君には余裕ですね」


可笑しそうに笑うリゼルの指先が、広げた本の下から一枚の栞しおりを抜き取った。


薄く、繊細な文様の刻まれた栞。まるで水晶を削りだしたかのように、日の光を受けて美しく色を変える。スタッドがアスタルニアへ旅立つリゼルへと贈ったものだ。


「……一刀は来ました」


「ん、また一人で迷宮に潜ってるんですね」


慈しむような、柔らかな仕草でページの間に消えていくそれを見送る。酷く嬉しいと思えた。


「今日は、何かやりたいことはありますか？」


「やりたいこと」


スタッドはリゼルから視線を逸らさないまま考える。


正直、リゼルと共に過ごす目的など、そのままリゼルと共に過ごすために外ならない。リゼルもそれを分かっているが故の質問なのだろう。答えを待つ彼に、コーヒーに口をつけながら淡々と思考を巡らせる。


やりたいこと、やったことがあること、そのなかで最も新しく印象の強いものが一つ。


「もう一度、貴方と料理がしたいです」


リゼルがぱちりと目を瞬かせた。


どうやら随分と意外な返答だったらしい。だがスタッドは割と良いんじゃないかと自負している。何せ前回は、ほとんどよく分からない内に終わったのだ。料理云々というよりは、リゼルと並んで怒られたり褒められたりしていた記憶しかない。


どうだろうと眺めていれば、リゼルが悪戯っぽく目元を細める。


「楽しそうですね」


「はい」


「ただ、そうなると助っ人が欲しいところです」


うーん、とリゼルが口元に触れながら思案している。


スタッドにしてみればリゼルも料理ができる人間だが、確かに前回の料理大会では二人を引っ張ってくれた某副隊長がいた。リゼルもその指示に従っていたので、今回もそういった存在が必要なのだろうと納得する。


「うん、やっぱりプロのところに行きましょう」


微笑むリゼルに、スタッドは全く表に出さないものの心躍らせながら頷いた。






そして今、スタッドはジャッジの家の台所に立っている。


「…………」


「その、凄く見てくるのやめてよ」


リゼルの人選に異を唱えるつもりは全くなく、むしろ全面的に肯定する所存だが、何かしら思うところのあるスタッドの視線にジャッジの眉尻が下がる。


リゼルもこうなることは予想できていた。それでもジャッジが最善であるのは間違いないから、と微笑ましそうにその光景を眺めている。宿の女将も候補に上がったが、今日は昼から宿にいないと昨日の内から知らされていた。


「お昼の邪魔をしてすみません、ジャッジ君」


「いえ、それは全然……っ、一緒に食べれて、嬉しいです」


ふにゃふにゃと笑うジャッジに、リゼルは感謝を伝えるように微笑んだ。


すると、ふいにジャッジがリゼルとスタッドを見比べる。その表情はやや不安そうだ。


「それで、その、昼食をリゼルさんたちが作るんですよね……？」


「はい。頑張りましょうね、スタッド君」


「頑張ります」


頷き合う二人は一見、手慣れた人間が気負いなく料理を始めようとする姿にも見える。


しかし、ジャッジにはやはり不安が付き纏っていた。アスタルニアにいた頃に交わした手紙で、リゼルが料理を経験したことは知っている。よくジルやイレヴンが許したものだと酷く感心したものだ。ジャッジとしては正直、そういうのはリゼルに必要ないと思っているのだが。


そして、スタッドはどうなのか。


「……スタッド、料理、したことあるっけ」


「ありますが何か」


「えっ!?」


驚愕のあまり混乱も露あらわなジャッジに、リゼルがさりげなくフォローを入れる。


「この前に一度だけ、俺とカレーを作ったんですよね」


「えっ、ずるい……」


「美味しかったです」


「え、というか、何で料理……っ」


リゼルは簡単に料理大会について説明した。


それを聞いたジャッジは何で参加したのかと思ったし、何でスタッドも誘いを受けたのかと思ったし、そして某アスタルニア魔鳥騎兵団副隊長には心の中で深く感謝した。何はともあれ何事もなく、リゼルが楽しかったのなら良いのだが。


「えっと、じゃあ、何を作るかは決まってますか？」


「何にしましょうか、スタッド君」


「私は何でも良いです」


「ジャッジ君がいるとはいえ、簡単なものが良いかもしれませんね」


話し合う二人に、ジャッジはほっと息を吐いて席を外す。


料理の監督をお願いしたい、とリゼルたちが店を訪れた時はひたすら驚いた。何なら自分が食べたいものを作るから食べるだけにしては、とさりげなく伝えてみたほどだ。断られたが。


よって、無理に難しいものに挑戦する様子がないのはジャッジにとっても救いだった。これならあまり心配なく終わるかもしれないと、彼は三人分のエプロンを手に二人の元へと戻る。


「これ、どうぞ」


「あ、有難うございます」


「スタッドも、はい」


「どうも」


受け取ったリゼルはゆったりとそれを被った。


落ちていく布を押さえる胸元に手をあて、捻ねじれそうになる肩の紐ひもを整える。背中でクロスさせた紐を何とか結ぼうとすれば、すかさずジャッジの手が伸ばされた。


礼を告げたリゼルだったが、すぐにスタッドが目の前にやってきたのを見て思わず笑みを零す。自力で結ぶ気のない紐と背中を堂々と差し出されて、なるべく綺麗に結んでやった。


「ジャッジ君のだからやっぱり大きいですね」


「重たくないですか？」


「大丈夫です」


ちなみに膝を持ち上げるとしっかりと布が乗る長さだ。


リゼルとスタッドも決して背は低くないのだが、ジャッジが相手では仕方がない。


「これは必須なんですか」


「勿論です」


淡々と告げるスタッドと、しっかりと頷くリゼルに、少し不安になる会話をしているなとジャッジは恐々と二人を眺めた。


「え、と……それで、何を作るかは」


「それが、俺はカレーしか作ったことがないし、どれが簡単なのかも曖昧で」


「作業工程を想像できないので」


「な、成程」


なら、とジャッジは考える。昼食なのだし軽めのメニューで良いだろう。リゼルたちだけで何品も作る余裕はなさそうなので、一品で腹が膨れるものが良い。


「サンドイッチ……は、少し包丁を使うし」


「ジャッジ君、俺、カレー作れるんです」


「？　はい。あっ、凄いです！」


ジャッジはきょとんと頷き、すぐに心からの賛辞を贈った。


そして彼は、何故だと言いたげなリゼルに気付くことなく再び思考に没頭する。スタッドがどうして良いか分からずにじっとリゼルを見ていた。結局フォローは入らなかった。


「そういえばスタッドは前、どんなことしたの？」


「野菜を洗って鍋をかき回しました」


「あ、じゃあ葉物だけなら良いかな。でも、お腹膨れないし」


「ジャッジ君、俺にも聞いてください」


「す、すみません、リゼルさんは……？」


リゼルにしては珍しい主張に、ジャッジは疑問を抱きながらも慌てたように問いかける。


その視線の先で、リゼルは両腕の袖をまくりながら自信ありげに頷いた。もしや、とジャッジの目が見開かれる。


「猫の手が、使えるんです」


パチパチとスタッドの拍手だけが聞こえる一瞬の間。


「おにぎり、作りましょうか」


それなら見たことがある、と淡々と頷くスタッドの隣。控えめながら優しく笑ったジャッジに、リゼルはやはり何故だと目を瞬かせていた。






ジャッジが食材を提供してくれたので買い出しは必要なかった。


リゼルとスタッドは、さてと調理台に向き合う。食材は既にジャッジが全て並べてくれている。両者とも、キッチンに立つのは以前の料理大会以来だった。


「えっと、まず、お湯を沸かしましょうか。あ、火は僕が」


「それくらいはできます」


ジャッジが持ってきた鍋に、スタッドが水をいっぱいに入れる。大きめの鍋なので相応の重さがあるも、それを火の魔石の上まで運ぶスタッドの腕は一切ぶれていない。


「このお米、使ってください」


いつか腕相撲でも申し込んでみようかとリゼルは一人頷き、ジャッジの差し出した紙袋を受け取った。覗き込めば、白くて細長い米が袋の半分ほどまで詰まっている。


「女将さんは時々出してくれますけど、米料理ってあんまり見ないですよね」


「そうですね。料理が趣味か、メニューで扱ってる店の人くらい……でしょうか」


リゼルの元の世界でも同じだったが、基本的には米よりパンに馴染みがある。


小麦に比べれば流通量も少なく、あまり一般家庭では扱われない食材だ。特別珍しいとまではいかないが、食べたくなれば外に食べにいくものというのが共通の認識だろう。それを何故ジャッジが常備しているのかは、彼の料理の腕を知っていれば考えるまでもないことだ。


「腹が膨れると言って冒険者には好評だと聞きましたが」


「だから女将さんも使ってくれるのかもしれませんね」


リゼルはさらさらと紙袋を揺らし、ふと思い出す。元の世界でも米を使った料理は時々テーブルに並んだが、一度だけ変わった種類の米を見たことがあった。


遥か東の国から訪れた使者。唯人と、鬼人きじんと呼ばれる種族。頭に角を持ち、それこそジャッジよりもよほど長躯ちょうくを持った逞たくましい彼らが、二度目の訪問で自国の料理を振る舞ってくれたのだ。リゼルの好みだったオトーフ、それと一緒にテーブルに並べられていた。


「昔、これより丸くて小さいお米を食べたことがあります」


「これ以外のお米、ですか？」


「そう。味をつけないで、蒸したらそのまま食べるらしくて」


「それは何味なんですか」


「お米味です」


首を傾げたジャッジと、訝しげなスタッドに、こちらにはないのかもしれないと頷く。


ジルやイレヴンも心当たりがなさそうだったので、似たような文化が育っていないのか、それとも存在はしても交流がないほど遠方にあるのか。リゼルの国とて、あの東の国との国交が開けたのは偶然でしかなく、それまでは近隣のどの国もその存在を知らなかった。


「リゼルさんは、好きな味でしたか？」


「これより少し甘くて、何でしょう……べちゃっとしてるというか」


「……それは、その」


「不味いということでしょうか」


「いえ、美味しいんですよ」


ひと口目がやや衝撃だったが、元教え子は美味い美味いと頬張っていた。


ただ、人によっては慣れが必要かもしれない。リゼルは普通に食べられたが、同席していたリゼルの従兄弟などは何やら難しい顔をして食べていた覚えがある。


「僕も、一度食べてみたいです！」


「どこからか出回ると良いですね」


好奇心を露に目を輝かせるジャッジに、リゼルも微笑ましげに目元を緩めた。絶対にないとは言いきれないのだし、期待させてしまっても良いだろう。またオトーフも食べたい。


そうこうしている内に湯が沸いた。鍋を覗くスタッドに、リゼルは米の入った紙袋を渡す。


「ジャッジ君、ここにお米で良いですか？」


「はい、そのままザバッと」


「全て入れて良いんですか」


「うーん……三分の二、くらいかな」


三分の二、とスタッドが紙袋を見下ろす。


ぐにぐにと袋を揉むように米の量を探るも、いまいちピンと来ないのだろう。特にしっかり量らなければならない訳でもないけど、とジャッジが眺めるなか、リゼルとスタッドは「このくらい」「いやこのくらい」と完璧な三分の二を目指して試行錯誤していた。


そのうち天秤てんびんでも持ち出しそうだなと、ジャッジは少しばかり心配になって助言を送る。


「あ、そうだ。袋の上から仕切ってみると分かりやすいかも……こう、指で押し込んで」


「こうですか」


「うん、そうそう」


スタッドがじっとジャッジの手元を見て、それを真似する。両手の親指と人差し指で袋を持ち、袋を折り畳むように米を搔き分けて中身を二分した。確かにこのほうが分かりやすいと、スタッドは親指と人差し指が袋越しに触れるまで押し込んでいく。


「成程、こうするんですね」


感心したようなリゼルの声に、スタッドはこれで良いのかと確認するように顔を上げる。


瞬間、彼の手元で重みに負けた紙袋の上部が傾いた。しっかりと分けすぎたのだ。


「あ」


「あっ」


「……」


三分の二こぼれた。


何をどうすれば良いのか分からず固まるスタッドをリゼルが懸命に慰める。その間に、散らばった米はジャッジが何とかしてくれたらしい。リゼルが振り返った時には、床から米粒が一粒残らず消えており、更には綺麗な米を手にスタンバイしていた。流石だ。


改めて料理を仕切り直す。


「じゃあスタッド君、これをそっとお鍋に入れてください」


「あっ、お湯が跳ねるかもしれないし、僕が……」


「私がやります」


スタッドは真顔ながら真剣に、少しずつ米を沸騰ふっとうした水の中に落としていく。


同じく隣で覗き込みながら、意外と慎重だなぁと感心しているリゼルの後ろ。心配そうなジャッジが、熱湯が跳びやしないかとひたすらにそわそわと見守っていた。


「入れました」


「お米が沈んでますね」


「あ、じゃあそこに、塩とオリーブオイルを」


ジャッジが瓶に入ったそれらを取り出し、リゼルとスタッドそれぞれに手渡す。


二人は手元の瓶を見下ろし、そしてジャッジを見た。追加の指示待ちだ。


「あ、あの……？」


「？」


「……」


料理本ならば省略されてもおかしくはない過程であろうとリゼルたちには知る由よしもない。


入れろ、と言われなければどうして良いか分からない。何故ならド素人だから。


「これ、入れれば良いんですか？」


「え、あっ、そうです！」


ハッとしたように頷くジャッジに、塩を持ったスタッドが淡々と告げる。


「どれくらいですか」


「えーと、そこそこ、かな」


「具体的にお願いします」


「えっ!?」


リゼルもスタッドと同意見なのだが、考えたこともなかったと焦るジャッジに色々と察した。料理はセンスである、とナハスとの何度かの料理経験でリゼルは学んでいる。ナハスは全て目分量だった。それでも完成された味付けになることに酷く感動したものだ。


自らにそのセンスがあるのかはまだ不明、とやや将来に希望をかけつつ提案してみる。


「じゃあ俺たちが入れる様子を見て、ジャッジ君がストップって言ってください」


「はい、それなら……」


ほっとしたように肩の力を抜いたジャッジに、リゼルも鍋の前でオリーブオイルを構えた。気分は迷宮で魔銃の狙いをつける時、いやそれよりもずっと真剣だ。リゼルはガラス蓋を抜いて、後ろに立って覗き込むジャッジを顔だけで振り返る。


スタッドが隣で凝視するなか、任せろとばかりに頷けば、困惑したように頷き返された。


「行きますね」


「はい、どうぞぁああストップで!!」


がっつり瓶を傾けたリゼルにジャッジが叫ぶ。なみなみと出た。


スタッドの煩そうな視線を横目に、ジャッジは咄嗟に手を伸ばして瓶の傾きを直す。そのままに、早鐘のように鳴る心臓を落ち着かせようと息を吐いた。







    
  
  




「入れすぎましたか？」


「い、いえ、大丈夫です……」


きょとんと自身を見上げるリゼルの瞳に、ジャッジは引き攣りそうになる唇で笑ってみせた。ぎりぎり制止が間に合った。多少は多かったかもしれないが許容範囲内だ。


ナハスがリゼルに味付けを任せたことがない故の悲劇だろう。適正量に全く見当がつかないので味付けのスタートダッシュが激しい。カレーのスパイスも、使う品種は選べても配合については未経験だ。


「えーと、じゃあ、スタッドも」


「はい」


「少しずつね」


「分かっています」


リゼルに場所を譲られ、今度はスタッドが鍋の前に立つ。


瓶の蓋を開け、ティースプーンを突っ込み、先端で僅かにすくう。もはや数粒のそれをぺいっと鍋へ。そして無言でジャッジを見た。


「うん、もうちょっと入れて良いよ」


「……」


数粒すくって、ぺいっとして、見る。


促され、数粒すくって、ぺいっとして、見る。見る。見る。見る。


「……スタッド、もうちょっと一気に入れても」


「貴方が少しずつと言ったんでしょう愚図ぐず」


「だって、そこまで慎重になると思わなくて……っ」


そのままスタッドはストップが出るまで、淡々と塩を加え続けていった。木べらで鍋をゆっくりと搔き回しながらそれを眺めるリゼルも微笑ましげ。スタッドが楽しそうで何よりだ。






リゼルとスタッドが交代で鍋を搔き回すこと十分弱。


ジャッジから「そろそろ大丈夫」との太鼓判を貰い、二人は木べらですくった米を一口分だけ掌に乗せてもらった。食べてみると、きちんと食べたことのある米になっている。


「料理によっては、少しだけ芯が残ってたほうが良いんですけど、今日はおにぎりなので」


「美味しいですね」


「はい」


ジャッジは二人が頷き合うのに安堵し、ミトンを手にしながら説明を続けた。


「後は、この鍋のお湯を捨てて蒸らすだけです」


「あ、じゃあ今度は俺が」


「いえ、熱いので……っ」


鍋に水を入れてくれたのはスタッドだし、と立候補したリゼルは即座に却下された。


しかし諦めずに説得すること少し。引かずにいればジャッジが泣く泣くミトンを渡してくれる。


「お湯だけ捨てるんですよね？」


「は、はい」


難しそう、とリゼルはミトンを装備して鍋の取っ手を摑んだ。


分厚い布越しにじわじわと熱が伝わってくる、かと思いきや全く伝わってこない。もしかしなくとも迷宮品だろう。ならばジャッジは何を心配していたのかと、そんなことを考えながら鍋を持ち上げる。


「熱くないですか」


「大丈夫ですよ」


「お、重かったらすぐに置いてくださいね」


「分かりました」


幼子に言い聞かせるような忠告に、リゼルは可笑しそうに笑いながら流しの前に立った。


そっと鍋を傾け、米まで流さないように、ゆっくりと熱湯を捨てていく。熱湯が鍋の外側を伝い、底のほうから台の上にぼたぼた落ちるも、ジャッジがさりげなく拭い去った。リゼルは気付かない。


そして残る湯も少なくなった頃。そろそろかな、とリゼルが鍋を覗き込もうとした時だ。


「もうそろそろ全部、っ」


言いかけた瞬間、底に溜まっていた米が傾いた鍋の中でごしゃりと崩れた。リゼルは米が全て零れるかと思ってビクリとしたし、ジャッジとスタッドはそんなリゼルを見てビクリとした。


「どうしましたか何かありましたか無事ですか」


「いえ、大丈夫、セーフです」


「や、火傷やけどしませんでしたか!?」


「それは全く」


リゼルはほっとして鍋を起こし、それを元の場所に戻す。こんなに驚いたのは久しぶりだとしみじみしている姿に、大丈夫そうだと年下二人も肩の力を抜いた。


「何もなくて、良かったです……」


「ご心配おかけしました」


「いえ、あ、じゃあ、鍋にもう一度火をつけてください」


ジャッジの言葉に、鍋の近くに立っていたスタッドが魔石を指さして火をつける。


「十秒くらいで良いからね」


「分かりました」


「これは何をしてるんですか？」


「水気を飛ばしてやるんです。あまり火にかけすぎると、焦げちゃうので」


成程、と頷いている間にもスタッドはきっちり十秒で火を消した。


恐らく心の中でしっかり数えたのだろう。リゼルも同じ状況なら数える。


「後は蓋をして、しばらく蒸らして、出来上がりです」


「ジャッジ君、有難うございました」


「いえ、僕は口を出してただけなので、全然」


「……有難うございました」


「スタッド、リゼルさんに言わせておいて自分が言わない訳にはっていう雰囲気が……」


しかしスタッドもスタッドなりに、それなりに感謝しているのは確かだ。リゼルと一緒に料理を作り上げられたことに対する感謝であり、料理を教えてくれたことへの感謝とは微妙にずれているが。


「リゼルさんたちは座って待っててください。お米だけだと寂しいですし、ちょっとした付け合わせも作っちゃいますね」


ふにゃふにゃと笑い、腕まくりするジャッジにリゼルたちは素直に席についた。


そして米が蒸し上がるまでのおよそ十分。一切無駄のない動きで見事おかずやスープを作り上げていくジャッジの後ろ姿に、リゼルは絶対的な信頼感を抱かずにはいられない。


「あの姿を見ると、自分もまだまだだなと思います」


別にあの姿を目指している訳ではないのだから良いのでは、とスタッドは思った。






米が炊き上がった後。


「炊き上がりは熱いので……っ」


「いえ、これはぜひやりたいんです」


「う、なら……ッ熱、何か飛んできた！　ちょ、スタッド、ストッ」


「熱いです」


「熱いって言ったのに！」


「思ったより熱かったんです」


「スタッド君、ほら、水で流しましょう」


米を鷲わし摑づかみにしたスタッドが、あまりの熱さにぴぴぴぴと手を振って米粒を飛ばしたり。






「緩いと崩れちゃうので、少し強めに握ってください」


「そういえば、女将さんは何かの葉っぱで包んでくれるんですよ」


「あ、食用でそういう葉っぱ、ありますよね。少し香りがあって」


「そう、少し良い匂いがするなと思ってたんです」


「食用って言っても、そのままじゃ食べられなくて……スタッド、それ強すぎるんじゃ」


「強めにと言った癖に今更ですか」


「少しって言ったのに……ひぇ、米粒の境目まで消え始めてる……」


「ジルだと二回り小さい真球になりそうですね」


スタッドのおにぎりが非常に硬めになったり。






「ジャッジ君、綺麗な丸にならなくて」


「え、そんなことないと思いますけど……それに、形は何でも良いんです。国によって変わったりもして、おにぎりを持ち寄ると出身国が分かるなんて話もありますし」


「王都は全体的に丸なんですか？」


「多分、そうだと思います。あ、他の国から来た方が、筒形つつがたっぽくしてるのは見たことが」


「筒ですか」


「スタッド穴はいらない、あっ、ほら零れてる！」


スタッドのおにぎりが貫通したりしながらも、三人は無事におにぎりを作り上げた。






テーブルの上に、おにぎりの並んだ皿を置く。


大きさが不揃いなのはご愛嬌あいきょうだ。掌の大きさや握力の違いが露骨に出た。


「完成ですね、スタッド君」


「光景的にはこの愚図の作った料理がメインを張っている気もしますが」


「え、おにぎりが主役のメニューにしたんだけど……」


テーブルにはジャッジ作のおかずやスープも並ぶ。


メイン以外の完成度が高すぎるのは確かに、とリゼルもスタッドに同意を返した。だが二人は特にそれを気にしない。美味しいものが食べられるのは素直に嬉しいからだ。


そして三人は、やっと昼食だと席に着く。さてどんな出来かと微笑むリゼル、心なしかそわそわしているスタッド、そして積極的にグラスに水を注いだり食器を用意したりと尽くし方に余念のないジャッジ。三者三様に実食を楽しみにしていた。


「じゃあ頂きましょうか」


「はい」


「僕も、頂きますっ」


三人はそれぞれ、自身の握ったおにぎりを手に取った。


「スタッド君、どうですか？」


「米の味がします」


「失敗せずにできましたね」


淡々とそう口にしたスタッドを、リゼルはほのほのと眺めていた。手料理に対する感慨深さは窺えないものの、もぐもぐとひたすら口を動かし続けているので味は気に入ったのだろう。正直な彼なので、不味ければ不味いというはずだ。


そしてリゼルも一口。作りたてホカホカで美味しい。


「ほんのり塩味ですね」


「はい。今回は何も混ぜなかったので……塩を多めにして、おかずに合うようにしてみました」


ふにゃふにゃと笑うジャッジは、リゼルたちに包丁を握らせる気など微塵もない。


よって具を混ぜ込むという選択肢など端から放棄している。だが、そういうものかと納得したリゼルとスタッドがそれを言及することはなく、昼食の時間は平和的に過ぎていった。






それから一日、スタッドはリゼルと一緒に過ごした。


ついつい食べすぎてしまったから、と腹ごなしに通りを散歩した。植木広場のベンチでのんびりと読書をしたり、スタッドの服を買い足したりしていれば時間はどんどん過ぎていく。


その内に暗くなり、夜は中心街の店で食事を共にした。昼と被ってしまうが、折角だからと米料理の出る店を選び、これは自分たちでは作れないなと戯れるように言葉を交わした。


「じゃあスタッド君、おやすみなさい」


「はい。…………おやすみなさい」


そうして、すっかりと月も昇った頃。


ギルドと宿への分かれ道。ぽつりと呟いたスタッドに、優しい笑みが向けられる。柔らかな月明かりを宿した眼差しに、瞬きすら忘れたかのように見入る。別に、特別なことではない。


惜しみなく与えられるのを知っている。けれど、少しだって取りこぼしたくはないのだから。


スタッドはリゼルの後ろ姿が見えなくなるまでその場から動かなかった。その背が曲がり角に消えるまで見送って、ようやくギルドへの道を歩む。購入した服、その箱を持つ手が不思議といつもより軽い気がした。


ギルドは大抵、日が落ちきった頃に門戸を閉ざす。


大体の冒険者が、日が落ちるまでに活動を切り上げるからだ。それを過ぎてしまえば、冒険者たちは諦めて翌日以降にギルドを訪れるしかない。それが嫌なら早めに戻ってこい、というだけのこと。


裏口の扉を開けば、ギルドの中はまるで時が止まったかのような静寂に満ちていた。


職員も全員帰ったのだろう。呼吸すら恐ろしくなる静けさも、スタッドは気に掛けることなく足を踏み入れる。コツ、コツ、と自身の足音だけが聞こえた。一度だけギルドスペースを覗いて、階段を上がって居住スペースへと向かう。


「……」


暗い廊下に、一番奥の扉から明かりが漏れていた。


どうやらギルド長が帰っているらしい。いや、何処にも出かけていないだけかもしれないが。特に声をかけることなく自室に入り、まずは真っ直ぐにチェストへ。手にした箱をそっと下ろして棚を引く。


そこに制服しか入っていなかったのは、果たしていつ頃だろうか。


つい最近のことだろうに、ずっと以前だったように思える。徐々に埋まりつつあるスペースに、箱ごと新しい服を収めた。これを身に着けるのはきっと、次にリゼルと出掛ける時だ。


「（明日は）」


思いかけ、棚を閉じて小さく息を吐く。立ち上がった。


明日のことを考えるようになったのも、リゼルと出会ってからだろう。それが何、という訳でもない。自身の変化に気付かず、また興味もないスタッドでは、感慨を覚えることもなかった。


そして襟元を寛くつろげながら廊下に出て、狭いシャワー室へと向かう。


穏やかな人が明日もギルドを訪れてくれれば良いと、そう願いながら。






その頃、リゼルの帰った宿では。


「はァ!?　料理すんなっつったじゃん！」


「一人ではしない、って約束ですし」


「もーリーダーすぐ抜け穴作るー」


「場所は」


「ジャッジ君のキッチンを借りたんです。色々教えてもらえました」


「……あいつか」


「ジャッジならまァ……いっか。ぜってぇ手厚いし。で、何作ったんスか」


「おにぎりです」


舐なめられまくっとる、とジルとイレヴンは思わず真顔になっていた。
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窓の外から、サァサァと雨音がする。


リゼルは宿の食堂で、食後のコーヒーを手にぼんやりとそれを聞いていた。誰かが駆けていくのだろう。パシャパシャと時折、水の跳ねる音が近付いては遠ざかっていくのに耳を澄ます。


「貴族さまも、今日はおるすばん？」


「そうですよ」


誰を見送る訳でもないがと、リゼルは微笑んだ。同じテーブルの向かい席。あらぬ方向に跳ねた髪を気にしながら、幼い少女が湿気を吸って波打つ紙と睨み合っている。


彼女の通う学まなび舎やには、王都という点を考慮しても熱心に物を教える教師がいるようだ。市井しせいの学び舎には決まった教育水準というものがなく、最低限の読み書き計算を身につけられれば充分ではあるが、師事する者によってはその限りではない。


「んー……」


「難しいですか？」


「うん」


か細い声が不満そうに唸るのに、内心で応援を贈る。


少年少女が持ち帰ってくる宿題を見る限り、彼らの学び舎の師は〝求める者には与えよう〟というスタンスなのだろう。全ての子供に生きるための知識を、望む子供にはそれ以上を。


気が合いそうだと、まだ湯気の立つコーヒーをそっと口に運ぶ。


「うーん……」


雨の音が雑音を搔き消し、人の声が途切れる瞬間の静寂を際立たせる。


基本的に、雨の日は誰も彼もが外に出ない。店もやっていたりいなかったり。ジルも今頃、部屋で二度寝でもしているだろう。多くの冒険者がきっと、そうしているように。


「ねぇ、貴族さま」


「ん？」


呼びかけられ、ゆっくりとそちらを見る。


「貴族さま、この前の……おんがく？　すごかったね」


「演奏会ですか？」


「そう、えんそうかい」


以前、リゼルとイレヴンで楽団の依頼を受けた時のことだろう。


リゼルたちは適当にキンコンカンコンと鉱石を打ち鳴らしていただけだったが、楽団員たちの立派な演奏のお陰もあり、少女にもしっかりと楽しんでもらえたようだ。


少女が走らせていたペンを止め、少し恥ずかしげに目を伏せる。小さな手にきゅっと力が籠もり、視線をうろつかせる姿は何かを悩んでいるのか。リゼルは何も言わずに言葉を待った。


「あの、あたしも、やってみたくって」


「うん」


「でも、止めといたほうがいいかなぁ」


「どうして？」


柔らかく問いかければ、眉の下がった幼い顔がそろそろと持ち上がる。


「やりたいこと、たくさんあるの」


「うん」


「できると、すごく楽しいし」


「うん」


「でも、変かなって」


「そうなんですか？」


リゼルは困ったように微笑んだ。


目の前の少女は、非常に学ぶことへのバイタリティに溢れている。本人が言うとおり、何かをできるようになるのが嬉しくて仕方ないのだろう。事実、請われるままに教える内に、彼女はマナーや作法などもどんどんと身に付けつつあった。


「だって、いわれたもん。役に立たないのに何でって」


少女の両親には、その点について感謝されている。


ならば友人か、誰か。純粋に疑問を抱いたのか、それとも何かを羨うらやんだのか。はたまた恋心故に焦燥を抱き、先行く彼女を引き留めようとしたかもしれない。真相は分からないし、わざわざ少女のプライベートを掘り下げるような真似はしないが、一つだけ確かなことがある。


「それは、俺にも分かりませんけど」


何が少女の役に立つかなど、未来が誰にも分からないのと同じこと。


件の発言者には何の関係もなく、選択する権利はただ一人少女だけが持つ。ならば告げられた言葉も、見知らぬ誰か宛てのものだと思ってしまえば良い。然して変わりはないだろう。


気にすることはないと、そう慰めるのは簡単だが。


「貴女が望むなら、楽譜の読み方は教えられますよ」


「！」


自分で選んで決めたことだと胸を張れば良い。


楽しめば良い。喜べば良い。全力で励めば良い。そうすればきっと、外からの些細な指摘など気にならなくなる。それが少女が何かを諦める理由になろうなどと、どう考えてもつり合わないのだから。


「いいのっ、貴族さま！」


「基本の基本だけで良ければ」


「やったぁーっ」


ペンを放り出し、両手を上げて喜ぶ少女にリゼルも目元を緩めた。


「あたし、何すればいい！」


身を乗り出した少女に、リゼルはにこりと笑ってその手元を指さしてやる。


そこには途中で放棄された宿題が一枚。少女は渋々と腰を下ろし、せっせとペンを動かし始めた。その姿に、もう暫くかかりそうだとゆっくりコーヒーに舌鼓を打つ。


外では相変わらず、サァサァと雨音が響いていた。


「随分と賑やかだね」


ふいに食堂の扉が開き、新しいコーヒーを両手に宿の女将がやってくる。


彼女は少女の隣に座り、一つをリゼルの前へ置いて、自らも手製のコーヒーを味わい始めた。おかわりを淹れてくれたのだろうと礼を告げる。


「お疲れ様です、女将さん」


「リゼルさんも。今日のお勉強は順調かい？」


「それはもう、熱心な生徒がいるので」


女将は、はっはっと声を上げて笑った。


少年少女の勉強に付き合う時は、いつも宿の食堂だ。


そう決まっている訳ではないが、子供たちがここ以外でリゼルを捕まえられないので必然的にそうなっている。そういう時、おやつを差し入れる女将も既に慣れたもの。隣の少女が必死にペンを動かすのを、彼女は慈しむような眼差しで眺めていた。


「まさか、冒険者が勉強を教える光景を見るようになるとはねぇ」


コーヒーを片手に、しみじみと女将が頷いた。


「最初リゼルさんを見た時は、まさか冒険者になるとは思わなかったよ」


「もう疑ってないですか？」


「やだね、疑ったことなんてないじゃないか」


リゼルには割と露骨に冒険者扱いされなかった覚えがある。


確かに疑われていた訳ではないのかもしれない。冒険者だと知ったうえで、あの扱いだったのかもしれない。リゼルはそう思うことにした。何故なら扱い的には今でもそう変わらない。


からからと笑った女将が、両手で温かなカップを包みながら口を開く。


「向いてないんじゃと思ったけど、楽しそうで何よりだよ」


温かな眼差しに、リゼルはくすぐったそうに顔を綻ばせた。


「向いてないと思ったら冒険者になってませんよ」


「おや、そうなのかい？」


「じゃないと、ジルには頼めません」


最初は契約という形で関係を結んだのだ。


そこで初心者冒険者の付き添いを頼んでおいて、並の冒険者にもなれないようでは無駄骨を折らせてしまうことになる。それ以前に、余計な手間を増やすなと付き添いを嫌がられたはずだ。身分証を手に入れるだけなら冒険者でなくとも良いのだから、尚更のこと。


「なら、リゼルさんの読みは当たってた訳だね」


「え？」


「立派に冒険者をやってるじゃないか」


そう胸を張った女将が昨日、リゼルたちが依頼を受けに行こうとした際に「変な冒険者に絡まれないようにね！」と言い放った事実がなければリゼルは素直に喜べた。心配は嬉しい。その気持ちは嬉しいが、冒険者を送り出す言葉ではない。


「読みといっても、人並みの体力はあるってだけの理由でしたし」


苦笑し、何となく少女へと視線を流す。


難問にあたったのだろうか。ペンの動きが暫く止まり、やがて諦めたように先の問題へ進んでいた。


「先の予想できないことに挑戦したいっていうのがあったのかも」


ポタン、ポトン、と何処からか聞こえる雨垂れの音に耳を澄ます。


元の世界にはない冒険者という制度なら、それが叶うのではないかと。不自由など感じたことはないが、それでも本当に自由であるということがどういうものか分かるのではないかと。


そういう考えは、確かにあったのだ。


「挑戦してみてどうだったんだい？」


「とっても楽しいです」


「だろうね！」


迷宮をはじめ、予想以上に自由すぎて物凄く楽しい。結果オーライだ。


「できた！」


暫く女将と談笑していると、宿題に齧りついていた少女がパッと顔を上げた。


顔を輝かせ、見て見てとリゼルへと宿題を掲げてみせる。テーブルの下では、待ちきれないとばかりに小さな足がパタパタと揺れていた。


「答え合わせ、しましょうか？」


「うん！　全部あってたら、おんがく、おしえてね！」


「おや、じゃあ私は頑張った子にご褒美でも用意しようかね」


自身のカップ、そしてリゼルの飲み終えた一杯目のカップを手に、女将が席を外す。


リゼルも少女の手から宿題を受け取って目を通した。出会った頃より難度を上げた問いには、面白いことわざも増えてきている。実はこういったところで、地味に元の世界との差異があるのだ。とはいえリゼルも知識吸収は欠かしていない。


「The cunning mason works with?（熟練した石職人は？）」


「any stone!（どんな石でも依頼をこなす！）」


ペンを止めていた部分を尋ねてみれば、すぐに元気な答えが返ってきた。


よくできましたと微笑めば、少女も嬉しそうに、少しはにかむようにクスクスと笑う。


「終わったかい？　ほら、クッキーだよ」


「わっ、やった」


間違いはゼロ、とリゼルが宿題を少女へと返した時だ。


白い皿に、丸くて平たいクッキーを積んだ女将が食堂へと戻ってきた。テーブルの上に置かれたそれから香ばしい香りが漂ってくる。少しハチミツの甘い香りもするだろうか。


早速、とばかりに伸ばされた小さな手に続き、リゼルも戯れるように〝ジルは食べられないな〟なんて思いながら一枚摘んだ。齧れば、サクリと軽い食感。


「おいしいね！」


「美味しいですね」


「そりゃあ良かった。いっぱい食べるんだよ」


女将はことある毎ごとに食べろ食べろと口にする、典型的お母さん系女将だ。


「じゃあ私は掃除でもしてようかね」


「行ってらっしゃい」


彼女はひょい、とクッキーを一枚口に放り込んで席を立った。


見送るリゼルの前で、さくさくと頬を膨らませながらクッキーを味わっていた少女がハッと顔を上げる。ごくりと口の中のものを飲み込んで、ぴんと背筋を伸ばしてみせた。


「貴族さま、何おしえてくれるの？」


「じゃあ、音階から。ちょっと待っててくださいね」


紙とペンが欲しい、とリゼルも一度食堂から出る。


階段を上り、自室へ。ベッドの膨らんだ毛布からは赤い髪がはみ出していた。昨晩泊まっていったイレヴンだろう。熟睡しているらしく、微かに上下している毛布に小さく微笑む。女将に別の部屋を用意してもらい、そちらに泊まっていたはずなので不思議ではあるが。


朝起きた時はいなかったのに、と思いながら椅子にかけていたポーチを漁った。ペンとインク壺つぼ、何枚かの紙を持って静かに部屋を出る。


「お待たせしました」


「ううん」


食堂に戻り、さてと再び少女の向かいに腰かけた。


テーブルの上に紙を広げ、七つの記号を書き込む。少女もそれを覗き込んだ。


「この七つが全ての基本です。Fiu、Due、……で、Zio」


「それは名前？」


「そう。記号の名前で、音の名前」


少女が理解できるよう、ゆっくりと説明していく。


ピアノが欲しいな、と思ったがないものは仕方がない。レイの家で見たとおり、上流階級の中でも更に城に登城できるような者たちしか持たないのだから。地理的には、もう少し西のほうで盛んな楽器だ。


リゼルは一瞬、宝箱から出てくれれば良いのにと思った自分を戒める。自身が求めるのはそんな変な特別扱いではないのだ。普通に回復薬とか欲しい。普通に回復薬とかが出るうえで伝説の剣とかが欲しい。


「音にすると左から、えーと……んー、ん、ん、ここかな。Fiu、Due、……」


「あがってる！」


「高くなる、っていうんですよ。音が高い、低い」


「へぇー」


口頭で完璧な音階を表現するのはなかなか難しい。


しかしヴァイオリンを持ち出してくるほどでもないだろうと説明を続けていく。


「Zioまでいったら、またFiuに。この七つで一組、それが上下に重なって、高い低いを表すイメージです」


「んー」


「楽譜を見ながら曲を聴けば、何となく分かるので大丈夫ですよ」


「うん！」


「じゃあ、楽譜なんですけど」


リゼルは七つの記号の下に一本の横線を引いた。


線の左端に記号を一つ。そして線を右にたどるように、線の上に、下に、そして線に重ねて中心に。楽譜は国によって、あるいは専門度合いによって様々な形があるが、これが一番の基本だ。


「かわいー」


「そうですか？」


少女特有の謎の可愛いが出た。


楽譜を可愛いと思ったことはないな、とリゼルはまじまじと自ら書いたそれを眺める。


「左端が始まりの音。で、右に向かって読みます。線に被って記号があれば、左の音と同じ音階の中の音。線の上にあれば、一つ高い音階。下にあれば、一つ低い音階の音です」


「いっこ飛ばしとかもあるの？」


「ありますよ。良い質問ですね」


リゼルは横線の上に短い線を引いて、その上に記号を乗せてみせる。


「これが二つ上」


「すごい！　これ、なにかの曲？」


「いえ、適当です。君が知ってるような歌の楽譜があれば良いんですけど」


まずリゼルには、王都の子供たちがどんな歌を知っているのかが分からない。


何処かで手に入るのだろうかと、そんなことを考えていた時だ。ふと外から、蹄が石畳を叩く音が聞こえてくる。冷たい雨音の中、不思議と温かみを感じる音だった。


規則的に、しかし複数頭いるのか重なり合って。こんな雨の日に珍しいものだと通りすぎる音に耳を澄ましていれば、それは予想に反して宿の近くで途切れてしまう。


「ばしゃ？」


「近くに止まりましたね」


少女も気付いたのだろう。


湿気が籠もるのを避けるために開けっ放しの食堂の扉、その向こうに見える玄関を何となく二人で眺めてみる。だが関係はないだろうと、どちらともなくテーブルの紙面に視線を戻す。


だが、すぐに宿の戸が叩かれる音がした。


「はいはい、今行くからね」


箒ほうきを手に、パタパタと女将が玄関へと向かっていく。


郵便でも届いたのだろうか、と雨が降っても外を走り回っている郵便ギルド職員にリゼルが思いを馳せていた時だ。にわかに慌ただしくなった玄関に、音楽講座を再開していた二人は再び揃ってそちらを向いた。


「とにかく入ってくださいな！　ほら、そこでは濡れてしまうでしょう？」


「突然すまないね、お言葉に甘えさせてもらおう」


「今コーヒーをお持ちしますわね」


あらやだとばかりの女将に促され、微かに濡れた肩を叩きながら現れたのは、快活な笑みが似合う整った造形。リゼルがぱちりと目を瞬かせ、少女がぽかんと口を開くなか、食堂の中に視線を向けた彼はパッと華やかな笑みを浮かべた。


「リゼル殿、久しぶりだね！」


「レイ子爵」


立ち上がろうとしたリゼルを片手で制し、レイは物珍しそうに周りを見渡した。そのまま堂々と食堂に足を踏み入れる姿に、背景から浮いているなとリゼルは自分を棚に上げて感心する。


「雨の風情を楽しみに？」


「勿論だとも。と、言いたいがギルド帰りでね」


折角こちらに来たのだから寄ってみた、ということだろう。


雨だからいると思ったのだと笑うレイに、リゼルも行き違いにならなくて良かったと微笑む。用があるようには見えないので、本当に顔を見ようと寄ってくれたらしい。


「おや」


ふいにレイが、自らを見上げて固まる少女とテーブルの上の楽譜を見つけた。


「失礼、お嬢さん。学びの時間を邪魔してしまったかな？」


嫌味なく笑うレイに、リゼルも微笑みをそのままに少女を見る。


ぽかんとしていた少女が慌てたように振り向くも、リゼルは何も言わずに首を傾げてみせるのみ。彼女はもう、こういう時にどうするのかを知っている。それを実践だってできるのだから。


そのやりとりにレイも察したのだろう。金の瞳に面白そうな色を滲ませ、少女を見守った。


「っあの」


少女が意を決したように声をあげ、きゅっと小さな手で椅子の背もたれを握る。緊張して丸まっていた足を伸ばし、音を立てないように床に下りると、椅子を握っていた手を自身のスカートへ。


添えるというには強めだが、そっと布地を引きあげながら膝を折る。


「お会いできてこうえいです、ししゃく」


「素晴らしい挨拶を有難う、お嬢さんリトル・レディ」


レイは少女の前に膝をついた。


恐る恐る顔を上げた少女に片目を瞑つむり、掬うように優しくその両手をとる。


「こんなに素敵な淑女に出会えるなら、雨の日も悪くないものだね」


「！」


少女が顔を輝かせてリゼルを振り返る。


リゼルが褒めるように頷いてみせれば、彼女は喜びに頬を染めて照れたように肩を竦めた。そして立ち上がるレイから手を離され、いそいそとリゼルの隣の椅子に体を持ち上げる。喜びが零れてしまったのか、そわそわぱたぱたと揺れる足については、今だけは触れずにおいてあげたほうが良いだろう。


「雨の日は依頼に出ないのかい？」


「出ないことが多いですね」


「そうだろうとも、何をするにも手間がかかる」


正面に腰かけたレイに急ぐような素振りはない。今日の用事は済んだようだ。


女将に謙遜されながらコーヒーを差し出され、特に抵抗なく味わっている姿を眺めながらリゼルはそう納得した。とはいえレイなので断言はできないが。お行儀よく腰かける少女を隣に、特に何てことない雑談を楽しむ。


暫くすると、階段を下りる音が聞こえてきた。


「おや、君もいたのか」


「……あ？　何でいんだよ」


ラフな格好のジルが食堂に顔を出す。彼はやや気だるそうに、怪訝な顔をレイへと向けた。


それに少女が少しだけ身を寄せるのを感じながら、リゼルはすっかりと冷めたコーヒーを指してみせる。


「飲みますか？」


「いい。水」


食堂を通りすぎ、キッチンへ姿を消したジルを見送る。


グラスを見つけ、水を飲み、一息ついてのんびりとでもしていたのだろう。少ししてからキッチンを出てきた彼の手には、新しい水の入ったグラスが一つ。その眉間には微妙に皺が寄っていた。


リゼルはレイと雑談を交わしながら、横目で見たジルを手招いた。


「ジル」


グラスが差し出される。手をかざせば、その水面が薄く凍り始めた。


「ん」


もう良い、と止める声に流し込んでいた魔力を止める。ジルが踵きびすを返し、グラスを揺らしながら歪な氷を崩した。そのままグラスに口をつけ、冷えた水を喉に流し込みながらも食堂を出ていく。


ふいに、レイから笑い声が零れた。


「一刀も随分と我儘わがままらしい」


「お酒とかでも時々、冷えてないって文句言ってますよ」


「ああ、それは私にも分かるね」


足を組んでコーヒーを掲げたレイは、相変わらず役者のような身振りがよく似合う。


酒飲みあるあるなのだろうか、と考えているリゼルを、興味深そうに会話を聞いていた少女が不思議そうに見上げた。


「あったかいお酒、おいしくないの？」


「どうなんでしょう。ホットワイン、とかは聞きますけど」


「ああ、ライナが寝る前によく飲んでいるよ。あれは、そうだね。体は温まるが、酒を飲みたくて飲むものではないかな」


へぇ、と感心したように頷くリゼルと少女に、レイは笑みを零して付け加える。


「ワインにスパイスとハチミツ、レモンなんかも入れてね。お嬢さんもきっと気に入るだろう」


「おいしそー」


「酔っちゃいますよ」


「よわないよ！　まえにお父さんのお酒、ちょっとだけ分けてもらったけど、よわなかったもん。にがかったけど」


リゼルは黙った。


そのまま三人で談笑すること暫く。女将がそわそわと淹れるコーヒーを、レイが二杯飲み干した頃だ。弱まらない雨音に、ふと気を引かれたレイが窓の外を見る。


「さて、そろそろお暇いとましようか。楽しい時間はあっという間だね」


思ったより長居してしまった、と彼は惜しみながらも立ち上がった。


慣れた手つきで襟元を正す姿を眺め、ふとリゼルは思い出したかのように口を開く。


「そうだ。子爵、お願いしたいことが」


「うん？　何でも言うと良い」


「手習いの楽譜を扱っているような店を知りませんか？」


おや、とレイは意外そうに手を止める。


見送りの作法が分からず、スカートを握り締めていた少女が跳ねるように顔を上げた。


「楽譜か。さて、中心街の店で良ければ紹介もできるけれどね」


「そうですよね」


ううん、とリゼルは思案する。


リゼル個人としては全く問題ないのだが、少女に与えるとなると別の問題が発生する。


これでもリゼルはご近所付き合い、というものも日々学んでいるのだ。あまりお高いものを勝手に子供に与えるのはＮＧ、というのが女将の談。ちなみにこれは、リゼルが貰い物のお菓子を分けようとした時に言われたもの。


美しい宝石の見た目をしている菓子、通称はそのまま〝宝石菓子〟というらしい。最近になって上流貴族で流行っているというそれは、その貴族でもなかなか手に入らない菓子だという。だが、今まさに目の前にいるレイが「貰いものでよければぜひ」と気軽にくれたものだった。


見た目が綺麗だから子供は喜ぶだろう、と特に何も考えずに子供たちに分けた途端、流行と噂に敏感な女将に価値を看破されて注意を受けた。内緒でこれだけ、といって子供たちは食べたが。何なら女将もちゃっかり食べた。


「ああ、それなら」


依頼で【王都の童謡募集】とでも出してみようかと思いついた時だ。


レイが名案だ、とばかりに悪戯っぽく笑いながらリゼルを見下ろした。


「ライナが昔使っていたものを後で届けさせよう」


「良いんですか？」


「勿論だとも。うちには何でもかんでも残しておく爺じいやがいてね、きっと残っているはずだ」


立ち上がったレイに、気付いた女将がいそいそと玄関に向かう。


女将は扉を開いて、恐らく待っていた御者に声をかけたのだろう。隙間から見えた空は薄暗く、いまだ雨は止みそうにない。曇天どんてんの下、外がい套とうを着こんだ御者が馬の手綱を確認している。


雨除けの下で馬が鼻を鳴らし、濡れたたてがみをムズかるように頭を震わせた。


「今日中に届けさせるから心待ちにしておいで、お嬢さん」


「あっ、ありがとうございます！」


「有難うございます、子爵」


レイは片手を挙げて食堂を出た。見送る女将に声をかけ、ゆったりと馬車に乗り込む。


そして磨かれた車体が玄関の四角い枠から姿を消すと、ようやく女将も気を抜いたようだ。ふう、と息を吐きながら玄関扉を閉めて、やや足早に食堂へと戻ってくる。


「リゼルさんのお客さんの中で一番緊張したよ」


「ん、珍しい」


「こら、茶化すんじゃないよ！」


ジルやイレヴンにも物怖じしない女性が、と可笑しそうに目を細めるリゼルに、女将は「全くもう」と厳しい顔をして腰に手を当てるのだった。






昼食を終え、リゼルは食堂で読書に興じている。


レイが楽譜をくれるというのなら、それからで良いだろうと授業は中断。少女はリゼルの隣で、紙に書かれた音階の記号を嬉しそうに眺めている。雨音を遠くに時折、一から七まで音をなぞる澄んだ声と、ゆっくりと捲られるページの音が重なった。


食堂には、のんびりとした時間が流れている。


「あー……腹減った」


それから暫くの後。


少女もすっかりと記号を覚え、手持ちの本と向き合っていた時だ。音もなく食堂に現れたのは、普段は結んでいる髪を解ほどきっぱなしのイレヴンだった。彼は眠そうにキッチンへ向かい、扉の向こうにズボリと顔を突っ込んだ。


「腹減ったァー、何かちょーだい」


「全く、こんな時間に起きてきて……はいはい、すぐ用意するよ！」


威勢の良い女将の声に満足したのだろう。


イレヴンが腹の鱗を撫でながらやってくるのに、少女の視線が本からそちらを向いた。


「お兄ちゃん、おはよう！」


「そこ俺の席」


「ご、ごめんなさい……っ」


欠伸あくびを漏らしながらの一声に、少女は慌てて椅子から降りた。急いで向かいの席に移動する彼女にリゼルも顔を上げ、当然のように隣の椅子に腰かけたイレヴンへと苦笑を零す。


ここでイレヴンを窘めてしまえば、きっと分かりやすく拗ねるうえ、その責任を少女に押しつけるのだろう。彼は子供相手だろうが関係なく、普段気に入らない相手にそうするように嫌悪する。そのほうが危ないと、リゼルは大人な少女へのフォローを後に回した。


「おはようございます、イレヴン」


「んー」


「眠そうですね」


「寝すぎで眠ねみィ……最近あんま寝てねぇんスよね」


開ききらない目で、テーブルに突っ伏したイレヴンの頭を撫でてやる。


目の前に少女がいるからだろう、その手に甘えてくることはなかった。他の目がある場所では、ハッキリと甘えるような真似を好まないのだ。


「忙しいんですか？」


「や、夜ウロつきたい気分なだけ」


何やら裏で活動中かと思ったが違うようだ。


いや、本当に何もしていないのかは分からない。イレヴンにとっては何てことないことでも、それが結果として国を脅かす盗賊団を生み出した前例がある。とはいえレイから物騒な話も出なかったので、何かしらの大事おおごとを起こしている訳でないのは確かだろう。


「ニィサンどっか行った？」


「いえ、二階にいませんでした？」


「いないっぽい」


いつの間にか出かけていたらしい。


ジルは雨でも出かけることが度々あった。選りすぐりの素材で作られた外套は、被れば足元以外はほとんど濡れずに済む。それか裏で煙草でも吸っているのかもしれない。


「雨かァー」


ぐぅっとイレヴンがテーブルの上で伸びた。


「雨用の外套、新しくしよっかなー」


「イレヴン、見る度に違うの着てませんか？」


「そだっけ」


雨の日に揃って外出する機会は少ない。


だが雨の日にしか咲かない花など、そういった依頼を受けた時は共に外へ出る。その時にリゼルが目にするイレヴンは、いつも洒落しゃれた柄の外套を身に着けていた。大抵がリバーシブルで、一度だけ何故かと聞いてみたことがある。予想どおり元盗賊らしい返答があった。


「同じだと飽きんスよね」


「装備は良いんですか？」


「同じレベルのモン作れんなら代えっけど」


成程、とリゼルが納得していると、大皿を手に女将がやってきた。


皿に載るのは大盛りパスタ。リゼルと少女ならば皿に少なめで充分だが、イレヴンではそうはいかない。彼は寝起きだろうが何だろうがフルスロットルで食べる。


「ほら、ちゃんと噛んで食べるんだよ」


「あんがとー」


受け取ったイレヴンが早速フォークで麺めんを掬い、上目でリゼルを見る。


「この前デザインフロッグ狩ったじゃん」


「ああ、あの時の」


「そ、レア出た時の」


先日、迷宮の深層で出会った魔物だ。


リゼルは様々な色柄を持つカエルたちを思い返した。浅層の魔物だと、はっきりしない色合いのまだら模様が多い。だが深層にもなれば、ドットやチェック、幾何学きかがく模様など色もハッキリと鮮やかになる。装備のおしゃれと性能を両立したい冒険者たちに大人気の魔物だ。


イレヴンはたくさんの色が目を楽しませるスプラッシュ柄を酷くお気に召したらしい。


「レアなんですか？」


「あんま見ねぇもん。きったねぇのは見るけど」


柄のレア、レアじゃない、は冒険者たちの独断と偏見による。


「あれで作ろー」


パスタを搔き込むイレヴンを横目に、リゼルも己の外套を思い出してみた。


リゼルのものはきちんと袖のある外套だ。こちらに来たばかりの頃、他の装備と同じくジルに丸投げして準備してもらったもの。流石は最上級素材で作られただけあって、撥水性はっすいせいが薄れたようには感じないが代えたほうが良いだろうか。


そんなことを考えながら、続々と皿を平らげるイレヴンの隣で読書に戻った。






イレヴンも食事を終え、変わらぬ面めん子つのまま食堂でのんびりとしている時だ。


「やっぱり、えーっと……えんりょ？　がないほうが、仲良しなのかなぁ」


「は、何で？」


「可愛らしい考え方ですよね」


「あー、ガキはそうやって考えんのかも」


「ちがう？」


「いえ、それも一つの基準ですよ。子供の頃は立場の違いもないですし」


「つうか遠慮がねぇの最上級って〝気兼ねなく殺せる〟じゃん。仲良くはねぇだろ」


「ほんとだ……」


リゼルは読書を、少女はお絵かきを、イレヴンは女将のクッキーを暇そうに齧っていた。


ぽつりぽつりと交わされる雑談は、気まぐれで口を挟むイレヴンの影響でやや物騒なほうへと傾きがち。さりげなくリゼルがフォローを入れて少女への悪影響を防いでいると、ふいに外から壁を蹴るような乱暴な音がした。少女の肩が跳ねる。


「えっ、えっ？」


「大丈夫ですよ」


次いで壁の向こうから、ガシャンガランと何かが崩れるような音。


少女が慌てたように木炭を手放し、リゼルの元へと駆け寄ってくる。リゼルはその肩に手を添えてやりながら、本を閉じて音の方角を向いた。雨模様に参った誰かが、路地を走り抜ける時に何かしら引っ掛けただけなら良いのだが。


そう思いながら隣を見れば、クッキーを噛み潰しながらイレヴンが天井を向いている。


「へったくそ」


つまらなそうな呟きと同時に、にわかに外が騒がしくなった。


同時に、ドン、ドン、と宿の上を誰かが駆け回る音。移動しているらしいそれに、リゼルの服を摑んだ少女の手にぎゅっと力が籠もる。


「誰だいうちの屋根で走り回ってんのは！　穴でも開けられちゃあ雨漏りしちまうよ！」


すっかりと憤慨した女将が玄関へ向かう。


「イレヴン？」


「ほっといて大丈夫」


なら良いか、とリゼルは女将が玄関を開けるのを眺めた。女将はなるべく濡れないように外へと身を乗り出して、水滴を遮るように目元に手をあて、そして屋根の上に向かって叱しかり飛ばす。


「こら、何してんだい！」


「げ、やべ……ッうっわ！」


聞き覚えのある声がした。


ぱちりとリゼルが目を瞬かせた瞬間、悲鳴と共に誰かが女将の前に落ちてきた。びくりと肩を竦めた少女の細い髪を撫で、リゼルは首を傾けてそちらを窺ってみる。地面に落下した誰かは、受け身だけはとれたのだろう。ぶつけた尻をさすりながら立ち上がった。


「おいアイン大丈夫か！」


「すっげぇ落ちたな」


「うっせぇー」


「おや、あんたたち久しぶりだね」


「あ？　あっ、おー……あっ、ここアレか！」


「久しぶりーっす」


続々と宿の前に集まってきたのはアインたちのパーティだった。


彼らはリゼルへ暗号解読を依頼する度、必ず女将と顔を合わせてきた。暗号を解読している間は食堂に入り浸ったり、茶を御馳走ごちそうになったりとそこそこ世話になっていたのだ。お互い忘れてはいなかったようで、女将の説教にも少しばかり手心が加えられている。


「びしょ濡れじゃないか。ほら、温かいお茶でも出してあげるよ」


「あざっす」


「ざーっす」


頭から靴まで全身水浸しの彼らを放っておけなかったのだろう。


仕方なさそうに招き入れる女将に、アインたちはどかどかと遠慮なく宿へと足を踏み入れる。体中から際限なく床に落ちる水滴に、女将は次々とタオルを押しつけた。


「全く、何だってこんな雨の日に出歩いてるんだい」


「俺らも好きで出歩いてんじゃねーんすよ」


その時、ふとアインの瞳がリゼルを捉えた。


「おっ、リゼルさん！」


「マジで？　まぁ雨だしいるか」


「やっべぇ屋根乗ったんだけど」


「げ、獣人いんの……」


髪から水を滴らせ、彼らはわちゃわちゃと食堂に駆けこもうとする。


だがリゼルはそれを制した。そろそろと顔を覗かせる少女を腕にくっつけたまま、空いた片手を持ち上げる。掌はアインたちへ。つまりは待ての合図。彼らはぴたりと動きを止めた。


「拭いてから、です」


すごすごと引き下がっていくアインたちをイレヴンが鼻で笑う。


それを尻目に、リゼルは少女を見下ろした。彼女はリゼルの後ろに隠れながら、そわそわとアインたちを窺っている。その視線はアインに釘付けだった。詳しく言うなら、その腕の中へと。　


「お前のせいでパンツまで死んだぞ、おい」


「に」


真新しいタオルで毛を拭われているのは一匹の猫だった。


本来ならば真っ白の美しい毛並みなのだろう。しかし泥の中を走り回ったお陰で、その四本の足も腹も汚れてしまっている。雑な拭かれ方がお気に召さないのか、猫はアインに引っ摑まれながらもぬるぬると暴れていた。


「こりゃ洗ってあげたほうが良いね。ほら、貸しな。飲み物もここに置いとくからね」


「おっ、まじすかラッキー」


「っねがいしゃーす」


「こら、ちゃんと抱えてやりな！」


首根っこを摑んで差し出すアインを叱りつけ、女将はタオルで包むように猫を受け取る。先程まで暴れまわっていた猫が途端に大人しくなるのを、アイン一行は「可愛くねぇなぁ」と見送っていた。


リゼルは猫が気になって仕方ない様子の少女を促してやる。少女は嬉しそうに女将の元へと駆けていくが。


「おっ、子供！」


「ちっせぇ！」


「飴あめ食う？」


食堂を出ようとした途端、当然だが少女は玄関でたむろするアインらに見つかった。


装備を脱ぎ、半裸で髪や体を拭いている男集団に声をかけられるのは、やはり少しばかり萎縮いしゅくしてしまうだろう。たとえ怒りのままに冒険者ギルドへ突撃した少女だとしてもだ。


わらわらと囲まれ、やいのやいのと声をかけられ、飴を差し出された少女は暫くおろおろしていたが、すぐに凛々りりしく眉を吊り上げた。はっきりとした声で告げる。


「ごきげんよう!!」


「ご、ごきげんよう……」


シャワー室へ駆けていく少女の後ろには、唖然とする男たちだけが残された。


「すげぇ、姫いんじゃん……」


「まぁリゼルさんの宿だしな……」


「あれ娘だったりすんのかな……」


「聞こえてますよ」


ごり押しなところはリゼルに似てきたのかも、とイレヴンは密かに思った。


そんなことなどつゆ知らず、苦笑したリゼルにようやくアインたちも我に返ったらしい。すっかりと水の滴らなくなった彼らは、首から頭からタオルを下げて次々と食堂に足を踏み入れる。


用意された温かな茶を手に、リゼルのテーブルへと歩み寄ってきた。


「リゼルさん今日休みっすか」


「はい。アイン君は依頼ですか？」


「そうなんすよ、雨だけどいっかーっつって。報酬二倍っつーから受けて」


「すっげー走り回ったよなぁ」


「いやもう全然いねぇっつーさ」


依頼内容を確認せず受けたら猫探しだった、ということか。


飼い主も雨の日に迷子など可哀想だと思ったのだろう。報酬を倍にするほど愛している猫を助けてあげられたのだから随分と感謝されるはずだ。立ち飲みしながら、適当な椅子にしゃがみながら、文句を零すアインたちを労ねぎらうようにリゼルは微笑んだ。


「お疲れ様です。甘いものでも」


クッキーの皿を差し出そうとした瞬間、イレヴンが皿の上を全て浚さらっていった。


「イレヴン」


「んー？」


残り少なかったとはいえ、全て口の中に詰め込まれてしまった。


イレヴンはもごもごと口を動かしている。その顔は悪びれない。リゼルが膨らんだ頬をむにりと押してみても、なんてことない顔をしていた。


「すみません、アイン君。なくなりました」


「いや、見てたんで。リゼルさん悪くないんで。こいつの所為なんで」


アインが喧嘩を売るようにイレヴンの椅子を蹴る。逆に足を踏まれて悶絶していたが。


「いつかぶん殴なぐる……っ」


「頑張ればァ？」


一触即発な空気が漂うも、それを払拭ふっしょくするように女将と少女の声が届く。


驚いたような声だ。何かあったかとそちらを見れば、ダダダダと何かが激しく駆けまわる音。この時点で何が起こったのかを察したリゼルたちの視線の先で、すっかり洗われたらしいびしょ濡れの猫が玄関の前を駆けていった。


「にげた！　ねこ！」


女将と一緒に洗っていたのだろう。


スカートの裾を結んだ少女も猫を追いかけ、扉の向こうを左から右へ駆けていく。アインたちも慌ててカップを置き、猫を追いかけようと食堂から駆けだした。玄関の扉は既に閉めている、外に逃げ出すという最悪の事態は避けられるだろう。


リゼルとイレヴンは腰かけたまま、どたばたと賑やかな光景をゆったり眺めていた。


「あ、こらっ、二階に行っちゃ駄目だよ！」


「わっ、あぶない、とぶ、あっ、すごい、きれいにおちた！」


「捕まえっ……だぁああーッ」


背中に猫を乗せたアインが右から左へスライディングしながら消えていく。楽しそうだ。


「手伝ってあげないんですか？」


「俺の依頼じゃねぇもん」　


リゼルが可笑しそうに問いかければ、イレヴンもあっさりと返した。


リゼルもまた、アインたちで無理なら自分も難しいと傍観に徹する。まさか宿の中で魔法を使って足止めする訳にもいかない。そうして二人が優雅に高みの見物を決めていた時だった。


待ち構えるアインたちを相手に、素晴らしいターンを決めた猫が食堂に突撃してくる。


「リゼルさんゲット！　それゲット！」


小さい体で、何故そこまでの存在感を主張できるのか。


ダダダダ、と体格に見合わない音を立てながら駆ける猫が、狙い定めたようにリゼルたちのテーブルに飛び上がる。やや尻を落としかけながらもよじ登る猫に、リゼルはアインの声に応えるようにそっと手を伸ばした。案の定避けられる。


「あっ、外でちゃう！」


「ぎゃーッ待ってってストップストップ！」


リゼルたちのテーブルにほど近い窓は、雨が吹きこまないからと開けっ放しだ。


タッ……と飛び上がった猫がサッシへ下り立つ。前足、後ろ足、足場にしたサッシの上で見せたしなやかな脚運びは見事の一言。猫はスルリと窓の向こうへと姿を消してしまった。


「せっかくきれいになったのに……」


「折角捕まえたのに……ッ」


しゅんと肩を落とした少女の隣で、アインたちは顔を覆って打ちひしがれていた。


何か協力できれば良いのだが、と考えていたリゼルの肩がつつかれる。どうしたのかとそちらを見れば、イレヴンがにやにやと笑いながらその指先を窓のほうに向けた。


振り向けば窓の外にはジルの姿。彼はやや撫然と猫の首根っこを摑んでいる。


「おい、なんか懐いてきた」


「うおぉぉぉジルさん!!　ジルさーーーーん!!」


「一刀────!!」


「うるっせぇな……」


そうして無事に捕獲された猫は窓越しに受け渡され、洗い場に逆戻りしたのだった。







    
  
  








洗われ乾かされ綺麗になって、猫はほくほくとしたアインらにギルドへ連れられていった。


それを見送る少女の目が酷く名残惜しげだったので、今夜にでも彼女の両親は「猫が飼いたい」の攻撃にあうかもしれない。


「貴族さま、みて！」


「良かったですね」


だが、その攻撃も別の興味によって薄れるか。


少女の手にある何枚もの楽譜に、リゼルは共に喜ぶように微笑んでみせた。


「この中に、君が知ってる曲があると良いんですけど」


レイは宣言どおり、屋敷に帰ってすぐに楽譜を用意させたのだろう。


アインたちと入れ替わるように馬車が宿を訪れた。現れたのは、約束の楽譜を携えたレイからの使者。届けてくれた使者に礼を告げ、受け取った楽譜をリゼルが少女に渡せば、少女は飛びはねんばかりに喜びを露にする。


リゼルも見てみたが、楽譜は本当に簡単なものだ。王都の童謡だろう。


「何それ」


「レイ子爵から頂きました」


「ふーん」


食堂に戻ったリゼルと少女に、イレヴンから声がかかる。


問いかけておきながら興味はなかったのだろう。彼は欠伸を一つ零して席を立つ。


「眠くなってきた……寝てこよ」


「おやすみなさい」


「んー」


リゼルは食堂を去っていくイレヴンを見送りながら席に着く。少女もすぐに隣に座った。


食堂の外では、ちょうど鉢合わせたのだろう。外から帰ってきたジルとイレヴンが、あの猫は何だの何をどうやって捕まえたのかだのと言葉を交わしながら階段を上っていく。


リゼルは改めて楽譜を眺めた。酒場のヴァイオリン、街角の旅芸人、どこかで聞こえる子供たちの歌声。定番の童謡が分からないので、そういった王都で聞き覚えのある曲を探していく。


「こんなに貴族さまといれたの、はじめて」


そんなリゼルの耳にふと届いたのは、くすぐったそうな少女の声だった。


自身に向けられた言葉ではないのだろう。だがリゼルは隣を見て、微笑んで首を傾けてみせた。


「君の退屈を、少しでも紛らわせることができましたか？」


「少しじゃないよ、たくさん！」


少女は可憐な花のような笑みを浮かべ、湧き出る喜びのままに口を開く。


「ありがと、貴族さま！」


「こちらこそ」


笑い合った二人はこうして、珍しく随分と賑やかだった雨の日を過ごしたのだった。
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王都にある、まるでバーのような雰囲気の大衆酒場。客もはけ始める真夜中近く。


その店内のカウンターでリゼルは一人、鶏肉と野菜のカルピオーネを肴さかなにカクテルを嗜たしなんでいた。勿論ノンアルコールだ。今日はこの店でゆっくりしようと決めていたので、予定どおりの遅めの夕食だった。


「魚料理か……うちでも取り扱ってはいるが」


「やっぱり海の魚は難しいですよね」


客からマスターと呼ばれている店主と会話を交わす。


産地で食べる魚の味をアスタルニアで初めて堪能したリゼルは、早速それを恋しがっていた。食べられるなら食べたいというだけで、どうしてもという訳でもないのだが。


「そんなに美味かったか？」


「それはもう」


「ならば、仕入れたいものだ」


愛想のない顔を緩めるようにマスターが笑う。


その後ろ、ワインが並べられた棚の、腰ほどの高さにある一段。奥の板が取り払われ、キッチンに繋がっているそこから一本の腕が現れた。その手が棚の底板をノックする。


店内の何処からも腕と腰のあたりしか見えないうえに、男とも女ともとれる手。調理を担当している誰かの顔を、リゼルは一度も見たことがなかった。美味しい料理を作ってくれる、それだけ分かっていれば十分ではあるが。


「すまないな」


「え？」


そんな相手から、マスターが一枚の皿を受け取った。リゼルの前に運ばれる。


「うちの魚料理も負けていない、だそうだ」


白身の魚が盛りつけられた皿を見下ろし、リゼルは笑みを零した。


フォークでひと口とって口に運べば、引き締まった身から素材の味を強く感じる。ソースに使われた柑橘かんきつ類の爽やかさ、それが淡白ながら繊細な風味と絶妙に合わさっていた。


「凄く美味しいです」


棚の向こうにいる相手がこちらの反応を窺っている気がして、感想を送る。すぐに棚板の上に現れた手がぐっと親指を立て、まるでダンスするかのように機嫌良く揺れた。


そして調理に戻ったのか、料理人は横にずれるように姿を消した。棚の隙間からは奥行きのあるキッチンが覗いている。それを眺めていたリゼルはふと、マスターと視線を合わせて口を開いた。


「この店の料理は絶品だっていつも思ってますよ」


「そうか」


「特に、自分でやってみるとその凄さが分かります」


「……料理をか？」


「はい」


そのまま楽しそうにカレー作りを語り出したリゼルに、マスターは最初こそ驚いていたものの、やがて静かに頷きながら話を聞いてくれたのだった。






翌日、ギルドに顔を出したリゼルは、とある依頼に視線を止めた。


【〝忠臣望む狼ナイトウルフ〟の角つのが欲しい】というＢランクの依頼を悩まずに手にとる。


「即決じゃん」


「それにすんのか」


「はい」


即決など珍しい、とジルとイレヴンがその依頼用紙を覗き込む。


リゼルはちょいっと依頼主の部分を指さして、可笑しそうに笑った。


「昨日言ってくれても良かったのに」


記載されていたのは昨晩に訪れたばかりの店の名前。


依頼内容を見る限り、依頼主は姿の見えぬ料理人だろう。いつも美味しい料理を食べさせてもらっているのだから、たとえ指名依頼だろうと断らないというのに。


「ナイトウルフって初耳ですね」


「俺も知らねぇー」


魔物図鑑を読破しているのに珍しい、とイレヴンが意外そうにリゼルを見た。


とはいえギルドにある魔物図鑑は、冒険者から持ち寄られた情報によるもの。依頼に関係のない魔物を気にかける者もおらず、近辺で姿を見ない魔物については情報がないことが多かった。例えばヴァンパイアは、アスタルニア冒険者ギルドの魔物図鑑にしか載っていない。


よってナイトウルフも、普段このあたりで見る種ではないのだろう。


「まぁ珍しいっちゃ珍しいな」


リゼルの手元を覗き込み、呆れたように告げるジルは知っているようだった。


これまで冒険者として様々な国を訪れてきただけある。リゼルが問いかけるように顔を向けると、一瞥ののち非常にざっくりと説明してくれた。


「幻覚見せてくる狼。もっと西のほうの森とかにいんだよ」


「幻覚？」


「自分が仕えるに足る主ってのを探してんだと」


つまり、幻覚が何かしらの試練だと。


ジルも直接対峙たいじしたことがある訳ではなく、噂で聞いたようだ。とはいえ噂でもあるのとないのとでは大違い。有難いと頷いて、リゼルはもう一度依頼用紙を見下ろした。


「それをクリアすりゃ角が手に入るらしい」


「普通にぶっ殺して獲りゃ良いじゃん」


「できりゃ噂なんざ出ねぇだろ」


「あーね」


話し合う二人から反対意見は出ない。


リゼルは依頼用紙を手に、こちらを見て待ち構えているスタッドの元へと足を向けた。






何処までも広がる平原。


振り返れば王都の城壁が遠く、見回せば点在する森が見える。しっかりと整備されている訳ではないが、行き交う馬車に踏み固められた街道。そこを歩きながら先を望めば、遠くには薄っすらと小さな村の影が見えた。


「こうしてゆっくり歩くのは久しぶりですね」


「いつもは馬車だしなァ」


三人は街道に沿って、のんびりと歩を進めていた。


まだ低い位置にある太陽の日差しが、朝の少し冷えた空気の中では暖かくて心地好い。眠くなりそうだ、なんて話しながら朝露に濡れた草原を眺める。


「狼が出てくんの何処って？」


「王都から二つ目の村の、北東の森らしいです」


「西から移ってきたのかもな」


「あの料理人は何でそれ知ってんの？」


それはリゼルにもジルにも分からない。


恐らく料理人独自の情報網なのか。依頼用紙には、件の狼の角が高級調味料として扱われていると書かれていた。以前から魔物素材を所望していた料理人、そんな彼が手の届く距離に食材が来たと聞いて、黙って見ていられるはずがない。


「狼のツノ食おうっつーんだから料理人は頭おかしい」


「あいつらも大概職人気質だからな」


「何でも最初に味が気になるんでしょうね」


そんな料理人への熱い風評被害を口にしつつ歩いていた時だ。


向かいから一台の馬車がやってきた。馬車というより荷車か、近くの村から朝一で王都に作物が届けられるのも珍しくはない。いつかの翁は元気だろうか、なんて話しながら道を譲る。


リゼルとジルが右へ。イレヴンが左へ寄ろうとして右へ。そのまま荷車とすれ違う。


「どうも、おはよう。冒険者さん…………？」


「おはようございます」


馬を操る御者と、すれ違いざまに挨拶を交わす。何故か疑問を持たれたが。


荷車にも一人乗っていた。木箱に肘をかけ、片手を上げた彼にリゼルもひらりと手を振る。互いに足を止めず、穏やかに交わされた挨拶。すれ違えば、もはや互いを気に掛けることもない。


「今の盗賊かなんかッスね」


何歩か歩いた頃、ふいにイレヴンが何てことなさそうに告げた。


リゼルはぱちりと目を瞬かせる。馬車を振り返りはしなかった。


「そうなんですか？」


「そ。これから一仕事すんのかも」


「じゃあ、荷馬車を装ってっていうことでしょうか」


「てめぇんトコ関係じゃねぇの」


「ニィサンはすぐそう言うー」


ジルも本気で言っている訳ではない。


だからこそイレヴンもケラケラと笑い、ないないと手を振った。断言できるのは、もし精鋭の誰かが何かしたくて動かしたのだとしても関係ないからだ。イレヴンが使おうとした時に使えれば良い。それ以外で何をしているのかに興味はない。


自身と、そしてリゼルに害がなければ何でも良かった。


「つうかお前、ああいうのは気付かねぇのか」


「俺ですか？」


とある舞踏会で、何かしら不穏な目的を持つ相手を次々と指摘したリゼル。


だが、当の本人はというとジルの問いかけに苦笑を返す。


「ちょっと顔を合わせただけじゃ分かりませんよ。心が読める訳じゃないんですから」


「読めねぇの」


「ジル」


揶揄うように唇を歪めた相手を、リゼルは一体自分を何だと思っているのか物言いたげに見た。


鼻で笑われた。


「よっぽど注意して見れば分かるかもしれませんけど」


「ああ」


「あー」


リゼルの言葉に、ジルとイレヴンも思い当たる節があったとばかりに頷く。


つまり敢えて見抜こうとした時。それ以外だと、関心を向けるべき相手と顔を合わせた時。それならば気付いたかもしれないが、すれ違うだけの相手に興味を持てというほうが難しいということ。変なところで周囲への関心が薄いリゼルらしい、と二人は深く納得していた。


「イレヴンは良いんですか？」


「ん？」


爪先に当たった石が道の端に転がっていくのを眺め、リゼルはイレヴンへと問いかける。


「以前のこととはいえ、自分の縄張りを荒らされるのが嫌とか」


「つっても縄張りとか考えたことねぇし」


「餌に愛着湧かねぇんだろ」


「あ、そういう」


特定の拠点を持たず、誰にも実態を摑ませなかったフォーキ団。


その筆頭であるイレヴンや精鋭らを見れば、摑むべき実態などなかったのだと分かるだろう。彼らにとって、王都での活動も特に目的があった訳でもなければ、居座ったのがたまたまパルテダールであったに過ぎなかったというだけ。自分たちが好きなように振る舞うことに、邪魔が入らなければそれで良いのだから。


「あの人たちは何するんでしょうね」


「裏商店で何か売るんじゃねッスか」


「運が悪けりゃ門で捕まんな」


「そのほうが良いんでしょうけど」


リゼルたちはやや不謹慎な話題をお供に、目的地に向けてのんびりと歩いていった。






辿り着いた森は、広大というほどでもない。


少し離れた村から見れば、森の端から端まで見渡せる。とはいえ、闇雲に歩いて目的の狼を見つけられるほどに狭くもなかった。まずは捜索からだ。


「狼がいそうな場所って何処でしょうね」


「獣道っつってもなァ」


「森なんざそればっかだしな」


ひとまず、何かしらの手がかりを得るまでは歩き回るしかないだろう。


三人は、近くの村の住民らが使っているらしい申し訳程度の獣道を歩く。


「〝仕えるに足る主〟ねぇ」


先頭を歩くイレヴンが、木の枝にひょいっと頭を下げながら胡散臭うさんくさそうに呟いた。


「どんな幻覚見せられんだろ」


「狼の主っていうのが……群れのリーダーっていう意味でしょうか」


「狼になる幻覚見せられんのかもな」


「ニィサン楽勝じゃん」


「あ？」


過去、迷宮によって犬にもなれば狼にもなったジルにイレヴンが笑う。


ジルにとっては不可抗力であり、大して良い思い出でもない。ガラの悪さを強めてイレヴンを後ろから睨みつけるジルの前で、リゼルは〝もしそうなら何故か兎うさぎにされた自分は絶望的なのでは〟と己の限界を悟っていた。捕食者と被食者の壁は厚い。


「つうかそういうのならこいつの独壇場だろ」


「え？」


だが、ふいにジルから寄越された後押しにリゼルはそちらを振り返った。


何故だという顔をしていれば、すぐに前を向けと指で促されてしまったが。


「従えんのは慣れてんじゃねぇの」


「あー」


納得の声を漏らしたイレヴンとは裏腹に、リゼルは困ったように笑う。


言わんとすることは理解できるし否定もしないが、同意もしにくかった。元の世界で自身についてきてくれていた者たちを誇りには思う。だが、従えようと思って従えたことなど一度もない。


「敢あえてそうする、とかはあまり考えたことなくて」


「あー……」


「……そりゃそうか」


二人も何となくリゼルの言いたいことを察したのだろう。


イレヴンは再び納得の声を漏らし、ジルもすんなりとリゼルの言葉を受け入れた。生まれた時からそうあれかしと望まれて、望まれるままに人の上に立っていた貴種なのだから。


「じゃあリーダーの貴族モード……仕事モード？　の時って相手のことどう思ってんの？」


「俺としては、意識して切り替えてる訳でもないんですけど」


改めて考えたことはなかったな、とリゼルは不思議に思いながらも考える。


それほどまでに普段と違うだろうか。そもそも仕事に臨む姿勢として、気を引き締めるのは当たり前のことだろう。確かに貴族社会では〝相手に侮あなどられないように〟という意識を持つべきだが、それでも〝相手より上に立とうとする〟という考えとは全くの別物だ。


侮られないようにするということは、自らの意見を通しやすくするということ。立場が上のほうが意見を通しやすいのは確かだが、立場が下でも尊重している相手の意見こそ聞きたがる者は多い。そういう時のために、自身の価値をはっきり主張しておくということだ。


特にリゼルはそこを重視する。立場の上下にかかわらず有意義な意見を出す者を重用する。


よって、リゼルにとってはそこは大して問題ではなく。


「相手がどうっていうより、よし頑張るぞって気合を入れてるというか」


「リーダーはよし頑張るぞでああなんの？」


「気楽すぎんだろ」


「俺それに泣かされてんだけど」


「ん、何て言えば良いでしょう」


何か分かりやすい言い方がないかと、がさりと揺れた茂みに視線をやりながら思案する。


ふと、以前ギルドで耳にした言い回しを思い出した。あれならば伝わりやすいだろう。


「マウントをとってやろうって気持ちです」


「マウントをとってやろうって気持ち!?」


「お前それ何処で覚えた」


歩みを止めたイレヴンと嫌そうに顔を顰めたジルに、違っただろうかと首を傾げる。


とはいえ言いたいことは伝わったのだろう。ジルたちは釈然としない顔をしながらも納得の声を上げ、歩みを再開させた。二人に前後を挟まれているリゼルも足を進める。


「俺としては、むしろイレヴンが得意そうだと」


「おい」


ふいにリゼルの肩が後ろから摑まれた。


次の瞬間、通りすぎた茂みから魔物が飛び出してくる。リゼルが銃を向けるより先にジルが剣を抜いた。魔物は一匹、その攻撃の手が届くより先に斬り捨てられ、地面に落ちる。


魔物はカマキリに似ていた。鋭い鎌を歪に震わせているそれは、珍しい魔物ではなかったがリゼルたちは足を止める。光沢のある草陰色くさかげいろの体には、一輪の白い花が絡みついていた。


「ん？」


リゼルが手を伸ばし、花の茎を摘んだ。


持ち上げようとすると、真っ二つになった魔物の体もついてくる。


「根が張ってますね」


「寄生されたっっつうこと？」


「最初からこういう魔物、ではないですよね？」


「ねぇな」


リゼルはそっと茎の中程を手折った。


特に固くも何ともない。植物系の魔物ではないだろう。純粋な植物ながら、特異な性質を持つものは少なくない。その類だろうかと少しだけ香りを嗅いでみる。


「ちょっと甘い匂い」


「あんま変なもん試すなよ」


「どれ？」


リゼルが花を差し出せば、イレヴンも鼻を寄せて匂いを嗅ぐ。


「ジルはこういう状態の魔物、見たことありますか？」


「このへんじゃ迷宮の中だけだな」


「西のほうの花だったりするんでしょうか」


「花の区別なんざつかねぇよ、あっちでも長居した訳じゃねぇし」


魔物に寄生する花など、そこらで見られれば必ず噂が出回るだろう。


森の固有種という線も薄い。ここも王都からそれほど離れている訳ではないからだ。それでジルやイレヴンも知らないとなると、狼と一緒に西から移ってきた種である可能性もある。


ただ、人に寄生する植物の話は一度も聞いたことがない。リゼルもどんな本でも読んだことがないので、恐らくその危険はないだろう。だからこそ手袋越しとはいえ手摑みしたのだ。


「それで」


リゼルが考察を進めようとした時だ。


「イレヴン？」


ふいに、イレヴンの手に瞳を覆われた。


顔の上半分を握るように覆われ、どうしたのかと名を呼ぶ。返事はない。


直後、舌打ちと共にパァンッと何かを引っ叩く音がした。次いで「痛ッて！」という悲鳴。


「ガチで殴んなって！」


「ガチだったら痛ぇで済んでねぇだろ」


「そりゃそうだけど！　そこまでおかしくなってねぇし！」


唐突に掌が離れていった。


明るくなったリゼルの視界に、頭を押さえてぎゃんぎゃん文句を言うイレヴンの姿が飛び込んでくる。彼は何故か眩しそうに目を眇すがめ、やがて低く唸りながら目頭を押さえた。


「イレヴン、大丈夫ですか？」


「[image: ゛あ]ー……なんか目ぇ変になった……」


「まだ続いてますか？」


「ないない、だいじょぶ。ごめんリーダー、なんかブレた」


リゼルは手袋を脱ぎ、自らの瞼を押さえ込んでいるイレヴンの手をとって、左右から優しくこめかみを覆ってやる。疲れ目をほぐすように温め、親指でゆっくりと目の下をなぞった。


気持ち良さそうに細められた瞳はまっすぐにリゼルを見ている。大丈夫そうだ、と微笑んだ。


「香りでしょうか、色とか」


「んー、多分匂い。変な甘さ」


ブレた、とイレヴンは言った。行動を思うにリゼルの視界が重なったのか。


己の視界を残してリゼルの目を覆ったのは、何かが襲いかかってくるのを警戒したのだろう。ジルに引っ叩かれて平静を取り戻すあたり、肉体的にどうにかなった訳ではなさそうだ。


まるで、幻覚のようだった。


「狼が見せてくんじゃねぇの？」


「そう聞いてる」


「ともあれヒントゲットですね」


リゼルは最後にもう一度だけイレヴンの瞳を覗いて、焦点が合っているのを確認した。


手を離せば、イレヴンが「あーあ」と残念そうに肩を竦めながら上を見上げる。空を横切る木々の枝を目でなぞり、舌でゆっくりと唇をなぞりながら何かを探すこと数秒。


「こっちかも」


「また変になんなよ」


「なったら教えて」


「俺やジルも危なそうですけど」


嗅ぎなれない花の香りを頼りに、三人は辛うじてある獣道を外れて森の奥へと進んだ。






木々の立ち並ぶ道なき道を抜ければ開けた空間に出る。そこでは立ち枯れた樹木が幾本も倒れている。隙間を埋めるように白い花が咲き誇り、まるで箱庭の花畑のようだ。


そこに一匹の狼がいた。額には一本の角、爪は大きく鋭い。花畑にある切り株の上で体を丸め、一見すると眠っているかのようだった。青銅色の毛並みが静かにゆっくりと上下している。


「男三人で花畑に突撃すんのかァ」


「微妙だよな」


「でもほら、花屋には行けましたし」


その光景を、リゼルたちは木や茂みに隠れながらこっそりと眺めていた。


花の香りは、もはやリゼルにも分かるほど。思いきり吸い込む真似はしていないお陰か、今のところ変な影響は出ていない。そよ吹く風に白い花が揺れている。


「ひとまず、幻覚を見せてもらわないと」


「見せられてる間に食われねぇのかな」


「ならＢランクではねぇだろ」


「〝仕えるに足る主〟の判別が終わるまでは多分大丈夫です」


しゃがみながら、隠れながら、小声で会話を交わす。


きっとナイトウルフには届いているだろう。それでも反応がないのは、強い敵意を持たれていないということだ。まず幻覚で相手を試す、という噂が信憑性しんぴょうせいを増していく。


「どういうテンションで行きゃ良いの？」


「斬る気以外で魔物に近付いたことねぇな」


「普通に……いえ、主っぽくでしょうか。王冠でもかぶりますか？」


「お前意外と似合わなかっただろ」


普通に歩いて近付いても反応してもらえるのか。いや、顔を合わせた時には既に試練が始まっているのかもしれない。主君らしい登場の仕方とは。三人がそんな、有意義なようで特にそうでもない話し合いをしていた時だ。


ふいに、ナイトウルフが顔を持ち上げた。


鼻先はひたりと三人を捉えている。立ち上がった耳も正面を向き、切り株の上に背筋を伸ばして座った姿に「これもうバレてるな」とリゼルたちは視線を交わした。いや、分かってはいたが。


バレているなら、と特に気負うことなく花畑へと足を踏み入れる。


途端、風が吹き荒れた。顔を打つ風に甘い香りが混じる。予想はついていたので、三人は慌てることなくゆっくりと武器に手をかけた。その視界を、舞い上がった白い花弁が埋める。


気付けばリゼルたちは、見知った場所に一人で立っていた。


いや、隣にいた相手が消えただけで一人ではない。立ち塞がる者がある。


「……同情してやるよ」


いつか剣を合わせた屋敷の庭、ジルの目の前には剣を構えた現在のオルドル。


「マジで……」


初めて恐怖と自制を覚えたギルドの客室、イレヴンの前にはソファに座るリゼル。


「これは……どうしましょうね」


そして困ったように笑うリゼルの前には、謁見えっけんの間で玉座に腰かけた元教え子の姿。


三人はそれぞれで試験の意味を悟り、自らが何をすべきかを模索し始めていた。






振るった剣は受け止められた。


ジルは今のオルドルの実力を知らない。だが忠実に再現されているのなら、成程。確かに騎士の名に相応しい実力を持ってはいるのだろう。望まぬ再会の末、ジル自身の受けた印象が反映されているだけかもしれないが、それでも大きく力量を捉え損なっていることはない。


好んでいない、あるいは無関心だというだけで、ジルは相手の実力を過小評価しなかった。


ただそれだけだ。感嘆はない。感慨はない。勝てないと、思ったこともない。


「（こいつ、知らねぇとこでまたブチ折られんのか）」


ジル自身がそれを望んだことはない。だが、そうなるのだから仕方ない。


格下を打ち負かすことが、果たして狼の望む主人の資格となり得るだろうか。剣を交わせば己が勝つのは分かりきったことだ。予定調和をこなして何が証明できるというのか。極論ではあるが、幼子を打ち負かした大人が、己を上に立つべき人間だと主張するのと変わらないのではないか。


そんな問答を、ジルは一切行わなかった。


疑問はある。けれど解答を必要としていない。目の前にいる相手を下に置けというなら、ジルがとるべき手段など一つしかなかった。何故なら過去が証明を終えている。


「問題は、どんだけやりゃ折れんのか、だ」


振り下ろされた剣を弾いて斬り捨てた。


だが、まるで霧がそれを映したかのように傷一つないオルドルが現れる。ジルはそれを一瞥して剣を握り直した。そこらの魔物よりは手応えもあるので多少は楽しめるだろう。


弱者として扱うべきなどと、そんなことは思考の片隅にも上らなかった。






イレヴンはぐしゃりと前髪を搔き混ぜた。


目の前にはソファに腰かけ、いつものように微笑むリゼル。本物でないのは明確だ。幻覚の意図を思えば、よりによってリゼルを支配してみせろというのだろう。支配する、貶おとしめる、服従させる。言い方はいろいろあるが、何かにおいて明らかに上に立てということだ。


「あーあ……」


呟き、深く溜息をつく。


例えば叩き伏せろというのなら、互いの力量差を思えば簡単だろう。リゼルが魔法を使おうが魔銃を使おうが、そんなものはイレヴンにとって何の問題にもならない。やろうと思えば、抵抗する間もなく片をつけることも可能だ。ともすれば痛みなど感じないままに。


ならば心を折ってみせろと言われれば、イレヴンはやはり可能だと答えるだろう。


慣れたものだ。たとえリゼルが相手だろうが変わらない。壊そうと思えば壊せる、というのはイレヴンにとっては特に悩むことでもない当たり前の事実だった。


問題は、やろうなどと、壊そうなどと思えないことなのだから。


「本物じゃないにしてもなァ」


イレヴンは手を伸ばし、幻のリゼルへと触れる。


自身がされたように目尻をゆっくりとなぞれば、本物と変わらない体温が指先に伝わった。それに対し、リゼルが微笑むだけなのはイレヴンが未だに決めあぐねているせいだろう。


どの手段で上をとるか、それが決まればリゼルはそれに相応しい行動を起こすはずだ。


「どうしよっかなァー……ッ」


しゃがんで穏やかな相貌を見上げる。


腕相撲なんてどうだろうか。いや、勝てたとしても結局のところ、ナイトウルフの判定をクリアできなければ意味はない。腕相撲で何が分かるというのか。博打ばくちがすぎる。


リゼルより上に立てるもの。彼の微妙にずれた言い方を借りるならば〝マウントがとれる〟もの。立場としては対等な相手にマウントをとる、なんて想像するだけで何となく滑稽こっけいだった。


「で、〝仕えるべき主〟の基準？」


ようはリーダーシップか。


そこまで考えたイレヴンの脳裏に、とある標語が浮かぶ。知力、体力、時の運。どれが欠けても傑物けつぶつにはなり得ないという。思い付きにしてはなかなか良いのではないだろうか。


まずリゼル相手に知力は無謀。一蹴されて終わるのが目に見えている。


体力もとい戦闘力的なものも先の理由で却下。確実かもしれないがやりたくない。


ならば後は、とイレヴンは唇の端を吊り上げる。確かに上に立つ者には必要な力だろう。


「勝負しよっか、リーダー」


取り出したカードを手に立ち上がれば、リゼルは彼らしい穏やかな、だが少しばかり好戦的に受けて立とうという顔で、イレヴンの差し出したカードへと手を差し伸べた。






仕えるべき主を選出するため、仕えるべき主の上に立たねばならないとはこれ如何いかに。


リゼルは謁見の間に立ち、数段上の玉座に鷹揚に腰かけた元教え子を見上げた。謁見の間はリゼルにとって慣れ親しんだ空間だ。玉座も、その玉座に座る相手も。その王者然とした表情にすら全く違和感はないのだから、きっと全て己の意識から再現された幻なのだろう。


ならば、だとすると余計に、この幻を突破するのは難しい。


「（上に立とうなんて、考えたこともないしなぁ）」


思案するように目を伏せ、玉座へと歩み寄っていく。


難しいからといって諦める訳にはいかない。何かしらの勝算を作らねばならない。


「（陛下の苦手な食べ物で大食い対決……）」


偶然にもイレヴンと似たような発想が浮かぶも、すぐに否定する。


分野を選ばなければ、元教え子に勝ることは難しくないだろう。それこそ些細な好みであったり、古代言語などの専門知識を仕掛ければ良い。だがナイトウルフに認められそうな分野となると非常に分が悪かった。


誰かの上に立つという点で彼に勝る者などいない、そうリゼルは確信している。


「（あ、でも、そうじゃなくても良いのかな）」


歩を進めながら思う。


幻の中で相対した者を上回れ、などという指示があった訳でもないのだ。勿論それが最も分かりやすく、最も近道であるのに変わりはない。けれど、誰かに従う者が誰かの主たり得ないかといえば、決してそんなことはないはずだ。


ようは、示すべきものを示せば良い。


「うん」


リゼルは少しの段差を上り、足を止め、伏せていた目を持ち上げる。


何歩で彼の待つ玉座に辿り着くか、そんなもの今更数えずとも知っていた。あと数歩歩めば届く距離に、肘をつきながらこちらを見据える王がいる。


ふいにリゼルは身をかがめた。膝をつき、不敵な笑みを浮かべる元教え子を仰ぎ見る。果たして何が来るのかと、交戦的な色を月色の瞳に宿す姿に、随分と彼らしい佇たたずまいだと笑みが零れる。


「国政について意見を交わしていただけますか、陛下」







    
  
  




狼だろうが人だろうが、主君に求める定番は統率力だろう。


弁論での勝敗ではない。狼の求める基準を満たしているのだと示すためのデモンストレーションだ。受けて立とうと足を組んだ元教え子を見上げ、リゼルは少しばかりの懐かしさを感じながら口を開いた。






ぱちり、とまるで眠りから覚めたような心地だった。


三人の視界を埋めるのは白い花畑。その中ほどにある切り株に座り、こちらを見つめるのは青銅色の毛並みを持つ狼。幻を見始めた時から、まるで全く時間が経っていないようだった。


どうやってかは分からないが、十分に見定められたのだろう。ナイトウルフがゆっくりと腰を持ち上げ、音もなく切り株から花畑へと降りる。歩み寄ってくる姿に、ジルとイレヴンが剣に手を添えた。


「望みながらも、主なく彷徨さまようのは辛かったでしょう」


リゼルはただ、優しく告げた。体高が腰の高さほどもある狼を眼前に迎える。


毛皮に包まれた足が、後一歩踏み出せばリゼルの体を噛み砕ける位置で止まった。


「憂いなくひれ伏して」


何も心配はいらないと。それを受け入れるからと。


微笑みながら告げた言葉にナイトウルフは頭を伏せた。まるで騎士が主君に剣を捧げるように額から角が落ちる。白い花の中に沈んだ角は、薄っすらと魔力の光を帯びていた。


そのまま狼は何処かへと駆けていってしまった。リゼルは残された角を拾い上げる。


「何あれ、どゆこと？」


残された三人は青銅の毛皮が見えなくなったのを確認し、角を見下ろした。


「予想ですけど、ナイトウルフとこの花が共生関係なんだと思います」


「幻覚は花が担当してるって？」


「はい」


断言はできないけど、とリゼルが付け加える。ジルがナイトウルフの噂を聞いたという国、そこの冒険者ギルドに行けばもっと詳しく分かるはずだ。


リゼルは足元の花を見下ろして、ふむと一つ頷いた。スンスンと角の香りを嗅いでみると、仄かに甘い花の香りがする。幻覚を見るほどの強さに慣れてしまったからか、もう香りの影響は受けなかった。


「幻覚を起こす花の魔力が染みついてるのかな。ナイトウルフの主探しを幻覚で手助けして、代わりに種か花粉かを運んでもらってるとか……あ、なら調味料になるのは角本体じゃなくてこの花の何かなのかも。ん、でも他の魔物に寄生してたし、相性の問題でもしかしてこれも」


「リーダーストップ」


「考え込むなら帰ってからにしろよ」


気になる、と考察に走りかけるもすかさず止められる。


リゼルはあっさりと思考を止めて角をポーチに入れた。三人で来た道を戻り始める。


「二人はどんな幻覚だったんですか？」


「すげぇ面倒臭かった」


「めっちゃ勝てて楽しかった」


その後、リゼルは二人に「お前とその元教え子にしかできねぇよ」という目で見られた。






後日、とあるバーのような雰囲気の大衆酒場にて。


リゼルたちは依頼を受けてくれたお礼に、と例の角を使った一品を振る舞われていた。


「お、これ？　美味そうじゃん」


「あれが入ってると思うと微妙だけどな」


「これもメニューに載せるんですか？」


「いや、これは完全にあいつの趣味だからな……。それに、食べると良い夢が見られるらしい。それが癖になって上流階級御用達というから、うちで扱うには……どうした？」


幻覚という過程を踏んでいるリゼルたちは、果たしてこれは安全性のある食べ物なのかと少し迷った。夢と幻覚との違いはどこにあるのか。果たして先人が見たのは本当に夢なのか。


気になって食べたところ、非常に美味しかったしその日の夜には良い夢（？）も見た。







閑話：冒険者ギルドの女たち


場所はとある酒場。


早い安い多いが売りの、喧やかましい酔っぱらいで溢れるそこらの酒場を今日だけは避けて、まるでバーのような雰囲気の店。それでも立派な酒場なのだから、心ゆくまで飲むのに支障はない。


その店内では一つのテーブルを囲む女が四人。手にしたグラスを打ち合わせていた。


今日は華やかな女子会の日。冒険者界隈ではなかなか実現できない楽しい時間だった。


「や～、女の子増えて嬉しいなぁ」


「よ、よろしくお願いします！」


女冒険者の柔らかな声色に、身長だけは一番高い新人冒険者が恐縮したように返す。


前者は小回りの利く手斧使いで、片手にバックラーを握って攻守ともにバランスのとれた戦い方をする中堅の女冒険者。後者はついひと月前に冒険者になったばかりの、まだ自分に合った武器も分からずに取り敢えず槍を使っている新人冒険者だった。


「時々はこうして女だけで飲みたいけど、とにかく揃わないからね」


「私もだけど、冒険者さんは余計にそうよねぇ」


次いでベテランの弓使い女冒険者がエールを飲み干し、冒険者ギルドで職員として働く少し年嵩としかさの女職員がうふふと笑う。数少ない女冒険者だからこそ、彼女たちは独自の繋がりを持っていた。


同性にしか話せないこともたくさんある。主に愚痴ぐち、あるいは恋話など。国から国へ渡り歩く冒険者、面子はその度に変わってくるが、それでも毎回楽しみで仕方ない女子会であった。


「その、今日は自分に付き合ってもらって有難うございます！」


「良いんだよ～、私だって新人の頃は色々助けてもらったんだから」


「そうよ。おばさん、貴女みたいに頑張ってる子は応援したくなっちゃうの」


「駆け出しが気を遣うもんじゃないよ」


今回は、新人冒険者のための女子会だ。


いまだ固定のパーティを組めない新人冒険者が落ち込んでいるのを見て、弓使いが声をかけたのが始まり。相談したいことがあるなら相手になると、そう告げられた新人冒険者はすぐさま情けない顔で頷いた。


そして手早く弓使いがメンバーを集め、今に至る。全員二つ返事でオッケーした。


「お、これ美味し～」


「こんなの普段は食べれないからね」


「サラダとか頼むと文句言われるよね～」


「それは、パーティにってことですか？」


「そうだよ」


とはいえ弓使いや手斧使いも、別段それを不満に思っている訳でもない。


慣れたともいう。いちいち気にしていられなければ、毎度毎度自分だけ別のものを頼めるような金の余裕もない。とはいえ依頼報酬は、共有の財布と個人の財布に振り分けているパーティがほとんどだ。各々、少ないながらも自由に使える金は持っていた。


貯めればそれなりの額になる。それを使って、時には今のように好き放題できた。


「男の子はいっぱい食べるものね」


「食いすぎなんだよ、全く。それに聞いたことあるかい？　あいつら、やれ腕を太くしたいだの、気を抜くとすぐ痩やせて困るだの言ってるんだよ。腹が立って仕方ないよ」


「それうちの奴らも言ってる！　筋肉が何とかって！　ほんっと男ばっかズルイ～っ」


「あらあら、良いじゃない。たくさん食べられるって健康的な証拠よ」


そういうことじゃなくて、と手斧使いは更に声を張り上げようとした。


だが、すぐさま弓使いに口にピクルスを押し込まれて不満そうに黙る。ここは騒ぐのが様式美である冒険者行きつけの酒場ではない。あまり大声ばかり上げる訳にもいかないだろう。


「お二人とも、パーティの人たちと仲が良いんですね」


ふと、新人冒険者が肩を落として呟いた。


三人は意外でもなくそちらを見る。丸まっている背中を、あらあらと女職員が撫でた。弓使いも、まぁ飲めとエールの入ったグラスを彼女の目の前に置いてやる。飲み干された。


「まぁ、あんたが何に悩んでるのかは分かってるつもりだよ」


「え？」


弓使いの言葉に、新人冒険者が弾かれたように顔を上げる。


「一緒に依頼を受ける奴が捕まらないんでしょ～？」


「は、はい、そうなんです！」


「私たちもそうだったからね～」


新人冒険者から見れば、弓使いも手斧使いも十分にベテランの冒険者だ。


そんな実力者が、過去に同じような経験があるという。勿論、二人とも最初から今の実力だった訳ではないだろう。駆け出しと呼ばれるに相応しい実力だったはずだ。けれど、やはりその原因は自分と同じものなのではないかと。


「やっぱり、女ってだけで避けられてしまうんでしょうか……」


再び肩を落とせば、返ってきたのは予想外の言葉だった。


「そりゃそうだよ。あ、店長さんエール二つ」


「まぁ、当然ではあるよね～」


「ふふ、男の子も繊細なのよ」


あれ、と新人冒険者は顔を上げた。何というか、思っていたリアクションと違う。


あっさりと、全く負の感情を抱かないまま肯定されてしまった。


「お、割と混んでる」


その時、酒場に新たな客が現れた。


弓使いと手斧使いは「お」と顔を上げ、女職員は「あらまぁ」と笑い、新人冒険者はどうして良いか分からずオロオロとそんな彼女たちを見比べる。


「こんばんは、マスター」


「ああ……三人揃ってくるのは久しぶりだな、また祝いごとか？」


「違ぇよ、こいつに引っ張られてきた」


「なんかそんな気分だったからさァ」


現れたのはリゼルたちだった。


彼らはマスターと言葉を交わし、テーブル席のほうが良いだろうと空いているテーブルに案内される。女子会のテーブルから、別の客が座る席を一つだけ挟んだテーブルだ。


そこへ向かおうとしたリゼルが、弓使いの姿を見つけたのだろう。目が合い、微笑まれて、弓使いはひらりと手を振り返す。ジルとイレヴンもそれに気づいて彼女たちを一瞥した。


何を言うでもなく、リゼルに誰だ知り合いかと話しながら各々席についていく。


「何、あんた。貴族さんと顔見知り～？」


手斧使いが身を乗り出し、声を潜めて問いかけた。


その目には好奇心が満ち、いつの間にとでも揶揄おうとしたのだろう。だが弓使いは何でもないというように空になったグラスを揺らし、追及をサラリと流した。


「前に少しね」


「そういえば、一刀とも依頼を受けていたわね。楽しかった？」


「まぁ良い記念にはなったね。ただ、一刀は貴族さんと一緒にしておくに限るよ」


マスターによって運ばれてきた新しいエールを弓使いが呷あおる。同時に、手斧使いも嬉しそうに飲みかけのグラスを空けて、早速とばかりに新しいものに手を伸ばした。


新人冒険者は回収されていく空のグラスを目で追って、そしてさりげなさを装って少しだけ視線をずらす。そろりと窺うのは一つのテーブルを囲んだリゼルたち。何度かギルドで目にしたことがある、やけに目を惹く、やけに冒険者らしくない人を中心とした三人組だった。


「あの、貴族なんですか？」


「いいえ、違うのよ」


恐る恐る尋ねる新人冒険者に、微笑ましそうに女職員が告げる。


「皆、勝手にそう呼んでいるの。彼、とっても貴族らしいでしょう？」


「貴族らしいというか、その」


「貴族だよね～」


これも王都冒険者ギルドの通過儀礼だと、手斧使いは自慢げだ。


ちなみにジルとイレヴンにはこれらの会話が聞こえている。二人はなんてことない顔で何を頼もうかなどと話しているが、聞き耳を立てている訳ではないものの聞こえている。自身に関係する話題は耳に入ってきやすいのだ。つまり聞こえていないリゼルは脱貴族できていると思い込んでいる。


「ちゃんとギルドでも調べたのよ。それで上流階級出身じゃないって確認がとれてるの」


「それは、え……何で？」


「何で」


「何でときたかい」


「ううん、何でかしら」


表情筋をフル活用して素知らぬ顔をするも、笑いを耐えるあまり足を揺すったり震えていたりするジルたちのことなど彼女たちは知る由もない。リゼルが聞こえず何よりだ。


そして新人冒険者は結局、「その内分かる」と言いくるめられる。大体のリゼル初見たちが他の冒険者らにこれを言われるのだ。実際、見ている内に何となく分かるので問題はない。


そういうものなのか、と彼女は再びちらりとリゼルたちを盗み見た。運ばれてきたグラスで静かに乾杯を交わす三人は、楽しそうに今日受けただろう依頼について話している。


「良いな……」


駆け出しの彼女は、今はソロで活動している。


冒険者になったばかりならば当たり前のこと。最初から他の冒険者にツテがある者など滅多におらず、必要な時は同じような立場やランク同士でパーティを組む。とはいえ低ランクの依頼はソロで達成可能なものも多く、誰も捕まらずとも何もできない訳ではないのだが。


「固定パーティ組みたいの～？」


「えっ!?」


手斧使いの声に、新人冒険者は口に出ていたかと仄かに頬を染めた。


「まぁ、気になるパーティがあるなら私から紹介しても良いのよ」


「ないですないです！」


「まぁどうしたって、何回か依頼に出てみて気が合えばってなるけどね」


「で、ですよね」


「とにかく色んな人と組んでみるのが一番だよね～」


「うっ」


そう、そこで躓つまずいているのが現状だ。


本来、人数合わせで臨時パーティを組んでいる内に、自然と「こいつとは気が合うな」だったり「こいついると便利だな」という相手が出てくる。そうして最初は二人か三人のパーティができあがり、そこから似たようなことを繰り返して四人や五人のパーティになっていくのだが。


「自分と同じ低ランクの人たち、組んでくれないんですもんーっ」


「お、良い飲みっぷりじゃないか」


「酒の席で誰か探すのもありかも？」


思いきりグラスを傾け、中身を飲み干した新人冒険者をベテラン二人がやんややんやと囃はやし立てる。良い飲みっぷりの冒険者は、総じて他の冒険者に好印象を抱かれるものだ。


「もう固定パーティとか贅沢言わないから、普通に依頼で組んでくれるだけで良いのに……」


「ん～、低ランクばっか組もうとすると難しいかも」


「そうねぇ」


色よい返事がもらえず、新人冒険者は不貞腐れたように空のグラスをテーブルに置いた。


とはいえベテランたちも別に意地悪で言っている訳ではない。それは先輩冒険者二人も通ってきた道であり、女職員もそんな新人を何人も見てきたからこその意見であった。


彼女たちは、新人冒険者の悩みの原因が決して理不尽なものではないと知っている。


「まぁ確かにね。女だからっていうのがないっていうと嘘になるよ」


「うぅ……」


「けどね、それは他の男共だって一緒だ。ひょろいから小さいから弱そうに見られるってね。女だからってのも同じだよ。まぁ、言うなら普通に弱そうって言えとは思うけど」


「デカけりゃデカいで愚鈍ノロそうとかね～。そういう奴をどう使うかってのがパーティなんだけど」


ぱちぱちと新人冒険者が目を瞬かせる。


彼女にとって、他の駆け出し冒険者たちは全員が順調そうに見えた。いや、苦戦をすることはあるだろう。それでもどんどんと依頼を受けて、どんどんと先に進んでいるのだと思っていた。


「知りませんでした……」


「そうよねぇ、駆け出しの頃って他の子に構う暇なんてないわよね。でも、少しだけ周りを見てみると、随分とやりやすくなると思うわ」


優しい女職員の言葉に、新人冒険者はこくりと頷く。


素直な新人はよく伸びる、と経験則で知っている職員は、それにニコニコと嬉しそうに笑って新しいエールを頼んでやった。ついでに追加の料理も。特に打ち合わせた訳でもないが、誰も彼もが新人に金を出させようとは思っていない。好きなものを遠慮なく頼んでいく。


「それに、女冒険者ってのも意外と需要があるからね」


「そうなんですか？」


「護衛とかね～。依頼人が女の人だったりすると、できれば～って言われたりするよ。他のパーティから、どうしても受けたい依頼だけど女手欲しいからって頼まれたりね～」


固定パーティを持つ者が、他のパーティと共に依頼を受けること。それを出稼ぎという。


新人冒険者はまだＦランクなので護衛依頼は受けられない。だがＤ、Ｅまで上がれば声をかけられることもあるだろう。パーティランクは個人のランクの平均、相手のパーティランクが高ければ護衛依頼の出てくるＣの依頼も受けられる。


「私も前に受けた護衛にイケメンがいてさ～」


「あんたは本当に面食いだね」


「中身は後から変えられるからね～」


うっとりと顔を綻ばせる彼女は、エールたっぷりのグラスを抱きしめてさえいなければ絵になったかもしれない。呆れたような弓使いとは裏腹に、新人冒険者は長身の背筋をピンと伸ばし、もしや恋バナかと目を輝かせながら身を乗り出した。


「え、どうなったんですか!?」


「滅茶苦茶アピールしたよ～。料理に護衛に私の手斧も大活躍！　これ、何だってできるんだよ～。食材だって切れるし、毛皮だって剥げるし、魔物の頭だってカチ割れるんだから！」


でも全然伝わらなかった、と不思議そうな彼女だが理由はお察しだ。


ちなみに女冒険者らは、同じ冒険者の男にそういった感情を抱かない者が多い。それは男側も同じく。ゾンビの肉片にまみれようが平然としている異性にときめけというほうが難しいのだろう。


「料理アピールって効果薄いのかな～」


「なら、男の人に聞いてみたら良いんじゃないかしら」


ちゃっかりと頼んだワインを楽しみながら、女職員が告げる。


どういうことかとそちらを見た三人は、ふいに彼女が指さしたほうに顔を向けた。四人の視線の先には、のんびりと食事を楽しむリゼルたちの姿がある。


「え、あの」


「よし、行ってきな」


「任せて～」


「えっ!?」


手斧使いが手をつけていないナッツの小皿を手に立ち上がる。


状況について行けず、去っていく手斧使いと女職員をひたすら見比べる新人冒険者の横で、残った二人はというとあっさりとしたものだ。彼女たちはリゼルたちがむやみやたらに暴れるような相手ではないと知っているし、多少のことで気分を害するような相手でもないと知っている。


そうこうしている内に、手斧使いがリゼルたちのテーブルの横に立つ。


「料理ができる女ってどう思う～？」


リゼルたちは献上された小皿と手斧使いを見て、特に何を思うでもなく普通に答える。


「別に何も」


「外で食えば良いのに」


「素晴らしい技術をお持ちだな、と」


「ありがと～」


手斧使いが女子会へと戻ってきた。


その後ろでは、リゼルたちが何事もなかったかのように食事を再開させている。


「興味ないのと、クズと、何かズレてた～」


「聞く相手を間違えたね」


「そうねぇ」


強い、と新人冒険者は口元を引き攣らせた。


新人冒険者から見て、王都の冒険者は比較的三人と距離を取りがちだ。普通に挨拶はするし、そこから多少の世間話はするが、がっつりと積極的に絡みにいこうとはしない。いや、悪い意味で絡みにいく者は時々いるようだが。それも王都に来たばかりの者たちだという。


彼女自身、話しかけに行けるかというと全く無理だ。一人は高貴すぎるし、一人は得体が知れなすぎるし、一人は絶対強者すぎる。改めて考えてみれば奇妙な組み合わせだった。


疑問に思い、問いかけてみる。


「あの三人、どうやってパーティを組むまで行ったんですか？」


「さぁ、気付いたら組んでたね」


「獣人は結構アピールしてたかな～」


「自分はアピールが下手なんでしょうか」


朝のギルドでは冒険者の様々な声が飛び交う。


気だるげな挨拶の声、依頼を奪い合う怒鳴り声、「ゴーレム得意な奴いるか！」と足りないメンバーの募集をかける声も、「ここに魔法使いいますよ！」と野菜売りよろしく自らを売り込む声もする。


新人冒険者なら、低ランクのメンバー募集に潜り込めば良い感じに組めるのだが。


「う～ん、新人ちゃんは何でパーティ組みたいの？」


「え？　やっぱりドンドン依頼を受けたいし、ランクも上げたいし」


「うんうん」


「お金ないし」


「だよね～」


手斧使いも弓使いも、女職員も頷いた。


とにかく最初は金がない。元々の手持ちもないに等しい者が多く、それも必要な道具を揃えれば飛んでいく。むしろ揃えきれずに最初の依頼を受ける者が多いので、Ｆランクの日雇い仕事という危険のない依頼にお世話になる。


加えて、日々の宿に食事に消耗品にと、稼いだ金はその日の内に消えていくのが定石だ。ならば一人で受けられるような雑用など受けていないで、パーティを組んで少しでも高いランクの依頼を受けたほうが実入りも大きい。更にはランクも上がりやすくなる。


特に固定パーティを組めれば、報酬の分配も揉めずに済むし、寝食も安くつくのだが。


「そう、駆け出しの子は皆そう考えるのよ」


「違うんですか？」


「いや、違わないよ。まぁ仲違いで解散ってのも多いし、組めば安心ってもんでもないけどね」


「ちゃんとしたリーダーさえいれば大抵上手くいくんだけどね～」


四杯目のエールをマスターから受け取り、新人冒険者はならば何故なのかと首を傾げる。


ちなみに手斧使いは五杯目、弓使いも同じく。女職員だけは早々にエールを切り上げ、今はワインの二杯目をのんびりと味わっていた。


「ようは、女だからって理由が出てくるのがココなんだよ」


「はい？」


「駆け出しはどんどん依頼を受けたいでしょ～？　だから早くパーティ組みたい、ならメンバーを見つけなきゃ。で、さっきも言ったけど色んな人と組んでみるのが手っ取り早い～」


「……え、それってつまり」


つまり、駆け出しが一緒に依頼を受ける相手は未来のパーティメンバー候補。


パーティで別の宿をとるメリットなど存在しない。節約のためには寝食を共にすることが必須なのだ。嫌でも我慢するしかないし、我慢できなければ意地でもソロを貫くしかない。後者に至っては個人の実力と、依頼の度に臨時パーティを組めるだけのコミュ力が必要となる。


つまりパーティを求めるということは、それを許容できる相手を探すという意味で。


「男の子のほうが、女の子と一緒の生活っていうのに夢見てるのよね」


困ったように笑う女職員の言葉に、新人冒険者は崩れ落ちた。


確かに寝食を共にすることになるだろう。野営などもある。だがそんなものは当たり前で、さしたる問題でもないはずだ。弱そうだと思われていたなら憤れるが、まさかそんな理由だとは。


「別に今だって宿の大部屋で寝てるし、何だったら同室に冒険者いますけど！」


「男側も、ランクが上がるごとに女冒険者に興味なくなんだけどね～」


「手斧で獣の頭カチ割って笑う女も、素材のために弓で目玉くり抜く女も見てきてるからね」


「駆け出しの子は意識しちゃうのよね」


想像力豊かな男の夢は尽きない。何だったら気を遣うのが面倒という理由もあるだろう。


同性同士が楽というのは、もちろん彼女たちにも分かる。だが圧倒的に女冒険者が少ないのだからどうしようもない。女同士で組めるのならば最初から組んでいるのだ。


「別に気を遣ってもらわなくて良いんですけど！」


「私たちがそう言ってもね～、向こうは遣っちゃうしね～」


吠ほえるように主張する新人冒険者を、手斧使いが軽く流す。


それが理解できなかったのだろう。何故だと言いたげに唇を尖らせる新人冒険者に、手斧使いは「若いなぁ」と内心で笑いながら立ち上がった。


「じゃあ聞いてみてあげる～」


「え？」


新たに頼んだナッツの小皿を手に、彼女は再びリゼルたちのテーブルへと旅立った。


もはや慣れたように弓使いが三皿目のナッツを頼み、女職員がついでに新しいワインを頼む。おすすめの銘柄を聞いて、マスターによって提示されたボトルに一つ頷いた。


「ボトルで頼んで良いかしら？」


「ああ、良いよ」


「貴女は？」


「えっ、あ、ワインはあまり」


「じゃあグラスは三つね。彼女には、新しいエールで」


ひたすらエールを呑み続けられるのも若さよね、と楽しそうな女職員の注文に頷き、マスターはそれらの準備のためにカウンターへと戻っていった。マスターは愛想はないが丁寧で、落ち着いた雰囲気が店と似合っていて不快感を抱かせない。


そうこうしている内に、まだまだしっかりとした軽い足取りの手斧使いが、リゼルたちのテーブルの横で足を止めた。ことり、とナッツの盛られた小皿をこれ見よがしに置いてみせる。


「自分は気にしない～って目の前で着替える女ってどう思う？」


「痴女」


「見て良いっつうなら見るけど」


「見ないように配慮はしますけど、どうしても罪悪感はありますね」


「ありがと～」


手斧使いは先に献上した小皿が空になっているのを見つけ、それを回収して女子会テーブルへと戻ってきた。そこにはマスターによってワインを注がれる女職員と、エールを飲み干してグラスを空にした弓使い。そして両手で顔を覆い、背を丸める新人冒険者の姿があった。


新人冒険者の髪から覗く耳は、触れると火傷しそうなほどに真っ赤だ。


「正論と、クズと、紳士だった～。あ、ワイン！」


「一緒に飲みましょうね」


「ちが、違うんです、見て良いとかじゃ、互いに気にしないでって意味で……っ」


「はいはい、分かってるよ」


「それを押し付けてるつもりも……いえっ、そうなるかもしれないんですけど……っ」


「そうだね～。あ、チーズ美味しい～」


「その、貴族さん？　だと、こっちがセクハラしてるみたいになるのが……っ」


顔を覆った新人冒険者は、羞恥しゅうちから懸命に弁解している。


そんな彼女を適度に慰めながら、三人はワインを美味しく嗜んでいた。ただの着替えだ。悪いことなどしていない。だが彼女たちにしても、付き合いの浅い男に「俺は気にしないから」と言われて同室で着替えられたら普通にどうかと思う。酔っぱらってパンイチになる男を見慣れていようがそれはそれ。そういうことだろう。


別に女を捨てる必要など何処にもない。見られて平気になれという意味でもない。悩んでもどうしようもない部分に折り合いをつけて、上手く噛み合うパーティを見つけられれば良いというだけのこと。


「あ、でも貴族さんが何とかっていうのは分かるかな～」


ふいに手斧使いが口を開いた。


「何がだい？」


「だって馬車とか乗っててもさ～、男共は私らに別に気とか遣わないじゃん？」


「むしろ弓とか当てると『おいチ××当たってんぞ』とか言ってくるね。生えてないよ」


「そうそう。でも貴族さんにはちょっと体が当たるだけで『あ、悪い』とか行儀良くってさ～」


女扱いはされていないが、それとは全く別の方向でリゼルは気を遣われる。


次の依頼の相談中、地味にその会話が聞こえていたジルもイレヴンも思わず納得したほどだ。確かにリゼルがちょっとフラついた結果ぶつかって、他の冒険者に怒鳴られたことはない。怒鳴られかけても「オイ押すんじゃ、お、おぉ……気をつけろよ……」となる。


「まぁ気持ちは分からなくないよ。私も前、馬車で貴族さんが目の前にいてね。こっちには気付いてなかったけど、馬車が凄い揺れ方した時、壁に両手ついて潰さないようにしたし」


「ギルドの馬車ももう少し揺れにくいと良いわよねぇ」


「……自分、最初酔いました」


「だよね～。で、ずっとその体勢？」


「違うんだよ。礼を言われて、気付かなくてすみませんって壁際譲られて、その後はさりげなく守られてたね」


「えっ!?」


「それ、良いよ良いよ～！」


何とか羞恥心から復活した新人冒険者と手斧使いの目が輝いた。


いかにも貴族然、あるいは物語の王子然としたリゼルだ。好みかどうかは置いておいても、そのシチュエーションは憧れを強めに容易く想像ができた。似合うのひと言である。


彼女たちは気を遣ってもらいたいと思ったことなど一度もない。だが、気を遣ってもらって嬉しくないかといわれれば滅茶苦茶嬉しいし気分が良い。思うままに舞い上がる自信がある。


「他の男共は女心が分かんないんだよね～、恋愛とかじゃなくってさ～」


「ああ、分かるよ。少し化粧が濃いだけで『浮ついてんの？』とか言われるしね。化粧に気合い入れてんじゃなくて、気合い入れるために化粧してんだよこっちは」


「そうよね、うちの娘も厨房ちゅうぼうで働いてるけどしっかりお化粧するのよ。化粧しながら働けるテンション作ってる、って言って朝は家を出ていくの」


「分かる～、化粧したらもう行くしかないってなるよね～」


「もう戦化粧みたいなもんだね」


新人冒険者は一人、化粧っ気のない顔を隠そうと密かにエールを口元に構える。


そんな彼女に気付いたのだろう。三人は全く気にした様子もなく笑いながら、大丈夫大丈夫と次々にその肩を叩く。徐々に酔いが回っているのか、その力は非常に強かった。


流石は歴戦の冒険者、と新人冒険者は零しそうになったエールを慌てて置く。


「すっぴんが一番だよ～」


「金も時間もかかるしね。いらないならいらないで良いんだよ」


「勿論しなきゃいけないっていうのがないだけで、お化粧を否定してる訳じゃないのよ。もし自分から興味を持つ機会があったら、めいっぱい楽しんでね」


「は、はい！」


新人冒険者は成程と頷いた。


化粧は自分磨きのためかと思っていたが、それだけではないようだ。「何もしなくてもモチベーション保てるって若さだよね、心の」などと話し合う三人を眺めていれば色々と察する。


けれど、と彼女は思った。自分がどうこうではなく、ただの一般論への疑問が浮かぶ。


「でも、男の人って化粧した人が好きですよね？」


「え～、すっぴんのが良いって聞くけど」


「そりゃすっぴんでも可愛い子が好きって意味じゃないのかい」


「そこは個人の好みだと思うわ」


好み、と新人冒険者が納得しかけた時だ。


よし、と立ち上がる手斧使い。三度目だ。今度は鴨かものローストを手にリゼルたちのテーブルへと歩いていく。もはや男性的視点を求めてというよりは、リゼルたちの答えが純粋に気になっていた。


足取りはやや酔いかけ。気付けばワインは一瓶まるっと空いていた。


「化粧の濃い女ってどう思う～？」


女三人が見守るなか、突撃した手斧使いにやはりリゼルたちは何も気にせず答える。


「萎なえなけりゃどうでも良い」


「美人なら何でも良い」


「向上心のある方なんだろうな、と思います」


「ありがと～」


手斧使いはやはり空いた小皿を片手にテーブルへと戻ってきた。


ちなみに献上されたそれらは全てイレヴンが食べている。今回献上されたのは肉なのでジルも食べるかもしれない。別に献上品がなくとも三人は聞かれれば答えるのだが、くれるなら遠慮なく貰うタイプでもあった。


「クズと、クズと、何かズレてた～」


「あらあら、意外と男の子の飾らない本音ってこんな感じなのかしら」


「ち、ちなみにすっぴんと化粧ありなら……っ」


「お、新人ちゃん攻めるね～」


「自分で聞いてみちゃどうだい」


「それはまだムリです！　絶対ムリ！」


「よしよし、じゃあ先輩が聞いてきてあげよう～」


何やら楽しくなって来た女たちは全員それなりに酔っている。


しかし理性を飛ばしている訳でもない。素面しらふでも同じことができるだろう。新人冒険者だけは、少しばかり気が大きくなっているかもしれないが。質問を重ねたのがその証拠だ。


手斧使いはカウンターへ歩き、適当に手土産を頼もうとして。


「俺ガッツリしたもん食いたーい」


「はいは～い。一番安いの大盛りで～」


すかさずリクエストを挟んだイレヴンにより、大盛りピラフを注文した。


それをリゼルたちのテーブルに運ぶようマスターに頼んで、手斧使いはそのまま男三人のテーブルへと向かう。今度はリゼルたちも会話を止めて待っており、苦笑したり、呆れたり、早くピラフが来ないかと思いながらも鴨のローストを食べきったりしていた。


「すっぴんと化粧ありならどっちが良い～？」


「さっきと同じ」


「美人なほう」


「俺は、本人の良いほうで」


お、と手斧使いは少し眉を下げたリゼルを見下ろした。


どちらでも綺麗だよ、というよりはどちらでも好きにすれば良い、というニュアンスだったからだ。それを意外に思ったのは彼女だけではない。ジルとイレヴンも同じくリゼルを向く。


「それって、どうでも良いってこと～？」


「揚げ足とりてぇだけなら消えて」


「そういうんじゃないよ、ちょっと不思議だっただけだよ～」


やや噛みついたイレヴンにも、手斧使いは特に腰が引けたりはしなかった。


喧嘩を売れる相手でも買える相手でもないのだ。ならば流すのが吉。イレヴンのそれもじゃれたようなもので、本気でさえなければ中堅の彼女にも流せる。とはいえ、確かに気になるしとあっさりと食事に戻ったイレヴンに、手斧使いが「やばかった～」と内心で冷や汗を流したのは確かだが。


それをおくびにも出さない手斧使いへ、リゼルが苦笑を零す。


「身支度はそういった職業でもなければ本人が満足できるかどうかなので……。俺に合わせて無理をして、それが似合ってるかどうかをずっと気にされるのも寂しいですし」


「お～」


「なら好きな格好をして、俺のことをたくさん考えてほしいです」


向けられた微笑みに手斧使いは真顔だった。


ジルとイレヴンが「あー、リーダーっぽい」「謙虚に見せかけた傲慢ごうまんだよな」と好き放題言っている間も真顔だった。リゼルも普通に我儘を言っているつもりなのでジルたちの意見に反論はない。


そのまま彼女は真顔で礼を告げ、真顔でピラフを運んできたマスターとすれ違い、そして真顔で女子会のテーブルへと戻る。グラスに残っていたぬるいワインを飲み干してひと言。


「良い」


評論家の如ごとく、重みのある一言だった。


「ときめくには理屈っぽいけど、最適解の一つな気はするね」


「だよね～っ」


「自分もめいっぱい考えるからってことですよね!?」


「ちょっと強引さがあるのが良いわよね」


非常に女子会らしい会話になった。


新人冒険者も、最近は沈みがちだった気持ちを忘れたかのように楽しそうだ。女冒険者たちがきゃっきゃと会話に花を咲かせるなか、それに気付きながらも口にはしない女職員も心からこの夜を楽しんでいる。


彼女も王都冒険者ギルドのギルド長である男の妹。結婚して家を出てはいるが、縁があってギルドで働いている。けれど、職場の女性比率が極端に低いのはやはり寂しいのだ。


「女の会話に『分かる～』って言いながら入ってくる男が九十九パーセント何も分かってない世の中で貴族さんのあの答え！　分かれないことを分かってるよね～！」


「同性でしか理解できないことって多いものね」


「もーっ、何で女冒険者増えないんですかーっ」


「きつい、くさい、きたないが三つ勢揃いだからね。まともな職でもないし」


「私だって領主の息子ボッコボコにしなきゃなんなかっただろうな～」


「あ、自分はアル中の父親ボコボコにして勘当されました」


「私は父親が冒険者でね。まぁ大反対されて殴り合いの大喧嘩の末に家を出たけど」


「そういえば、冒険者の女の子たちって男兄弟のいる子が多いみたいよ」


「うちそれだ～」


「自分もです！」


彼女たちの会話は、話題を二転三転させながらも決して途切れない。


次々に酒を頼み、ツマミを摘み、リゼルたちが店を出る時に礼だの謝罪だのをして送り出して、そしてまだまだ飲んで食べる。そんな女子会は、女職員の兄が彼女を迎えにくるまで続いた。


その後、ギルド長のカンパを賜りつつ会計をして解散。


酔いの回った足取りで自らの宿へと帰っていく冒険者たちは、たとえ新人だろうがギルド長よりよほど強い。女職員は兄と一緒に彼女たちを見送って、今日はギルドに泊まるからとのんびり星明りの下を歩くのだった。






その翌日、冒険者ギルドには元気に同行者を探す新人冒険者の姿があった。


暗いよりは明るい相手と組みたいのが人の道理。そうして積極的に同じ低ランクに声をかけ、見事に同行者をゲットした彼女の姿に、とある冒険者二人と職員はよしよしと頷いていた。


彼女の悩みは彼女自身でしか解決できないし、何をしてやれる訳でもないが、励ますくらいならばいつだって、幾らだってしてやれるのだから。







    
  
  




ぼくの名前はクリスティーヌ。メスだ。


小さい赤ん坊のころに、小さい赤ん坊のいる家にきた。ぼくに妹ができた。


ぼくがお腹を空かせてみぃみぃ鳴いている隣で、赤ん坊もお腹を空かせてふやふや鳴いていた。ぼくがテーブルの上に乗れるようになると、四つ足で歩けるようになった赤ん坊は下でぎゃうぎゃう鳴いていた。


そしてなんと、妹は二本の足で歩けるようになったのだ。お姉ちゃんのぼくが四つ足なんだから、わざわざ不安定な二本足にならなくてもいいのに。ふらふらして危なっかしい。


お父さんとお母さんと似たような鳴き声になってきた妹は、まだまだぼくといっしょじゃないと昼寝しようとしない。ぼくの名前を何度も呼んで、お母さんにお腹をぽんぽんされてもイモムシみたいに動き回って、ぼくが枕に丸まってあげるとようやくへらへらと変な顔をする。


お母さんの真似をしてぼくをぽんぽんするけど、小さい指がときどき刺さってちょっと痛い。そんなことより早く寝てほしくて、シッポで首をなでてやったら、キャンキャンと犬みたいな鳴き声を上げて転がった。


そのままうつ伏せになって、声が聞こえなくなったと思ったら寝たみたい。


「ありがとうね、クリスティーヌ」


ぼくもお母さんに撫でられて、あくびをしながらシッポで返事した。






今日は朝から雨の音。


妹といっしょにお昼寝しようとしても、音が気になってなんだか落ち着かない。さっきも走り回ってお母さんの足にぶつかったし、どうにも毛並みが整ってない感じがしてずっと毛繕けづくろいしてる。毛繕いといえば、妹はとてもヘタクソだ。


隣で寝ている妹を見ると、お腹を出して手足を投げ出して夢の中。


ぱたん、ぱたんと尻尾で毛布を叩きながら、今のうちに毛繕いしてやろうかと起き上がる。起きてるときにしようとすると、毛繕いが苦手な妹はすぐに逃げてしまうから。


手始めにおでこにひっついてる毛でも、と鼻先を近づければ汗の匂い。ふんふんと匂いを嗅いでたらヒゲがくすぐったかったみたいで、寝たまま手を振り回しながら転がっていってしまった。


仕方ない、また今度にしよう。


だるい体をうんと伸ばして、また枕の上に戻ろうとしたとき。なんだかヒゲに風を感じて顔を上げる。雨のにおい。立てた耳をしきりに動かせば、いつもより雨の音が大きい気がした。


見上げれば、窓が一つ開いてた。


もう一度背中を伸ばして、後ろ脚も伸ばして、ぴんと尻尾を立てながらそっちに行ってみる。もう何度も上ったことがあるキャビネット、そこに飛び乗ったら雨のにおいが強くなった。


濡れるのはきらい。けど、窓が開いてたから。


何となく外に出て、濡れて、驚いて、近くの幌馬車に逃げこんで。


濡れた毛並みを舐めてたら、澄ました顔をしたウマが我が物顔で歩き出して。


遠ざかっていく窓と、目を丸くしたお母さんの顔を、毛繕いで大股を広げたまま眺めてた。


腰がぬけてた。






馬車が止まった途端、飛び降りる。


澄ました顔をしたウマに、文句を言うように前を横切ってやった。ご自慢のたてがみを濡らした姿にツンと顔を上げて、自慢のピンクの鼻に雨が入りそうになって慌てて頭を振る。ついでにクシャミを一つして、近くの開きっぱなしの扉に駆け込んだ。


「えっ、あ、猫？」


馬車の持ち主から、何か受け取ってた相手みたい。


茶色の毛並みと、お父さんよりずっと大きな体は、お母さんが妹に話してたクマっていう生き物なのかもしれない。鳴き声はお父さんたちに似てるけど、きっとそうだ。


クマは目を丸くして、ぼくのことを見下ろした。慌てたみたいに荷物を置いて、毛繕いに一所懸命なぼくを残してどこかに行ってしまう。ぼくがのんびりしてるのは、お母さんがクマはハチミツが好きだと言ってたから。猫を食べるなら逃げるのだけど。


「タオルで良いかな……」


肉球を舐めてたら、クマは真っ白なタオルを持ってきた。


ぼくの家でも、洗われた後はあれで拭かれる。洗うのはイヤだけど、拭かれるのはキライじゃない。


「拭いていい、のかな？」


「[image: ゛ナ]ァ」


「あ、意外と声が格好良い」


メスに向かって失礼な。


タオルを構えて、しゃがんだ相手の手に、タオル越しに頭を押しつける。


そうそう、そこがかゆい。濡れてて気持ちわるい。相手を押しのけるくらいに何度も体を押しつけて、自分で水気を拭ってたら、クマもヘタクソな手つきでタオルを動かした。


タオルの上に寝転んでみせれば、大きな手が優しすぎる力で水を拭ってくる。







    
  
  




「首輪もあるし、迷子かなぁ」


そうだよ、あのウマのせい。


「雨が上がったら、一人で帰れそう？」


どうだろう。送ってくれてもいいよ。


「晴れたら、一緒に憲兵さんのところ行こうか」


クマはお父さんみたいに話しながら、ぼくをすっかりとキレイにしてくれた。


乱れた毛並みを毛繕い。ゆっくりしていていいみたい。でも、妹が起きたときにぼくがいないと鳴いて呼ぶから、それだけはちょっと心配だ。心配なのはそうなんだけど。


濡れるのはイヤだから、やっぱり晴れてからにしよう。


「ヤギのミルクがあるから温めてあげるね。……あれ、でも猫舌っていうよね……」


クマはブツブツ言いながら奥に引っ込んだ。


家の中を歩き回る。棚と、モノが多い家。たくさんモノが並んだ棚もなんのその、シッポでモノを倒してたのは赤ん坊のころの話で、するりするりと隙間を縫ぬうように歩いてく。


棚から棚へジャンプ。色んな匂いが混じったモノばかりあって、イヤになって床に下りた。そしたら目の前にテーブルがあって、落ち着かない気分もあって、なんとなく爪がうずいたものだから。


背伸びして、爪を滑らせて、そしたら後ろから何かが近付いてきて。


振り返ったらヘビがいた。思わず飛び跳ねて、いつの間にか隙間のあった扉から飛び出す。


「お待たせ、ぬるめにしておいたから……えっ、出ていっちゃった？」


ぼくがいなくなった後、クマが揺れる木の蔓に話しかけてたなんて知らなかった。






イヌみたいなヤツラに追いかけ回されてる。


「おいアイン、そっち行った！」


「行ったっつってもさぁ！」


せっかく乾きはじめてた毛並みがまた濡れた。


それに鼻息を荒くしながら、どこかの屋根の下で雨宿りしてたのがちょっと前。布みたいなモノを被って、カラスみたいな形で追いかけてきたのは、イヌの群れみたいな四人組だった。


目が合って、叫ばれて。うるさいから離れようと思ったら、そのまま後をついてこられて。


「あれビビッてんだって、もっと仲良さそうにさぁ」


「よーしよしよし」


なんだかいきなり止まって、ネズミみたいな鳴き声を出している。


お父さんがよくやるやつ。イヤなヤツラではないみたい。指先がちょいちょいと動くのが気になって、抜き足差し足で近づいてみる。可愛いなぁ、なんてよく聞く鳴き声が聞こえた。


「よしよし、ほーら、来い来い来い」


「おっ行けそうじゃん」


「しっ、黙ってろ」


差し出された手まであとちょっと。


動きを止めたら、指を一本だけ立ててた手がゆっくり開いてく。


「よーし抱くぞぉー」


いきなり近付いてきた手に驚いて、爪を立てたまま思いきり叩いてやった。


すかさず逃げる。やっぱりイヌみたいなヤツラなんて信用できないんだ。


「痛ッて！」


「お前早ぇんだって抱こうとすんの！」


「空気読め！　猫の！」


「無理だろ飼ったことねぇし！」


再開した追いかけっこ。


この後、屋根に上ってやったら追いつけない、なんて油断したら上られて摑まった。


けどその後すぐに、またどこかの家の中に入って、お母さんに似たヒトに会った。妹より大きいけど小さいヒトもいて、イヌみたいなヤツラと比べたら落ち着く二人だった。大人しくしていたら、柔らかいタオルに包まれる。


でもまさか、洗われるなんて。


ちょっと寒かったから、ぬるいお湯は気持ちよかった。優しい手で洗われた。流すときもゆっくりで、妹みたいに小さいヒトも励ますような鳴き声を上げてた。


でも、それはそれとして濡れるのはイヤだったから。


「にげた！　ねこ！」


小さいヒトの声に、イヌみたいなヤツラもわらわら出てくる。


逃げて、かわして、踏みつけてやって。落ち着いたどんくさいヒトと、ヘビみたいで怖いヒトの間を走り抜けて、窓から出たら騒がしい鳴き声がいくつも聞こえてきた。


けど、そんなこと知らない。


晴れるまでこのあたりでのんびりしよう。


温まった体は湿ったままだけど、雨には濡れないように屋根の下を歩こうとしたとき。


「……」


黒いヒトが、口から煙を出してた。


ぼくはネコだから、落ち着けるスポットを見つけるのは得意なんだ。黒いヒトは、なんだかそういう感じがした。ネコならなんとなく惹かれちゃう感じ。


ぼくも膝におでこを押しつけて、体を擦りつけると、掌がぎゅうっと体を押してくる。


「毛ぇ付くだろ」
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「可愛くねぇ声」


メスに向かって失礼な。


黒い人は遠くで煙を出す棒を消して、溜息をついて、ぼくの首根っこを摑んできた。ぼくはもう大人なんだからやめてほしい。脚が地面から離れそうになって暴れたら、ぞんざいにお尻を支えられた。


もっと丁寧に抱けないのかな。お母さんの抱き方を見習ってほしい。


「おい、なんか懐いてきた」


家の中に逆戻りしたら、イヌみたいなヤツラが遠吠えを上げていた。






その後はまた洗われて、乾かされて。


雨の中、イヌみたいなヤツラに濡れないようにされながらも連れられて、到着したのはまた別の家。ぼくに対して「可愛い」って鳴かない置物みたいなヒトと、ぼくに対してずっと「可愛い」って鳴いてる置物みたいなヒトと同じ格好をしたヒトに渡された。イヌみたいなヤツラはどっかに行っちゃったみたい。


「おい見ろよスタッド、猫、ほら猫」


「見れば分かります」


「可愛いよなぁ～」


「貴方の声がいつにも増して気持ち悪いことぐらいしか分かりませんが」


まさに猫なで声ってこういうことを言うんだと思う。


変に高い鳴き声を上げていたヒトが毛布の入ったカゴを持ってきてくれた。ぼくも疲れたし、ちょっと落ち着かないけど、匂いをたくさん嗅いでからカゴの中で丸まる。


変に高い鳴き声がまた聞こえたけど、ちょっとうるさいから静かにしててほしい。


それから少しだけ寝て、ぼくはぴくりと耳を立てた。顔を上げて、じっと扉を見る。


聞こえてくるのはこれまでずっと聞いてきた鳴き声で、それがどんどんと近付いてくる。


「おっ、お迎えきたぞ」


ぼくを隣に置いて、ずっと「可愛い」って鳴いてたヤツに頭を撫でられた。


扉が開いて、飛び込んできたのは顔をぐちゃぐちゃにした妹。お母さんの手を握って、力いっぱい引っ張っていて、ずっとぎゃうぎゃう鳴いてる。目から水が溢れてた。


仕方がないなと、カゴから下りる。


妹がこちらを見て、どんくさく走ってきた。頭から被ってる布はべちょべちょに濡れてて、そのまま抱きしめられたものだから折角かわいた毛並みがまた濡れてく。何で起きたらいなかったの、とよく分からないことで怒ってきたけど、ぼくはお姉ちゃんだから腹を立てずにおでこを毛繕いしてやった。


それから暫くは、妹がぼくの後をついて回る日々になる。






ところで、ぼくの家は冒険者だというヤツラがたくさん歩く道にあるらしい。


晴れた日に、家の前の階段で昼寝をしていると、時々親しげに鳴かれるようになった。


「こんにちは、クリスティーヌさん」


落ち着いたどんくさいヒトは、いつも立ち止まってご機嫌伺いしてくる。


寝てる時はそのまま通りすぎてくけど、起きてると毛並みを撫でてくことが多い。最近はすっかりとぼくに触り慣れてきたから、どんくさいというのを撤回してやってもいいかもしれない。


「リーダーまた触ってんの？」


ヘビみたいで怖いヒトは、落ち着いたヒトといっしょだと足を止める。


コイツは自分勝手で、こっちが構われたくなくても関係ない。警戒で思わず膨らませたヒゲが気になるらしくて、よく引っ張ってくるからパンチで距離をとるようにしてる。そうすると、落ち着いたヒトが止めてくれるから。


ぼくが言うのもなんだけど、ネコに自分勝手って言われるなんてどうかと思う。


「おら、行くぞ」


黒いヒトは、全然かまってこない。


ヘビみたいなヒトと同じで、落ち着いたヒトといっしょだと足を止める。よくてチラリと見るくらい。一度だけ黒い脚に擦り寄ってみたら、黒いヒトはイヤそうな顔をしながらも動かなくて、落ち着いたヒトに笑われてた。


ぼくが真っ白いから、毛がくっつくと目立つのがイヤなのかもしれない。


「おっ、クリスティーヌじゃん」


「もう迷子になんなよー」


「お前太った？」


「毛ぇ増えたんじゃん？」


メスに向かって失礼な。


イヌみたいなヤツラはいつもうるさい。全員でかまってきて、わちゃわちゃと撫でられるから屋根に上って知らん顔。迷子、迷子、っていつまでも同じ鳴き声をあげるのはどうかと思う。


けど、どうやらコイツらがぼくを家に帰してくれたらしい。だから顔を引っ搔くのは止めてやってるけど、そろそろメスに対する扱いは勉強したほうがいいと思う。


だってコイツら一人ずつ会うと、あっちのメスにフラれただの、こっちのメスに脈があるかもしれないだの、ああだのこうだのうるさいんだ。ぼくに鳴いてないでメスの気を引いてくればいいのに、鳴くだけ鳴いてさっぱりした顔で帰っていくんだからどうしようもない。


ぼくの妹は一人だけなんだから、オマエらを世話してやれるほどヒマじゃないんだぞ。


「クリスティーヌどこぉ？」
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「おひるねしよ！」


ほらね。


ぼくはお姉ちゃんだから、これでも忙しいんだ。







    
  
  




催しを主催するというのは責任が伴うものだ。


ある公爵はそれを心に刻みながら、また一人と招待客と挨拶を交わしていた。


とはいえ今回の舞踏会は、さほど堅苦しいものではない。世話になっている者たち、それなりに親交のある者たちを招いての催しなので、それほど気を張らずに済んでいる。


「父上、あの二人は来ていないようですね」


挨拶が途切れたのを機に、声をかけてきたのは息子の一人。


長男である息子は、親の贔屓目を抜いたとしてもそれなりに優秀なのだが、惚れっぽいのが玉に瑕きずだ。以前に紹介した美しい獣人の双子に心奪われたのか、こういった機会があるごとに問うてくる。お前の手に負える相手ではない、気に掛けられてもいないと、同じ男としては伝えにくいものがあるのだが。


「彼女たちのことだ、来ないこともあるだろう」


「そうですか……」


「あまり私の招待客に失礼な真似をしてくれるなよ」


初めて顔を合わせた際、言い寄って袖そでにされたこともある息子だ。


あまり良い印象を持たれていないのは本人も分かっているのか、わずかに苦虫を嚙み潰したような顔をして頷いている。これさえなければ、自慢の息子だと紹介してやっても良いというのに。


招待客の挨拶は途切れない。


だが、行きつけのレストランのオーナー夫妻と言葉を交わしていた時だ。やけに玄関がざわついている気がした。オーナー夫妻も気付いたようで、挨拶を終えるとそちらに視線をやりながら次の招待客に場を譲る。


その隙に自らも玄関を窺えば、成程。彼女たちなら視線の十や二十は集めてみせるだろう。


彼女たちには夜が似合う。今のこの屋敷のような、夜闇に浮かぶ煌びやかな箱庭も。浮かべられた笑みには艶があり、けれど随分と愉しそうであった。それはきっと、こちらが予想だにしていなかったパートナーが関係しているのだろう。


「やぁ、来てくれたのか」


やってきた彼女たちにそう声をかける。


同時に、今日一番の華となるだろう彼女たちに連れられた者にも。


「自前の、素晴らしいパートナーがいるようだ」


獣人の双子が、踊ってくれないのだと唇を尖らせた相手。


直接顔を見たことは今までなかったが予想はつく。まるで極限まで鍛えられた騎士を目の当たりにしたような、目の前に立たれるだけで気の弱い者なら萎縮してしまうだろう男が一人。そして彼と共にいなければ招待客の一人と疑問にも思わず、けれどあれは誰だったかと急ぎ確認を取っていただろう高貴な男が一人。


更には本人らに冒険者と名乗られれば、心当たりというのは多分にあった。


「先の大侵攻での功労者だ。後でぜひ、活躍を聞かせてもらいたいものだが」


確信をもって告げた言葉は、綺麗に流されるも否定もされない。


ただの社交辞令だと判断されたのか常套句じょうとうくを返される。相手がそう受け取ったのも確かに当然のことだった。こうして面と向かって話していると忘れがちだが、爵位を持つ者と冒険者との会話なのだ。


こちらとしては社交辞令の気はなかった、と果たして気付いているのかいないのか。






舞踏会から早はや数日後。


気付いていたのではないか、と今となっては思っている。


「考えごとかしら、公爵閣下？」


「私たちが聞いても良いこと？」


時間を作って訪れた娼館で、猫の双子にもてなしを受けながら考える。


ここを訪れるのは一人の時間が欲しいとき、というと語弊があるか。たとえ自らの屋敷にいようが、公爵という立場から解放されることなどなければ、屋敷の取りまとめという職務についていると言い換えることもできる。


つまりは自由時間を楽しめる場。市井の子供らしい言い方をするなら〝秘密基地〟だった。


お陰で、考えごとも捗はかどるというもので。ソファに腰かけ、静かにグラスを傾けていれば、思考の途切れ目をどのように察したのか。隣に座り、頬杖をついてこちらを眺めていた彼女たちが、赤く艶のある唇をそっと開いた。


ゆっくりと、囁くような声色が耳に心地好い。


「ああ、そうだな」


ソファの背凭れに体重をかける。


「妻が、君たちの耳飾りはどこのものかと気にしていたよ」


「相変わらず可愛らしい方ね」


「また一緒にお茶をしたいわ」


鈴の音にも似た笑い声が零れた。


この双子のフアンだと言って憚はばからない妻は、ここを訪れる私をいつも羨ましそうに見送っている。婚約当時から変わった女性だとは思っていたが、さていつの間に茶会を共にする仲になっていたのだろうか。


思わず苦笑が零れる。邪魔などしやしないのだから、教えてくれても良いだろうに。


「あれは、あの方には似合わないわ」


「もっと似合うものを探しておくわ」


「それは喜びそうだ」


感極まる妻を想像し、頬を緩めていれば、じっとこちらを見つめる二色二対の瞳。


その意図が分からぬようでは貴族社会を生き抜けなどしない。催促もせず、期待もせず、ただ見つめる瞳には確信がある。お見通しらしい彼女たちに、やれやれと思いながらも、暫く酒の味を楽しんでから口を開いた。


「舞踏会は楽しかったかい」


「ええ、とっても」


「踊るのは好きよ」


小首を傾げながら微笑む彼女らに、あの夜を思い出す。






『公爵、お耳に入れたいことが』


もう話す機会はない、そう考えていた相手から声をかけられた。


本来ならば、冒険者が公爵にと愕然がくぜんとした騒ぎになっただろう。けれど酷く貴族然とした冒険者は堂に入りすぎていて、更にその後ろに立つ黒衣の冒険者をまるで護衛のようだと錯覚させた。


彼らは双子のパートナーだ。彼女たちが嫌がるなら、と苦笑した姿に嘘はなかった。それでも声をかけてくるのなら、潜められた声も合わさって只事ではないのだろうと察した。


『分かった、客室で聞こう』


『有難うございます』


それをおくびにも出さず、朗らかに告げれば相手も穏やかに返す。


広間はオーケストラの音色に満ち、踊りを楽しむ者たちで溢れていた。まるで商談か何かのような雰囲気でいれば、さほど注目を受けずに場を去ることができる。


貴族然とした彼は、やや憮然とした黒衣の男を広間に留め、私と共にその場を抜け出した。


さて何が聞けるのかと思いながら客室に到着してみれば、告げられたのは飲み物に何かが混ぜられているという報告。思わず溜息を零してしまったのも仕方のないことだろう。立場上、全く恨みを買っていないとは言わないが、大々的に家名に泥を塗られるような謂いわれもない。


よく報告してくれた、と感謝を告げた。


幸いにも、主犯らしき相手は既に見当をつけてくれたという。教えられた特徴には、確かに覚えがあった。ならば動機も分かるというもので、顧かえりみるに逆さか恨うらみであったのだろう。


主犯を拘束し、混ぜ物について口を割らせれば、秘密裏に処理ができそうだ。


そう考え、そうすることを望んでいるだろう貴族然とした冒険者を見た。恩を売ろうなどと考えてもいない、褒美を得ようとも全く思っていない、そんな彼が私にそれを知らせる理由など一つしかないのだから。


『任せると良い、あの二人のご機嫌とりに比べれば気楽なものだ』


『よろしくお願いいたします』


きっと、双子の機嫌を損ねたくない理由があったのだろう。






それには共感を覚えるな、と両隣から見上げてくるオッドアイに口を開いた。


「舞踏会の夜、君たちのパートナーだった者たちだが」


「ええ」


「改めて礼をしたいと言ったら場を設けられないかい」


「あら」


しなやかに背を反らし、互いに顔を合わせる美しい顔に浮かぶのは笑み。


見つめ合う彼女たちからは感情が読み取れない。けぶる睫毛まつげを震わせた瞬き、整えられた爪を彩る紅、艶のある黒毛の耳を飾る黄金が揺れている。そのどれもが問いかけに気が障ったようには見えない。


「いけないわ」


「それは駄目」


「私たちのパートナーだったの、私たちのために動いてくれたのよ」


「それに横入りするなんて節操のない真似はいけないわ、公爵閣下」


揶揄うように弧を描いた二対の瞳。


本気で窘めている訳ではなかった。それは無理なのだと、それを示唆しさする言葉遊び。


とはいえ本音ではあるのだろう。そして双子の言うとおりだ。あの冒険者二人は礼など求めておらず、ならばここを事態の収束とするのが収まりも良い。


爵位を持つだけで何をするにも企みがあると思われがちだが、冒険者らと話す場を求めたのは本当に礼を伝えたいだけだったのだから。彼らの泊まる宿は把握しているので、感謝の品を贈るだけに留めることにしよう。


「ああ、もう一つ聞きたいんだが」


「何かしら」


「良いわよ」


そう、早くも事態は収束できてしまう。


舞踏会を踏み荒らそうという無作法者が使おうとした薬。発動の切っ掛けとなる魔道具。それら全て、流通ルートを摑んだと思った時には既に、存在ごと消え去っていたのだから。


「舞踏会以降、姿を消した商会について何か……」


「「知らないわ」」


しまったな、と気まずい思いでグラスを傾ける。


どうやら、随分と嫌っている相手が関わっていたのだろう。気まぐれな彼女たちの機嫌を損ねてしまったようだ。彼女たちは興味が失せたかのようにツンと顎を持ち上げ、黒の美しい尻尾を一度だけ撓らせて、流麗な仕草で立ち上がっては部屋を出て行ってしまう。


今日はもう機嫌は直らないだろう。妻にお叱りを受けなければ良いのだが。


「失礼いたします」


代わりに、二人が出ていった扉から現れたのは娼館の主。


粛々しゅくしゅくと形だけの謝罪を口にする相手へと、慣れたように片手を挙げてみせた。






時はさかのぼり舞踏会の翌日深夜。


裏商店の片隅、月明かりも届かぬ路地裏にイレヴンはいた。


釘の飛び出た木箱に座り、何を見るでもなく目の前の壁を眺める。何処からか花売りの女が客を引く声が聞こえてきた。無事成立、オメデトウ、なんて暇潰しに内心で呟いてみるも少しの暇も潰れない。


目元に落ちた前髪が鬱陶しくて、微かに眉を寄せて頭を振る。


「お待たせしました、と」


視界に三人分の靴が入り込む。


「おっせぇ」


「じゅーーぶん早いんですけどだって全部終わらせてんだし！」


ゲラゲラと笑い声をあげた男が、両手に持っていた木箱を地面に投げ捨てた。


木箱は引き出しであった。棚からそのまま抜いてきたのだろう。地面を跳ね、壊れて外れた側板がカラカラと音を立てる。幾つもの瓶と小さな魔道具が引き出しの中から飛び散っていた。







    
  
  




「〝ドールメーカー〟なんて呼ばれるみたいですね。引き出し二十個分ぐらいありました」


「で？」


「残った奴らで処分してます」


イレヴンは足元で割れた瓶を見下ろした。


そこから零れ落ちた白い粉が、腰かけている木箱の側面を汚している。


摂取したのち全身に行き渡った薬は、人の持つ魔力の流れを乱す。そこに特定の魔力をぶつけると、薬を摂取した人間を昏睡こんすい状態にすることができる。そういうものだ。


「そ、それ、それを扱ってた商会って、け、消して良い、んですよね……」


「残しといてどうすんだよ」


「で、ですよね、すみ、すみません、僕、あは、はは、あた、頭、悪くて」


癖のある髪をサイドテールに結った男が、淀よどんだ瞳のまま口角を吊り上げる。


笑顔にはとても見えない引き攣った顔を、気に掛ける者など此処にはいない。我関せずと、前髪を切りそろえた男が喧しく笑いながらしゃがんだ。地面に転がった瓶を持ち上げ、中身を揺すって遊んでいる。


「商会にも何人か行っててぇー、売人も全部やったっぽくってぇー」


「どこぞの貴族に流した奴は一番最初に頭がヤッたし」


「の、の、残りの薬、これだけだから、処分すれば終わ、終わる？」


イレヴンはふと、笑みを絶やさぬ男が持つ瓶を指さした。


「じゃあそれ」


「え、何、何々？」


「見てぇだろぶっ倒れんの」


「そんなん俺だって見たいんですけどぉ」


前髪を切りそろえた男は腹を抱えて笑い、握っていた瓶を隣に立つ男へと投げ渡した。


受け取ったのは前髪で両目を隠した男。彼は瓶を一瞥し、コルクを抜いて匂いを嗅いだ。


「俺かよ」


「良いじゃーーんコイツぶっ倒れてんのはいっつも見るし」


「ぼ、僕、僕だって好きで、何でそん、そんな酷い、酷いこと……」


そうやってすぐに暴走するから意識を刈かり取られるのだと。


知らないサイドテールの男は、謝罪と言い訳を呟き続ける。ぎりぎり理性を飛ばさないあたり、地味に薬の効果が気になっているのかもしれない。両目の見えない男はそんなことを考えながら、顔面の上で掲げた瓶を逆さにした。


「ぐ、っごほ」


「ぎゃはははっ、馬鹿じゃん！」


大量の粉を口元に落とした男は当然のごとく噎むせていた。


上がる爆笑を聞きながら薬を噛み、呑み込んでいく。口の中が乾きすぎて、上顎にも舌裏にも張りついた薬に苦心しながらも何とか喋れる程度にまで胃の中に落とすことができた。白に色づく唇を舐め、空になった瓶を放り投げる。


「で、動くんすよね」


「じゃねぇの」


「ひっ、ひっ……どうすんの？　そこらへんで飛び跳ねてる？」


「あー……」


爆笑の余韻で引き笑いする男に、両目を隠した男はおもむろに周りを見回した。


そして何かを見つけたのか、首周りに張りついた薬を手で払いながら足を踏み出す。


「じゃあちょい行ってくるんで」


「どこ？　何しに？」


言い残して歩いていく男に、前髪を切りそろえた男は面白半分でついていく。


両目を隠した男が、行く手を阻むように路地に垂れ下がる布の向こうへ消える。そして前髪を切りそろえた男が顔だけ布の隙間に突っ込んで数秒、彼はすぐさま大爆笑しながら踵を返して戻ってきた。


「アイツ女抱きに行ってんすけどー!!」


「えっ、……ぁ、え？」


「マジ？　粉っぽくてキレられんじゃねぇの？」


「肩とかやべぇくらい白いのにマジやっべぇアイツ伝説になるわ！」


「っふぐぅ……ふ、っふふ」


路地裏に二人分の爆笑と、一人分のほくそ笑む声が残された。






そのまま適当に話しながら待つこと十分弱。布の向こう側から戻ってきたのは、何かをやり遂げたような空気を纏い、長い前髪の下にアルカイックスマイルを刻んだ男だった。わざとらしく〝ひと仕事終えてきましたよ〟という雰囲気を出す彼に、再び路地に爆笑が響き渡る。


「おっ前マジで止めろよそういうの面白いからぁ！」


「早すぎてウケんだけど」


「フィニッシュした瞬間『は？』ってキレられましたからね」


「んぐふっ」


手元を覆う長い袖で口元を覆い、壁に向かって噴き出すのを耐えているサイドテールの男は、耐えすぎて背中が痙攣けいれんしている。こいつのツボこれかよと、実際に顔を合わせた時間はともかく、付き合いだけで言えばそれなりの三人は初めて知った。


むしろまともに笑うところを初めて見た。だからといって何の感慨もないが。


両目を隠した男もへらへらと笑い、前髪の下に潜り込ませた親指で目元についた薬を拭う。


「手っ取り早く心拍数上がるし良いんじゃねっすか」


「頭おかしい」


「そいやさー、アレいんじゃんゲテモノ食い。あいつ童貞ってマジ⁉」


イレヴンは身をかがめ、壊れた引き出しの中にある魔道具を手に取った。


「そりゃ、あいつ人間相手に食欲しか湧かねぇん」


フォン、と空気が波打つ。違和感は一瞬だった。


風でも吹いたのかと勘違いしてしまいそうなほど微かなそれに、両目の見えない男の言葉が切れる。彼は脱力し、そのまま受け身も取れず後ろに倒れる。地面に打ち付けた頭が小さく跳ねた。


「お、思ったよか綺麗に決まる」


「頭これ死んだぁ？」


「知らね」


イレヴンは飽きたように木箱から下り、歩き出した。


前髪を切りそろえた男も、手を叩いて笑いながらその後ろに続く。その場に残されたのは地面に倒れてピクリとも動かない男と、いまだにツボから抜け出せずに震えているサイドテールの男のみ。


後者は会話さえしなければ暴走しない、とは言いきれないが可能性は低くなるので、何事もなければ明日の朝に磔はりつけの死体が見つかることもないだろう。


「そいや一刀って薬飲んだし魔力アタック決まると思います？」


「決まるワケねぇだろあんな人外」


「で、す、よ、ねぇ」


路地裏に、叫声にも似た笑い声が反響していた。






それから暫く、とある公爵がとある娼館を訪れた更に後のこと。


依頼帰りのイレヴンは、腹が減ったなと幾つかの屋台を覗きながら歩いていた。もう夕方ということもあり、明日には持ち越せないと食材を扱っている屋台は値を下げる。気に入りの屋台に顔を出して大歓迎を受けるのはそういう理由だった。


昼間に寄れば、食いつくすなと仕方なさそうな店主も今ばかりはニコニコ顔。遠慮せず食べてねと、儲もうけも何もない値段で何でも持たせてくれる。損にならないなら良いのだろう。


「（幻覚見てても腹は減んだよな）」


戦利品を抱え、食べ歩きながら内心でそう零す。


今日の依頼は変わり種で、いやリゼルが受ける依頼は結構な頻度でそうなのだが、今回は対象の魔物自体が変わっていた。いつかの〝最悪の迷宮〟でも見せられたが、あれとはまた違った系統の幻覚だった。


最終的に楽しめただけ、例の迷宮よりはマシだろう。


何せ幻覚は他人と共有されない。イレヴンはリゼル相手にカードゲームで大勝し、それが認められたのか認められなかったのかは知らないが、特に何事もなく幻覚から覚めることができた。


読み合いになると勝ち目はないが、運の勝負となると引きの強いほうが勝つ。イレヴンはいかさま勝負も余裕でこなせる手練てだれだが、純粋な引きの強さもピカイチだった。


「（リーダーは人間の引きは強ぇのにカードの引きは普通だからなァ）」


機嫌よく内心で呟き、手にした肉に齧りつく。


「前に消したドールメーカー持ち込まれました」


「は？」


後ろから声がかかる。


いきなり現れたことへの驚きではない。済んだことを掘り起こされたような不快感から、イレヴンは一気に機嫌が落ちるのを自覚した。歩を緩めないまま肉を嚥下えんかし、また一口食いちぎる。


「今日の朝ですね。まぁ作ってんのは王都だけっぽいんで、外での売れ残りだと思います」


「消しとけ」


「了解です」


人の流れに沿うように、斜め後ろを歩いていた相手が遠ざかっていく。


折角良い気分だったのに、とイレヴンは食べるペースを上げた。例の薬が王都の外に出たのだとしてもどうでも良い。リゼルに害がなければそれで良いし、リゼルがそこまで求めていないのも知っている。


「（リーダーんとこ行こ）」


落ちていた機嫌が持ち上がる。


たまには良いことをするのも悪くない、そんなことを思いながら目的地を変更した。そういうつもりもなかったが、きっと伝えれば褒めてくれるだろう。貰えるものは貰っておくに限るので。


イレヴンは軽い足取りで、リゼルの待つ宿へと向かうのだった。









あとがき






今巻で初めて明言しましたが、実は神様のいない休暇世界でした。


信者や信仰といった概念はあるのに神様はいない。そんな不思議な休暇世界。でも休暇世界に生きる人たちにとっては不思議でもなんでもない。そんな感じがなんとも好き。


そんな辻褄つじつまより好みを優先してしまう適当人間、岬です。お世話になっております。






そういえば以前、お手紙で「遠くに行ってしまったようで」というお言葉を頂きました。


なろう連載から書籍へ……なろう連載が本拠地なのは変わっていないんですが、それでも分かりますよ！　おっしゃりたいこともお気持ちもとてもよく分かります。私も好きな作品がメジャーになっていく度にそうでした。そう思うことに自己嫌悪するんですよね……。


ですが私もこういう形で、書籍の「休暇。」を手に取っていただけるようになって気付きました。特に変わりません！　これまで路上で好きなリズムで踊り狂ってたところ、通りがかりのリズム感の合う皆さんが一緒に踊り狂ってくれて、それを見たＴＯさんがステージを作って飾りつけてくれた感じです。なので私は何も変わらず隣で踊り狂ってます！


変わらなすぎて自覚がないせいで、献本を貰っても配れないし（こういうの読む知り合いがいない）、いまいち自分のサインに自信が持てないし（なので小話を添えてお得感を出す）、そもそも周りは誰も私が小説を書いてることを知らない（家族だけは知ってる）。そんな私ですが、これからも変わらず好き放題踊り狂っていきたいと思っております。


そんな「休暇。」に、ぜひお付き合いいただけましたら幸いです！






今巻もたくさんの方のご協力があり、皆さんに書籍をお届けできることができました。


いろいろなリゼルたちを最高の姿で読者さんに伝えてくださるさんど先生。表紙の色の雰囲気がいつも違うのが大好きです。拝見させていただいた出演舞台がとても素敵だった編集さん。私一人では絶対にできないことに挑戦してくださるＴＯブックスさん。そして、本書を手に取ってくださったあなたへ。


リゼルたちの依頼の数々を見守ってくださり、ありがとうございました！






二〇二一年十二月　岬









電子版特典SS


冒険者のプライドは何より迷宮踏破を優先する







ランプの明かりだけが頼りの船内は狭苦しく、薄暗い。


耳を澄ませば波の音。けれど揺れを感じないのは、この船が座礁ざしょうしている所為せいだろう。丸い窓から外を眺めれば、流木の横たわる砂浜と、その向こうに生い茂る木々を窺うことができる。


波の音に混じり、何処どこからかコツリコツリと板を硬いもので叩く音が聞こえた。


音の方角にある扉は、今は亡き船員らの部屋か。薄っすらと開いた扉を覗けば、全ての肉が腐り落ちるほどの年月を経た白骨が一体。生前のルーティーンを繰り返しているのか、底の擦りきれたブーツで彷徨さまよい歩いている。


リゼルはそっと、扉の隙間から顔を引いた。振り返り、潜めた声で同行者へと囁ささやきかける。


「本当にスケルトンが海賊の恰好をしてますね」


「あいつら迷宮ごとに着るもん変わるからな」


「名前まで変わるの何なんスかね」


座礁した海賊船を模した迷宮、そこにリゼルたちは訪れていた。


受けた依頼は【パイレーツスケルトンのサーベルが欲しい】というもの。動く骸骨は一括してスケルトンと呼ばれるが、この魔物は生息する迷宮の影響を大きく受ける。森では狩人、城では騎士、そして目の前の海賊と、主に装いという点で個性を出してくるのだ。


だが侮あなどることなかれ。装いが変われば武器も変わる、武器も変われば戦い方も変わる、更には一体一体に個性も見せてくるものだから、出方が分からないから苦手だという冒険者も多い。


「サーベルって確定だっけ」


「ランダム」


「げぇー」


ジルとイレヴンの会話を聞きながら、リゼルは部屋の中で彷徨う骸骨の腰元を見た。


擦りきれたサッシュのぶら下がる骨盤には、サーベルではなく錆さびついた短剣が一本。まずサーベルを持つ個体を探す必要があるだろう、更には戦利品として手に入れられるかどうかもランダムだ。倒した魔物と同じく、魔力となって消えてしまう場合もあるという。


「とにかく数を倒すしかないですね」


「了解」


「あ、バレた」


部屋の中を歩き回っていたスケルトンが此方こちらを見た。


がらんどうの眼窩がんかに、魂の再起を思わせる光が灯る。外れかけた顎あごの骨がぎこちなく揺れ、かたかたと腹の底が冷えるような音を立てた。襤褸ぼろの服から伸びる白い腕が短剣を掴み、錆ついて滑りの悪い鞘から引き抜く。


それを見てイレヴンが動いた。微かに開いていた扉を躊躇ちゅうちょなく閉じる。


「閉じ込めるんですか？」


「できっかなって」


「普通にドアノブ捻ひねって出てきたらどうすんだよ」


直後、腐りかけた扉から短剣が突き出た。


眼前に現れた切っ先にリゼルとイレヴンは地味に驚いた。ビクリと肩を跳ねさせる二人に、ジルが呆れたように扉ごと中のスケルトンを蹴り抜く。蝶番ちょうつがいの外れた扉が部屋の中に倒れ、下敷きになった魔物の頭蓋骨がゆっくりと転がった。


まだ浅い層だから弱いなと、ジルは扉を踏みつけながら部屋に入る。


「っび、びった～……」


「驚かされると、驚きますよね」


「船上祭のは平気だったろ、ホラー船」


「迷宮で壁抜きしてくるとは思わねぇじゃん！」


予想外すぎて驚いたと、何とも冒険者らしい驚き方だ。


リゼルもジルの後に続いて部屋に入る。白骨を下敷きにした扉を平気で踏みつけていく二人を尻目に、横にずれるように扉を跨またぎながら入った部屋の中は、木箱や樽たるに溢れた倉庫のようだった。床に転がる砲弾には埃ほこりが積もっている。


魔物がいたのだから何かしらあるかもしれない、そう考えての探索だが何もなさそうだ。


「お、ハンモック」


「寝んなよ」


「寝ねぇし。縄腐ってんじゃん」


木箱も樽も蓋ふたは開かないようだ。迷宮による雰囲気出しだろう。


リゼルはそれを横目に、天井に走る配管を見上げた。視線で辿り、荷の片隅にひっそりとある伝声管を見つける。何処かが歪んでいるのか閉まりきらず、少し浮いている金属の蓋に爪を引っ掛け、少しばかり硬いそれをゆっくりと開いた。


耳を寄せてみる。微かに潮騒しおさいの音が聞こえた。


「どなたかいらっしゃいますか？」


今度はこちらから呼びかけてみる。


「リーダー何してんの」


「いる訳ねぇだろ」


「分かりませんよ。スケルトンがカタカタ言ってくれるかも」


言いかけたリゼルの耳が何かを捉えた。


言葉を切って耳を澄ます。まさか、と怪訝けげんそうな二人も近寄ってきた。


『……、ぅ……セ、……』


リゼルが唇に指を当てながらジルたちへと目配せする。


人の声だ。イレヴンも伝声管へと顔を近づける。


『せん、チョ……センちょう……あン、タ、どコニ……』


「船長室にいらっしゃいませんか？」


『いナイ、イ、なイ、いな、い、イ、い、イ……、…………』


瞬間、リゼルは耳を庇かばうように回されたジルの掌に伝声管から引き剝はがされた。


視界の端で、眉を顰しかめたイレヴンが両耳を塞ふさぎながら飛びのくのが見える。その直後。


『イ、ナぁあアァあああアぁぁああァアア‼』


酷い耳鳴りにも似た金切り音が響く。


それほど長くは続かなかっただろう。けれど強い残響が尾を引いて、いつ収まったのかは分からなかった。リゼルは微かな耳鳴りを感じながらも、触れる掌の温度に安堵しながら足を踏み出す。離れていく掌に礼を告げ、今は少しも音を立てない伝声管へとそっと囁いた。


「死して尚、唯一人へと向けられる貴方の忠心を、私は心から尊敬します」


『……』


「貴方の代わりに私が船長を探しましょう」


『……』


「船長室は何処に？」


『…………測量室の本棚ノ後ろを覗ケ』


「有難うございます」


潮風に掠れた深みのある声を最後に、伝声管は沈黙した。


もう呼びかけても何も返ってこないだろう。きっと、この伝声管を辿った先にも何もいない。最初から今まで、誰もいないままの、言葉など知らぬ魔物が彷徨う海賊船に外ならない。


リゼルは伝声管の蓋をそっと閉じて、さてとばかりに後ろに立つ二人を振り返った。


「測量室を探しながら進んでも？」


「リーダーのそういうとこさァ」


「諦めろ」


物言いたげな顔と零された溜め息に、どうしたのかとリゼルは首を傾けた。






この迷宮には一つ、他の迷宮にはない大きな特徴がある。


リゼルたちは適度に測量室を探しながら迷宮を進んでいた。階段を上るごとに階層が変わる。本当の船ではあり得ない広さの船内と、幾重にも重なる階層こそがここが迷宮である証明だった。測量室も何処にあるか分からないので、一階層ごとに隅々まで探す必要がある。


とはいえ基本は船。構造を知ってさえいれば、大体このあたりと予想はつけられる。


「この部屋、調べたいんですけど」


「あー、これが噂の」


スケルトンを倒し、蠢うごめくスライムを倒し、生きた縄を倒しながらたどり着いたのは、他と比べてやや立派な扉。華美に装飾されている訳ではないが、金属の鍵穴が目を引く重厚な扉だった。


扉の手前には机が一つ。上には小さなジュエリーボックスと航海日誌、筆記具が一つずつ。ジュエリーボックスには数字を合わせるタイプの鍵が仕込まれている。そして航海日誌を捲れば、その数字を示すだろう暗号があった。


「鍵こん中か」


「まず間違いなく」


「で、暗号解くために他の冒険者と協力しろってことね」


イレヴンがトンと指を置いたのは航海日誌。


日誌の見開き、その左ページには暗号が。右ページの隅には“他の船員との記録を残せ”という走り書きがある。他の船員というのは、この迷宮に潜っている他の冒険者のこと。他と変わらず迷宮内で顔を合わせることはないが、同時進行で潜っている冒険者とやりとりができるという非常に珍しい迷宮だった。


「他の冒険者の方々も同じ日誌を見てないと駄目なんじゃないですか？」


「羊皮紙が落ちてくんだよ、どっかの誰かがこれ系の仕掛け見つけたタイミングで」


「俺らまだ一回も見てねぇけど」


「んなボトボト落ちてこねぇよ」


イレヴンは納得したように頷うなずいた。


リゼルたちも何階層か進んで、階層ごとに探索して、ようやくこの部屋を見つけたのだ。戦っていようが罠に嵌はまっていようが、関係なく羊皮紙は降ってくるという。そう簡単に謎に出会っていたら、迷宮に潜っているパーティの数次第ではとんでもないことになるだろう。


「俺らしか潜ってなかったらどうなんの？」


「大丈夫ですよ。単独でも解けるような内容ですし」


「へぇ」


イレヴンは暗号を覗き込んでみる。何も分からなかった。


他の冒険者の元に現れる羊皮紙には、謎に出会った冒険者が航海日誌に書き込んだ内容のみが反映される。つまり謎自体はあちらには見えないので、何を書き込むのか工夫が必要だろう。迷宮であることを思うと、内容にも何かしらの制限がつきそうだ。


「折角だし、何か書いてみましょうか」


「あ、個人名ダメとか聞いたことあっかも」


「そうなんですか？　でも返事は欲しいですよね」


「誰も潜ってねぇってことはねぇだろ」


ジルが近くの部屋から這はい出してきた魔物を片手間に斬り捨てる。


その姿を見て、リゼルはふむと一つ頷いた。物は試しだ、と古風な羽ペンを手に取る。書いた内容は“冒険者最強は今日も元気に攻略中です。”の一言で、隣でのぞき込んでいたイレヴンは思い切り噴き出した。


そしてリゼルが暗号を解き、ジュエリーボックスの数字を合わせながら待つこと少し。


「お、リーダー見て。すっげぇ返事来てる」


「何で来んだよ」


「皆さん親切ですね」


ちなみに落ちてきた羊皮紙はスルー可。


にもかかわらず、リゼルの筆記の下に無数の返事がにじみ出てくる。内容は「貴族さん日誌の使い方違ちげぇ」「使い方間違ってるって教えてやれよ一刀」「それは謎解きを協力するための日誌だよ」「リゼルさん‼‼」といったもの。返事には個人名を出せることが判明したし、顔見知りが同じ迷宮に潜っているのも判明した。


「アイン君たちがいますね」


「返事がすげぇ治安良い」


「教えてやれよじゃねぇよ」


リゼルたちは和気藹々あいあいと話しながら、ジュエリーボックスから手に入れた鍵で扉を開けた。






ちなみに今、同迷宮に潜っているパーティの一組に槍使いパーティがいるのだが。


「お、羊皮紙か。誰か日誌を見つけたんだな」


「順調に攻略してるんだねぇ。こういうの、重要なルートに置かれがちだし」


「隠し部屋とか見つけたんかな、羨うらやましい」


「何て書いてあるんだい？　できれば協力してやりたいけどね」


彼らは運よく戦闘中でもなく、それなりに安全も確保できていた。


よって槍使いは特に何も考えず羊皮紙を拾い、紐ひもで留められたそれを広げる。巻かれていたペンが落ちかけるのを危なげなく受け止め、どれどれと紙面に目を通した。たった一言なので見た瞬間に内容を把握し、彼は噴き出しかけたのを耐えようとしたせいで盛大に噎むせる。


「ごほっ、はは、こりゃあ凄すげぇな」


「え、何。どれ？」


そして魔法使いの手に渡された羊皮紙に全員が目を通す。


反応はそれぞれ違った。笑いを耐えて口を塞ぐもの、驚愕に顎を落とすもの、仕方なさそうに肩を竦すくめるもの。とはいえ全員に共通することが一つだけある。


「貴族さん日誌の使い方間違ってねぇ？」


「本人の日記になっちゃってるね」


「教えてやんないと。まぁ、貴族さんが謎解きに苦戦するかは分からないけどね」


槍使いは筆記があまり得意でないので、笑いながら持っていた羽ペンを弓使いへと渡した。羽ペンってこんなに使いにくいのか、と文句を言いながらも親切に忠告を書き込む弓使いの隣。その手元を感心したように覗き込みながら、ふと片手剣使いが天啓てんけいを得たように顔を上げる。


「これ、貴族さんいる間に進めりゃ謎で止まらねぇんじゃね？」


弓使いの手が止まる。槍使いも動きを止め、魔法使いは真剣な顔で天を仰あおいだ。


全員で顔を合わせて頷き合う。なにせ普段は日誌に何を書き込もうが「分からん」「お疲れ」「腹減った」「それどこ？」しか返事が来ないのだ。海賊船の迷宮、同じ船に乗った者は船員として協力し合うべきという仕掛けなのかもしれないが、頭の出来が変わらない者ばかりが集まっては何の意味もない。


けれど今日は、まず間違いなく決定打を打ってくれる冒険者が一人いるので。


「よし、行くか！」


「まず謎を見つけないとね」


「鍵付きの宝箱見つけても泣いて諦めずに済む！」


奇くしくも、今この瞬間に迷宮に潜っている者たち全てが、この結論に達した瞬間だった。


返答を書き終えた弓使いの手から羊皮紙が消える。それを機に四人は意気揚々と迷宮攻略を再開するのだった。






リゼルたちが足を踏み入れたのは測量室。


どうやら当たりを引けたようだ、と壁に二つ並んだ本棚へと向かう。調べてみれば、どうやら一つの本棚がスライドするようになっていた。名もなき船員から情報を得ていなければ気付かなかっただろう。あるいは、情報を得たからこそ動くのかもしれない。


「隠し扉ですね」


「船長室って普通隠されてんの？」


「そうでもないですけど、隠すメリットはあると思います」


失礼します、と声をかけてリゼルは足を踏み入れた。


何かが動く気配はない、どうやら魔物もいないようだ。ランプに照らされた明るい部屋、不思議と潮騒も聞こえない静寂に、微かに木の軋む二人分の足跡が響く。


無音の三人目が先行し、部屋の真ん中にある机に積まれた金貨を一瞥いちべつした。一枚手を取り、そのまま金貨の山に落とす。キン、と澄んだ音を立てた金貨が、ランプの明かりにチラチラと美しく煌きらめいていた。


「貰もらって良いと思いますか？」


「さぁな。聞いてみろ」


机と椅子とベッド、後は山ほどの財宝で埋まった部屋。リゼルは問いかける。


ジルが頤おとがいを上げるように示したのは、机の向こう側に腰かける一人分の白骨体だった。立派な羽飾りのついた帽子、骨だけになった指に隙間を空けて収まる指輪には大振りの宝石。


リゼルは確かにそこに敬意を払う者がいるかのように歩み寄り、机を回りこんで白骨体の隣へ。床には指から転げ落ちただろう指輪が三つ。踏まないように気を付けながら膝ひざをつき、だらりと体の横に下ろされた白い腕へと触れる。


「貴方の部下は、今も貴方を慕って待っていますよ」


白骨は何も言わない。リゼルは微笑み、握りこまれた指を一つ一つ解いていく。


「伝言の対価、いただきますね。きっと大切にしてくださる方に渡します」


緩んだ手元から、そっと引き抜いたのは一本のサーベル。


今までに見たスケルトンのものに似ているが、緻密ちみつな細工が施された鞘は美しく、不思議と少しも錆びついてはいなかった。けれどジルに確認をとれば、確かに依頼人が求めるサーベルの枠に入るという。


リゼルはサーベルを手に立ち上がった。


「次もまた、良い航海を」


言い残して、ジルたちと共に部屋を出る。


部屋に残されたのは一体の白骨体。そのがらんどうの眼窩に、ふと何かが灯ったように揺れたのを三人が目にすることはなかった。






その後のことだが、サーベル愛好家の依頼人には目の前で狂喜乱舞されたし、何組かのパーティにはほくほく顔で礼を言われた。それを見てリゼルは、良いことをしたなと普段と変わらぬ笑みを浮かべるのだった。
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